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第   一   章 

 

 序  論 

 

１．  はじめに  

 

現代 社 会 にお い て 、 個人 を と りま く 家 族 の在 り 方 や地 域 社 会 、社 会全

体が 徐 々 に変 化 し て きて お り、う つ 病患 者や 自 殺 者の 増 加、引き こ も り、

スチ ュ ー デン ト ・ ア パシ ー 、 人間 関 係 の 希薄 化 や それ に 伴 う コミ ュ ニケ

ーシ ョ ン 能力 の 低 下 など 、 現 代の 若 者 が 抱え る 問 題は 多 岐 に わた る 。  

コミ ュ ニ ケー シ ョ ン 能力 の 低 下に お い て は、 オ ン ライ ン ゲ ー ムや タブ

レッ ト 、 スマ ー ト フ ォン 、 SNS（ Social Networking Service） の 普 及に

より 対 面 しな く て も 会話 が で きる よ う に なっ た こ とで 、 人 と 人と の 交流

が乏 し く なり 人 間 相 互の 接 触 が希 薄 し て きて い る こと が い え るだ ろ う 。    

こ の よ う な 対 面 的 な コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 減 少 が 人 間 関 係 の 形 成 を

より 困 難 にし て い る こと が 危 惧さ れ る 。  

 文 部 科 学省 の 第 15 期 中央 教 育審 議 会 １ ）が 提 出 し た「 21 世紀 に 展 望し

た我 が 国 の教 育 の 在 り方 」（ 第 一次 答 申）に「 生 活体 験 や社 会 体験 の 不 足

もあ っ て 、子 ど も た ちの 人 間 関係 を 作 る 力が 弱 い など 社 会 性 の不 足 が危

惧さ れ る 」と指 摘 さ れて い る こと か ら 、青木（ 2003）２ ） は「 全体 的 に 青

少年 の 対 人関 係 能 力 が衰 え て きて い る の が現 状 で あり 、 こ の 現状 に つい

ては 『 社 会的 ス キ ル 』の 不 足 が要 因 の 一 つ で あ る 」と 述 べ て いる 。  
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社会 的 ス キル と は 、 他者 と の 相互 作 用 を 円滑 に 行 うた め の 社 会的 行動

であ り 、 子ど も の 頃 の家 族 関 係、 学 校 や 地域 に お ける 友 だ ち など の 仲間

集団 の 中 で養 わ れ る とい わ れ てい る 。 し かし 、 現 代の 青 少 年 には 直 接的

に体 験 し 、感 じ る こ と、 考 え るこ と が 不 足し て い る た め 、 社 会的 ス キル

の低 下 は 今日 の 青 少 年問 題 を もた ら す 要 因の 一 つ であ る 。 そ して 、 この

社会 的 ス キル の 向 上 に欠 か せ ない の が コ ミュ ニ ケ ーシ ョ ン で あり 、 他者

と コ ミ ュ ニケ ー シ ョ ン を 取 る ため に 必 要 な要 因 と して 「 自 己 や他 者 に対

する 信 頼 感 」 が 重 要 であ る と 考え ら れ る 。  

信頼 感 と は「 相 手 に 対し て 、 信頼 で き る 、信 頼 し て損 は な い 、と いう

感情 ま た はそ の 判 断 のこ と 」で あ る。天 貝（ 1995）３ ）は 発 達 的な 観 点 に

基づ き 、 信頼 感 を 「 自分 あ る いは 他 人 （ 他の 対 象 ）に 対 し て 抱く 信 頼で

きる と い う気 持 ち や 自分 自 身 の能 力 や 他 人の 存 在 の一 貫 性 に つい て の確

信」 と 捉 えて い る 。 また 天 貝 は過 去 の 信 頼感 に 関 する 研 究 を 総括 し 、信

頼感 の 基 盤は 人 生 の 初期 段 階 に第 一 に 獲 得さ れ る が、 そ の 獲 得は 不 変で

はな く 、 自己 へ の 問 い直 し が なさ れ る 青 年期 に お いて 再 獲 得 期を 迎 える

可能 性 を 指摘 し た 。 そこ で 現 在を 基 準 と して 信 頼 感を 測 定 す る尺 度 を作

っ た 結 果 、信 頼 感 に 「自 分 へ の信 頼 」、「 他人 へ の 信頼 」 の 肯 定的 な 側面

と、 否 定 的な 側 面 で ある 「 不 信」 の 3 つ の側 面 を 見出 し て い る。  

山田（ 2010）４ ）は「 信頼 感 の 発達 を 考 え ると き 、青 年 期は 不 信体 験 の

克服 か ら 新た な 信 頼 感を 模 索 する 時 期 で あり 、 ま た自 己 信 頼 が確 立 して

いく 重 要 な時 期 で あ る」 と 述 べて い る 。  

 ま た 、 自分 あ る い は他 者 を どれ だ け 信 頼し て い るか を 判 断 する 心 理的

側面 の 一 つと し て 「 自己 開 示 性」 が 挙 げ られ る 。 自己 開 示 性 とは 「 個人

的な 情 報 を他 者 に 知 らせ る 行 為で あ り 、 相手 に わ かる よ う に 自分 自 身を
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あ ら わ に す る 行 為 」（ Jourard,S.M.、 1971） ５ ） の こ と を い う 。 つ ま り 、

自分 が ど んな 人 間 で あり 、 今 何を 考 え 、 何を 感 じ 、何 を 悩 ん でい る か、

など を 相 手に 伝 え る とい う こ とで あ る 。 他者 に 対 して 適 切 に 自己 開 示で

きる こ と は、 深 い 人 間関 係 の 形成 に お い て必 須 の 条件 と さ れ てい る 。 西

村（ 2020）６ ）は「 自 己開 示 は 対人 関 係 の 親密 化 に おい て 重 要 な要 因 とし

て取 り 上 げら れ る こ とが 多 い 」と 述 べ て いる 。  

 自 分 の 考 え や 感 じ て い る こ と を 他 者 に 知 ら せ る と い う 行 動 は 社 会 の

様々 な 場 面に お い て 欠か す こ との で き な いも の で あり 、 誰 も が日 常 的に

経験 し て いる こ と で ある 。しか し、山 田（ 2010）４ ）は 日 常 で 経験 し て い

ても 自 己 開示 を す る にあ た っ て妨 げ に な るも の が ある と 指 摘 して い る。

それ は 「 自分 は 受 け 入れ ら れ ない の だ と 思い 込 ん でい る と き に現 れ る他

者に 対 す る恐 怖 心 で あり 、不 信で あ る 」とし 、「逆 に 、信 頼 は、自 己 開示

を生 み 出 し、 自 己 開 示は さ ら に信 頼 と 理 解を 生 み 出し て い く 」と 述 べて

いる 。   

 岡 田（ 1995）７ ）に よる と 、現 代青 年 の 友人 関 係 は希 薄 化 が 危惧 さ れて

おり 、 傷 つけ 合 う こ とが な い よう 表 面 的 な関 係 が みら れ る と し、 ま た岡

田（ 2010）８ ）は 大 学 生の 友 人 様式 の 一 つ とし て 、他 者か ら の 評価 を 気に

して 、 友 人関 係 の 深 まり を 避 ける 関 係 回 避特 徴 が ある と 指 摘 して い る。  

つま り 、 お互 い が 傷 つか な い 方法 と し て 表面 的 に ふる ま い 、 より 深い

関係 に ふ れる 部 分 で は無 関 心 でい る こ と でお 互 い に自 分 自 身 を守 ろ うと

して い る ので は な い だろ う か 。  

 こ の よ うな 現 代 青 年の 課 題 を踏 ま え 、 内閣 府 は 「子 ど も ・ 若者 白 書 」

（ 2014） ９ ） の な か で 、 今 を 生 き る 若 者 の 意 識 に お い て 諸 外 国 と 比 較 し 、

日本 の 若 者の 意 欲 の 低さ 、 友 人関 係 へ の 満足 度 や 安心 感 が 低 いこ と 、そ
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して コ ミ ュニ ケ ー シ ョン 能 力 の不 足 な ど を報 告 し てい る 。  

 文 部 科 学省 の コ ミ ュニ ケ ー ショ ン 教 育 推進 会 議（ 2011） 1 0）では 、コミ

ュニ ケ ー ショ ン 能 力 の捉 え 方 とそ の 育 成 につ い て 「い ろ い ろ な価 値 観や

背景 を 持 つ人 々 に よ る集 団 に おい て 、 相 互関 係 を 深め 、 共 感 しな が ら人

間関 係 や チー ム ワ ー クを 形 成 し、 正 解 の ない 課 題 や経 験 し た こと の ない

問題 に つ いて 、 対 話 をし て 情 報を 共 有 し 、自 ら 深 く考 え 、 相 互に 考 えを

伝え 、 深 め合 い つ つ 、合 意 形 成・ 課 題 解 決す る 能 力と 捉 え 、 多文 化 共生

時代 の 21 世 紀 に お いて は 、 この コ ミ ュ ニケ ー シ ョン 能 力 を 育む こ とが

極め て 重 要で あ る 」 とい う こ と を 意 義 付 けて い る 。  

ま た 内 閣 府 （ 2018） 1 1） は 、「 社 会 で 求 め ら れ る コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 能

力や 自 立 心、 主 体 性 、協 調 性 、チ ャ レ ン ジ精 神 、 責任 感 、 創 造力 、 変化

に対 応 す る力 、 異 な る他 者 と 協働 す る 能 力を 育 む ため に は 、 様々 な 体験

活動 が 不 可欠 で あ る 」と 報 告 して い る 。  

これ ら の こと か ら 、 前述 で 取 り上 げ た よ うな 青 少 年の コ ミ ュ ニケ ーシ

ョン 能 力 を育 成 し て いく 一 つ の手 段 と し て 「 体 験 活動 」 が 挙 げら れ る。  

文部 科 学 省中 央 教 育 審議 会 は 平成 25 年（ 2013）1 月 に 答申 した 1 2）「今

後の 青 少 年の 体 験 活 動の 推 進 につ い て 」 の中 で 、 体験 活 動 の 意義 と その

効果 と し て、「 社会 を生 き 抜 く力 」の 養 成 、規 範 意 識や 道 徳 心の 育 成 、学

力へ の 好 影響 な ど を 挙げ 、 体 験活 動 の 重 要性 を 報 告し て い る 。  

また 体 験 活動 を 中 心 とし た 教 育キ ャ ン プ にお い て は、 キ ャ ン プ 参 加に

よ る 人 間 関係 へ の 効 果に つ い ての 研 究 が 数多 く 行 われ て い る 。長 谷 川ら

（ 2004）1 3）は キ ャ ン プに 参 加 する こ と で 参加 者 の 友達 付 き 合 いに ポ ジテ

ィブ な 変 化が 見 ら れ るこ と 、中 川 ら（ 2019） 1 4）は、対 人 関係 スキ ル を 向

上さ せ る こと 、正 親 ら（ 2016） 1 5）は 信 頼 感に 肯 定 的な 効 果 を 及ぼ す こと
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を明 ら か にし て い る 。  

高畑 ら（ 2015） 1 6 ）は 、教育 キ ャン プ に お いて 班 グ ルー プ の ま とま りが

教育 効 果 を向 上 さ せ 、参 加 者 同士 の 人 間 関係 を 深 め、 そ の 後 の大 学 生活

の充 実 に 寄与 す る こ とを 報 告 して い る 。  

この よ う に、 体 験 活 動が 現 代 の子 ど も や 若者 に 対 する 心 理 的 な課 題に

つい て 青 少年 ・ 青 年 に与 え る 役割 は 大 き いも の で ある と 考 え られ る 。  

そ こ で 本 研 究 で は 、 青 年 の 体 験 活 動 に お け る ふ り か え り に 着 目 し た 。 

ふり か え りと は、体 験学 習 法 の過 程 と し て、Kolb（ 1984） 1 7 ）が提 唱 し

た体 験 学 習法 サ イ ク ルモ デ ル の循 環 過 程 の一 部 で ある 。 そ の モデ ル によ

ると 、 体 験学 習 法 と は、 体 験 、 内 省 ・ 観 察、 一 般 化、 仮 設 と いう 4 つの

ステ ッ プ を基 盤 と し 、そ れ ら を一 連 の サ イク ル と して 繰 り 返 し行 う 方法

であ る 。  

 他 に も、田 中（ 2009） 1 8）は「 ふ り かえ りと は 活 動か ら の 気 づき や 学 び

を整 理 し 、次 へ の 活 動や 日 常 生活 へ つ な ぐパ イ プ 的な 役 割 を する も ので

あり 、 活 動を 振 り 返 るこ と で 、そ の 活 動 を単 に ‘‘ 体 験 した ’’と い う経

験で 終 わ らせ る の で はな く 、 活動 を 共 に した 仲 間 と活 動 中 の 出来 事 につ

いて 思 い 出し 、 意 味 づけ を す るこ と で ‘‘体 験 から の 学 び’’ を得 る 機会

であ る 」 と述 べ て い る。  

青年 の 体 験活 動 の 代 表例 と し て実 施 さ れ る 大 学 キ ャン プ 実 習 では 、 小

グル ー プ での 活 動 を 基本 と し て行 わ れ る こと が 多 く、 課 題 達 成を と もな

う活 動 や 困難 な 状 況 を克 服 す るよ う な 活 動、 個 人 では 成 し 得 ない グ ルー

プの 協 力 を必 要 と す る活 動 が 多く あ り 、 グル ー プ の仲 間 同 士 で喜 び や悲

しみ 、気づ き な どの 感情 を 分 かち 合 う 体 験が 自 然 とな さ れ る もの で あ る。

荒木（ 2007） 1 9）は 、この よ う な教 育 キ ャ ンプ に お いて 、互い の 気 づ き を
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グル ー プ で分 か ち 合 う 「 シ ェ アリ ン グ 」 と呼 ば れ る活 動 を 「 ふり か えり

活動 」 と 定義 し 、 こ のふ り か えり 活 動 を 意図 的 に 導入 す る こ とが 注 目さ

れ 、多 く の 実践 が な され て い る 。ま た 、遠藤 ら（ 2014） 2 0） は 大学 キ ャ ン

プ実 習 に おけ る ふ り かえ り 活 動の 教 育 的 効果 と し て、 自 己 肯 定意 識 、対

人不 安 意 識、 自 己 成 長性 の 観 点か ら 検 討 し、 大 学 キャ ン プ 実 習に お ける

「ふ り か えり （ シ ェ アリ ン グ ）活 動 」 導 入は 一 定 の教 育 的 効 果が あ るこ

とを 示 唆 して い る 。  

ただ し 、 これ ら の 「 ふり か え り（ シ ェ ア リン グ ） 活動 」 は 各 グル ープ

で行 わ れ 、実 際 の ふ りか え り （シ ェ ア リ ング ） で 参加 者 が ど のよ う な発

言を し て いた か に つ いて は 定 かで は な く 、参 加 者 の心 理 的 な 教育 的 効果

に発 言 の どの よ う な 要素 が 影 響し て い た のか と い う曖 昧 さ な ど、 様 々な

要因 が 課 題と し て 残 る。  

そし て 、 ただ ふ り か えり を 行 えば い い わ けで は な く、 ふ り か えり の程

度や 学 習 効果 と の 関 連に つ い ても 考 慮 し なけ れ ば なら な い。荒木 ら（ 2011）

2 1）は ふ りか え り（シ ェア リ ン グ ）を 促 進 させ る 要 因と し て 、体験 活 動 終

了後 や 夕 方、 夜 の 時 間帯 、 食 事や ミ ー テ ィン グ な どの 活 動 、 指導 者 や班

員の 存 在 を挙 げ て い る。 ま た 、ふ り か え りの 程 度 と学 習 効 果 を結 び つけ

る支 援 方 法の 開 発（ 星野 ．2007） 2 2）や 実 践的 指 導 法（ 荒 木ら ．2011） 2 1）

が今 後 の 課題 と し て 指摘 さ れ てお り 、 よ り良 い ふ りか え り の 方法 に つい

ても 検 討 する 必 要 が ある と 言 える 。 よ り 良い ふ り か え り の 方 法の 一 つと

して 、 目 標設 定 を 行 った う え でふ り か え りを 行 う こと が 考 え られ る 。高

野（ 2013） 2 3） は「 グ ルー プ の 目標 、個 人 の目 標 、長 期 の目 標 、短 期の 目

標等 を 様 々な 形 で 明 確に す る こと で 、 ふ りか え り の際 の 焦 点 が明 確 にな

る」 と 述 べて お り 、 目標 設 定 を行 う こ と がふ り か えり の 効 果 を促 進 する
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と考 え ら れる 。 本 研 究で 行 わ れた 「 ふ り かえ り （ シェ ア リ ン グ） 活 動」

にお い て も、 あ ら か じ め ふ り かえ り （ シ ェア リ ン グ） の 実 施 方法 に つい

て 、事前 に 説明 を 行 い 、各班 担 当指 導 者「 キ ャン プ カウ ン セ ラー（ 以 下 、

カウ ン セ ラー と す る ）」と 共通 認 識 し た う えで 行 わ れた 。こ こ から は 、「 ふ

りか え り （シ ェ ア リ ング ） 活 動」 を 「 シ ェア リ ン グ」 と 記 述 して い く。  

以上 の こ とか ら 、 各 グル ー プ 内で 「 シ ェ アリ ン グ 」 を 行 う こ とは 、長

い時 間 を 共に 活 動 す る仲 間 の こと に つ い てよ く 知 り、 同 時 に 自分 自 身の

様々 な 情 報を 伝 え て いく た め、キ ャ ンプ 参加 者 の「 自 己 と他 者へ の 信 頼」

また は 「 自己 開 示 性 」を よ り 向上 さ せ る こと が 予 想さ れ る 。  

そこ で 、 本研 究 で は 、シ ェ ア リン グ を 重 視し た キ ャン プ 実 習 が参 加者

の信 頼 感 と自 己 開 示 性に 及 ぼ す影 響 を 明 らか に す るこ と と し 、実 際 に「シ

ェア リ ン グ」 活 動 で 発言 さ れ た参 加 者 の 発言 内 容 とそ の 変 容 がど の よう

に影 響 す るか も 合 わ せて 検 討 する こ と と した 。  
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２ . 研究の目的および課題  

  

 本 研 究 の 目 的 は 教 員 養 成 大 学 に お け る 大 学 キ ャ ン プ 実 習 が 参 加 者 の

信頼 感 お よび 自 己 開 示性 に 及 ぼす 影 響 を 明ら か に し、 シ ェ ア リン グ にお

ける 発 言 内容 と の 関 連に つ い て も 検 討 す るこ と で ある 。  

 そ の た めに 、 以 下 の 5 つ の 課題 を 設 定 し分 析 し てい く こ と と す る 。  

 

 

課 題 １ ： キャ ン プ 実 習参 加 者 の信 頼 感 の 変容 に 及 ぼす 影 響 を 検討 す る。  

課題 ２ ： キャ ン プ 実 習参 加 者 の自 己 開 示 性の 変 容 に及 ぼ す 影 響を 検 討す

る 。  

課題 ３ ： キャ ン プ 実 習参 加 者 の信 頼 感 と 自己 開 示 性の 関 連 を 検討 す る 。  

課 題 ４ ： キャ ン プ 実 習参 加 者 の シ ェ ア リ ング に お ける 発 言 内 容の 変 容を

検討 す る 。  

課 題 ５ ： 大学 キ ャ ン プ実 習 参 加者 の 自 己 開示 と シ ェア リ ン グ の関 連 を検

討 す る 。  
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３ . 研究の限界  

 

１ ）  本 研究 に お け る調 査 対 象者 は 、 京 都教 育 大 学教 育 学 部 の大 学 キャ

ンプ 実 習 に自 分 の 意 志で 参 加 した 者 に 限 定さ れ 、 無作 為 抽 出 法に

よる も の では な く 、 一般 化 に は限 界 が あ る。  

 

２ ）  本 研究 に お け る「 信 頼 感」 お よ び 「自 己 開 示性 」 は そ れぞ れ 使用

され た 検 査用 紙 に よ って 測 定 され た も の であ り 、 一般 化 に は 限界

があ る 。  

 

３ ）  本 研究 に お け る「 ふ り かえ り 発 言 チェ ッ ク リス ト 」 は 、 得 ら れた

音声 デ ー タか ら 独 自 に設 定 ・ 作成 し た も ので あ り 、 標 準 化 の 試み

はさ れ て おら ず 、 一 般化 に は 限界 が あ る 。  
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４ . 操作的定義  

 

 本 研 究 にお い て 、 以下 の よ うな 操 作 的 定義 を 用 いて い る 。  

 

１）  信頼感  

 

 信 頼 感 とは 相 手 に 対し て 、 信頼 で き る 、信 頼 し て損 は な い 、と い う感

情ま た は その 判 断 の こと を い う。 本研 究 では 天 貝（ 1995） 3） が作 成 し た

信頼 感 尺 度で 測 定 さ れた も の をさ す 。  

 

２）  自己開示性  

 

自己 開 示 性と は 「 個 人的 な 情 報を 他 者 に 知ら せ る 行為 で あ り 、相 手に

わか り や すい よ う に 自分 自 身 をあ ら わ に する 行 為 」の こ と を いい 、 自分

がど ん な 人間 で あ り 、い ま 何 を考 え 、 何 を感 じ 、 何を 悩 ん で いる か 、な

どを 相 手 に伝 え る と いう こ と であ る 。本 研究 で は、末 永（ 1987） 2 4）が 作

成し た 自 己開 示 行 動 自己 評 価 尺 度 15 項 目に よ っ て測 定 さ れ るも の を指

す 。  

 

３）  ふりかえり  

 

 ふ り か えり は 体 験 の内 省 を 行い 、 体 験 の意 味 を 解釈 し 、 次 の体 験 へと

活か す 一 連の 過 程 を さす 。 本 研究 で は 、 参加 者 一 人ひ と り の 気づ き をグ

ルー プ で 共有 し 、 自 己や 仲 間 の内 面 に 目 を向 け る こと を 目 的 に意 図 的に
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設定 し た ふり か え り （シ ェ ア リン グ ） 活 動を さ す 。  

 

４）  シェアリング  

 

 シ ェア リ ング と は 「わ か ち あい 」 のこ とを い い 、 個 人 の 気 づき や 学 び

を同 じ 体 験を し た グ ルー プ の メン バ ー と 報告 し 合 い、 共 有 す るこ と で、

気づ き に 広が り や 深 まり を 持 たせ る こ と がで き る と考 え ら れ てい る 。  

本研 究 で は、 ふ り か えり の 中 に含 ま れ る シェ ア リ ング を 重 視 した この

活動 を 「 シェ ア リ ン グ」 活 動 とす る 。  
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第   二   章  

 

研究方法 

 

本 研 究 の 目 的 は 教 員 養 成 大 学 に お け る キ ャ ン プ 実 習 が 参 加 者 の 信 頼

感お よ び 自己 開 示 性 に及 ぼ す 影響 を 明 ら かに す る こと で あ る 。ま た 、シ

ェア リ ン グに お け る 発言 内 容 との 関 連 に つい て も 検討 す る 。  

 

 

１ . 調査 対 象 者  

２ . キャ ン プ 実習 の 概 要  

３ ．  「 シェ ア リ ン グ」 活 動 の概 要  

４ ．  検 査お よ び 手 続き  

５ ．  統 計処 理  
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１ . 調査対象者  

 

本研 究 の 調査 対 象 者 は、 2019 年 9 月 2 日か ら 9 月 6 日 ま で の 4 泊 5 

日で 実 施 され た 京 都 教育 大 学 正課 授 業 で ある 大 学 キャ ン プ 実 習に 参 加し

た大 学 生 1・ 2 回生 、 53 名 （男 子 19 名  女 子 34 名 ） とし た。  

合 計 53 名 に 質 問紙 調査 を 行 い 、有 効 回 答の 得 ら れた 計 50 名（男 子 18

名  女 子 32 名 ）を 分析 対 象 とし た 。  

 分 析 対 象者 の 男 女 の内 訳 は 以下 の 通 り であ る （ 表１ ）。  

 

 

表１  男 女内 訳  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

男  18  

女  32  

合計  50  
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2．キャンプ実習の概要  

 

 本 研 究 で対 象 と し た大 学 キ ャン プ 実 習 は、 京 都 府南 丹 市 園 部町 の 「京

都府 立 る り渓 少 年 自 然の 家 」 のキ ャ ン プ 場で 実 施 され た 。 令 和元 年 9 月

2 日 から 9 月 6 日 ま で、 4 泊 5 日の 期 間 で行 っ た 。  

 キ ャ ン プ実 習 は 小 グル ー プ で活 動 に 取 り組 み 、 テン ト 泊 、 全食 自 炊キ

ャン プ 活 動を 基 本 と した 。 キ ャン プ 実 習 参加 者 の グル ー プ 構 成は 、 調査

対象 者 の とこ ろ で 述 べた よ う に男 女 混 合 で、 領 域 や部 活 ・ サ ーク ル が被

らな い よ うに 振 り 分 け、 な る べく 友 人 関 係の な い もの と し 、 各グ ル ープ

6～ 8 名 とし た 。各 グ ルー プ に は、キ ャン プカ ウ ン セラ ー 1 名 が担 当 し た。

グル ー プ の人 数 を 6～ 8 名と 設 定 した の は、「 ディ ス カ ッシ ョン の 人 数は

こ の 6～ 8 名 が 最適 とい わ れ 、少 人数 の ほう が 心 置き な く 話 し合 え 、キ ャ

ン プ 参 加 者 は あ が る こ と も な く 、 ま た 発 言 も よ く 聞 き 取 れ る 」 と

A.V.Mitchell ら (1966) 2 5） が述 べ て いる ため で あ る。  

 キ ャ ン プ実 習 の プ ログ ラ ム の主 な 内 容 は以 下 の 通り で あ る （キ ャ ンプ

実習 の 日 程は 表 ２ に 示す ）。  

  

①  自 然 体験 ゲ ー ム  

自然 体 験 ゲー ム で は 主に 五 感 を用 い て 、 仲間 と 協 力し て 行 う 様々 な活

動（ ア ク ティ ビ テ ィ ）が 行 わ れた 。 た だ 単に 活 動 を行 う だ け では な く、

教育 的 な 視点 も 取 り 入れ つ つ 、活 動 の 中 で自 然 の 仕組 み や 、 コミ ュ ニケ

ーシ ョ ン の取 り 方 な どを 学 ぶ 活動 と な っ てい る 。 また キ ャ ン プ実 習 2 日

目に 行 わ れる こ と も あり ア イ スブ レ イ ク の役 割 を 果た す と と もに 、 グル

ープ の メ ンバ ー の 協 力を 必 要 とし て お り 、グ ル ー プの 凝 集 性 を育 て るこ
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とを 目 的 とし た 活 動 であ る 。  

 

②  森 の 芸術 展  

森の 芸 術 展は 各 グ ル ープ に 1 つの テ ー マ を決 め て 、オ リ ジ ナ ルの 作品

を作 る 共 同創 作 活 動 のこ と で ある 。 自 然 物を 用 い てテ ー マ に 沿っ た 作品

を作 り 、完 成 後 には 、各グ ル ー プの 独 創 的 な方 法 で 作品 の 発 表 会を 行 う。  

 

③  遊 び 作り 、 遊 び の体 験  

遊び 作 り 、遊 び の 体 験と は 、 各グ ル ー プ でオ リ ジ ナル の 自 然 を生 かし

たゲ ー ム や遊 び を 作 り、 ゲ ー ムラ リ ー 形 式で 各 グ ルー プ が 作 成し た 遊び

を体 験 す る活 動 で あ る。  

 

④  森 の お祭 り  

森の お 祭 りと は 、 簡 単な ゲ ー ムと 、 食 べ 物の お 店 をグ ル ー プ ごと に企

画、 作 成 し出 店 す る お祭 り の こと で あ る 。各 グ ル ープ で 異 な る遊 び のお

店と 食 べ 物の お 店 を 1 店 ず つ 出す も の であ る 。 これ ら は 一 日を 通 し て、

メニ ュ ー 作成 か ら 準 備、 製 作 、料 理 な ど を行 う 。 店の 看 板 や 外装 、 食べ

物の 盛 り 付け 方 な ど もグ ル ー プの メ ン バ ーで 考 え るな ど 協 議 と共 同 作業

を必 要 と する 活 動 で ある 。  

 

⑤  ま と めの 会  

まと め の 会と は 、 キ ャン プ の 締め く く り とし て キ ャン プ で 感 じた こと

や印 象 に 残っ た こ と など を 劇 や歌 な ど を 交え て グ ルー プ ご と に発 表 する

「ス タ ン ツ発 表 」 と 呼ば れ る 時間 で 、 発 表す る こ とで グ ル ー プの ま とま
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りを 確 認 する こ と を 目的 と し た活 動 で あ る。  

 

②、 ③ 、 ④、 ⑤ の 活 動は ど れ もグ ル ー プ の話 し 合 いか ら ス タ ート し 、 グ

ルー プ メ ンバ ー 全 員 で話 し 合 って ゴ ー ル を決 め 、 それ に 向 か って 活 動す

る共 同 創 作の 場 で あ る。 話 し 合い の 進 行 や準 備 、 料理 の 役 割 分担 、 時間

配分 な ど 様々 な こ と を考 え な がら コ ミ ュ ニケ ー シ ョン を と り 、グ ル ープ

が 1 つ に なっ て 活 動 を行 う こ とを 目 的 と して い る 。  

 各 グ ルー プ に 配置 され た 班 担当 カ ウ ン セラ ー は、話 し 合い や作 業 が 円滑

に進 行 す るよ う フ ァ シリ テ ー ター の 役 割 でグ ル ー プに 関 わ っ た。  
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表２  キ ャン プ 実 習 の主 な プ ログ ラ ム  

 1 日 目 ( 9 / 2 )  2 日 目 ( 9 / 3 )  3 日 目 ( 9 / 4 )  4 日 目 ( 9 / 5 )  5 日 目 ( 9 / 6 )  

 

 5 : 0 0  

 

 

 6 : 0 0  

 

 

 7 : 0 0  

 

 

 8 : 0 0  
 

 

 9 : 0 0  
 

 

1 0 : 0 0  
 

 

11 : 0 0  
 

 

1 2 : 0 0  
 

 

1 3 : 0 0  
 

 

1 4 : 0 0  
 

 

1 5 : 0 0  
 

 

1 6 : 0 0  
 

 

1 7 : 0 0  
 

 

1 8 : 0 0  
 

 

1 9 : 0 0  
 

 

2 0 : 0 0  
 

 

2 1 : 0 0  
 

 

2 2 : 0 0  
 

 

2 3 : 0 0 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

集 合 (掲 示 板 前 ) 

バ ス 出 発  

 

 

 

少 年 自 然 の 家 到

着  

開 講 式  

 

テ ン ト 設 営  

 

 

 

 

 

起 床  

朝 の 集 い  

 

 

 

 

起 床  

朝 の 集 い  

 

 

 

 

起 床  

朝 の 集 い  

 

 

 

 

起 床  

朝 の 集 い  

 

朝 食 作 り  

 

 

朝 食  

 

 

 

 

朝 食 作 り  

 

 

朝 食  

 

 

 

 

朝 食 作 り  

 

 

朝 食  

 

 

 

 

朝 食 作 り  

 

 

朝 食  

 

 

 

片 づ け  

 

 

 

 

自 然 体 験 ゲ ー ム  

 

 

 

 

 

 

 

遊 び 作 り  

（ 企 画 と 準 備 ）  

 

 

 

 

 

 

森 の お 祭 り 準 備  

 

 

 

 

 

ま と め の 会  

 

昼 食 作 り  

昼 食  

  

昼 食 作 り  

昼 食  

 

 

昼 食 作 り  

昼 食  

 

 

昼 食 作 り  

昼 食  

 

 

移 動  

閉 講 式  

 

バ ス 出 発  

 

 

 

大 学 到 着  

解 散  

 

 

 

 

森 の 芸 術 展  

 

 

 

 

 

（ 各 班 の 作 成 し た ） 

遊 び の 体 験  

 

 

 

 

 

 

森 の お 祭 り 準 備  

・ 遊 び の 店 作 り  

・ 食 べ 物 店 作 り  

 

 

 
 

夕 食 作 り  

 

夕 食  

 

 

 

夕 食 作 り  

 

夕 食  

 

夕 食 作 り  

 

夕 食  

 

森 の お 祭 り  

 

  

入 浴  

 

 

 

入 浴  

 

 

 

入 浴  

 

 

 

入 浴  

  

グ ル ー プ 別  

活 動  

 

 

 

 

シ ェ ア リ ン グ

活 動  

 

 

 

シ ェ ア リ ン グ

活 動  

 

シ ェ ア リ ン グ 活

動  

 

 

就 寝  

 

 

就 寝  

 

 

就 寝  

 

 

就 寝  
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３．「シェアリング」活動の概要  

 

本研 究 の 目的 は 、 信 頼感 お よ び自 己 開 示 性と キ ャ ンプ 実 習 に おけ るシ

ェア リ ン グの 発 言 内 容と の 関 連に つ い て 検討 す る こと で あ る 。そ の ため、

本研 究 で はキ ャ ン プ 期間 中 の 就寝 前 に 各 グル ー プ で行 う シ ェ アリ ン グの

時間 を 設 けた 。 キ ャ ンプ 2 日 目、 キ ャ ン プ 3 日 目 、キ ャ ン プ 4 日 目 の計

3 回 実施 し 、 1 回の 時間 は 1 時間 か ら 1 時間 半 程 度と し た 。  

 

 

教育 キ ャ ンプ で は 、 テン ト 設 営や 野 外 炊 事な ど の 寝食 と い っ た生 活に

関す る も のだ け で な く、 プ ロ グラ ム に お いて も グ ルー プ 活 動 を基 本 とす

るこ と が 多い 。 ま た 教育 キ ャ ンプ の プ ロ グラ ム に は、 困 難 な 状況 を 克服

する も の やグ ル ー プ の協 力 を 必要 と す る もの が あ り、 こ れ ら にお い ては

喜び や 悲 しみ な ど の 感情 を 分 かち 合 う 体 験が 自 然 とな さ れ る もの で あ る。 

近年 、 教 育キ ャ ン プ をは じ め とす る 野 外 教育 に お いて ふ り か えり と呼

ばれ る 活 動を 意 図 的 に導 入 す るこ と が 注 目さ れ 、数 多 く 実践 され て い る。

野外 教 育 で導 入 さ れ てい る ふ りか え り と は、 体 験 学習 法 か ら 誕生 し たも

ので あ る。図 １に 示 すよ う に 体験 学 習 法 1 7） は、一般 に、（ １）体験 を し

て、（ ２ ）そ の 体 験 を内 省 し たり 、自 他 の体 験 を 観察 し 、感 受性 を 発 揮し

て気 づ き、（ ３ ）体 験 した こ と を抽 象 的 な 概念 を 用 いて 考 え た り一 般 化を

試み て 、（ ４）新し い 体験 に 導 くた め に、自分 の 行 動の 目 標 や 課題 を つ く

る仮 設 を し、 次 の 体 験に つ な げる と い う 過程 で 構 成さ れ て い る。  

こ の 4 つ のサ イ ク ル は大 切 に され 、 循 環 過程 と も 呼ば れ て い る。  
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図１  Kolb の 体 験 学習 サ イ クル モ デ ル (1971) 

 

ふり か え りは 、 体 験 の内 省 を 行い 、 体 験 の意 味 を 解釈 し 、 次 の体 験へ

と活 か す 一連 の 過 程 で、 実 際 の体 験 と 同 様に 重 要 視さ れ て い る。 野 外教

育に お け るふ り か え りは 多 く の場 合 グ ル ープ で 行 われ 、「 班 担当 指 導 者：

カウ ン セ ラー 」 に よ って リ ー ドさ れ 、 こ の班 担 当 指導 者 は 、 グル ー プの

体験 を 整 理す る た め に「 フ ァ シリ テ ー タ ー： 促 進 者」 と な り 、メ ン バー

がど の よ うな 体 験 を した か 、 その 体 験 か らど の よ うな こ と を 考え た かな

ど、 お 互 いの 気 づ き を分 か ち 合う 時 間 を 大切 に し てい る 。 こ の「 わ かち

あい 」 は、「 シ ェア リン グ 」 とも 呼 ば れ てい る 。「 シ ェ アリ ング 」 と は、

個人 の 気 づき や 学 び を同 じ 体 験を し た グ ルー プ の メン バ ー と 報告 し 合い

共有 す る こと で 、 気 づき に 広 がり や 深 ま りを も た せる こ と が でき る と考

えら れ て いる 。  

本研 究 で は、 上 記 の 「ふ り か えり 」 を グ ルー プ で 行う 話 し 合 いを 重視

した 「 シ ェア リ ン グ 」活 動 と し、 静 か に ふり か え るこ と の 出 来る 雰 囲気

を大 切 し たい と 考 え 、ろ う そ くラ ン タ ン を用 い て テン ト に て 行っ た 。  
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シェ ア リ ング の 内 容 につ い て は、  

・キ ャ ンプ 2 日 目 ・ 3 日 目  

個人 と し て、 ま た グ ルー プ と して 1 日 の 活動 を ふ りか え り 、 良か った

とこ ろ 、 嬉し か っ た こと 、 上 手く い か な かっ た こ と等 を 一 人 ずつ 話 す機

会を 設 け た。 個 人 の 考え た こ とや 感 じ た こと を グ ルー プ の メ ンバ ー にシ

ェア し て 、次 の 日 の 活動 に 向 けた 改 善 や 目標 に つ いて 話 し 合 った 。  

また 、 グ ルー プ 内 の メン バ ー 一人 一 人 の 良い と こ ろを 見 つ け てグ ルー

プで シ ェ アす る こ と を班 担 当 カウ ン セ ラ ーが 提 案 する な ど 、 グル ー プの

メン バ ー が真 剣 に 他 者に つ い て考 え た り 観察 し た りす る 機 会 を設 け た。  

 

・キ ャ ンプ 4 日 目  

キャ ン プ 4 日 目 の ふ りか え り では 、 キ ャ ンプ 全 体 を通 し て の 感想 を中

心に シ ェ アリ ン グ を 行っ た 。 また 、 キ ャ ンプ と は 直接 的 に 関 係は な いが

自分 自 身 の悩 み や 過 去の 経 験、将 来 のこ とな ど を 吐露 す る 機 会と な っ た。 

 

上記 の 内 容は 、 個 人 とし て 、 また グ ル ー プと し て 1 日 の活 動 （ 4 日目

に関 し て は、 キ ャ ン プ全 体 の 感想 ） を ふ りか え る こと だ が 、 その ふ りか

えり を 通 して 自 分 自 身の 内 面 に目 を 向 け てい く よ うな 構 造 で 行わ れ た。  

ふり か え りの 一 定 の 質を 確 保 する た め に 、  

「資 料 １  『シ ェ ア リン グ 』（ ふ り かえ り ）の 実 施 方法 に つ いて 」を カ

ウン セ ラ ーに 事 前 に 配布 し た 。そ し て 、  

・静 か な 雰囲 気 の な かで シ ェ アリ ン グ を 進め る こ と  

・カ ウ ン セラ ー が リ ード し 、 全員 が 話 を する よ う に進 め る こ と  

・普 段 言 えな い 悩 み や不 安 な どを 他 者 に 吐露 す る 機会 に な る よう な 雰囲
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気を 作 る こと  

とい っ た 実施 に 伴 う 注意 事 項 につ い て 、 事前 に 説 明を 行 い 、 カウ ン セラ

ーが 共 通 認識 し 、 グ ルー プ ご とに 行 わ れ た。  

実 際 に キ ャ ン プ を 終 え た 学 生 の 感 想 文 の 内 容 を 見 る と 、「 シ ェ ア リ ン

グ」 が 行 われ て い た 夜の 「 ふ りか え り 」 につ い て 多く 綴 ら れ てい た 。下

記の 内 容 は学 生 の 感 想文 を 一 部抜 粋 し た もの で あ る。  

・普 段 あ まり 感 じ る こと の な い雰 囲 気 の 中で 話 し 合う こ と は 、最 初 は恥

ずか し く て変 な 感 じ だと 思 っ てい た。し かし 、2 日目・3 日 目 と日 が 経 つ

ごと に そ の空 気 は 変 わっ て い き、 話 し た いこ と が 話せ る 時 間 にな っ た。  

・普 通 に 生活 し て い て知 り 合 った り 、 仲 良く な っ たり す る こ とは あ り得

ない 人 た ちだ っ た け ど、 何 も 知ら な い 状 態か ら 始 まっ た か ら こそ 、 その

人に つ い てよ り 知 る こと が 出 来た 。  

・真 剣 な 雰囲 気 だ っ たの で 、 1 日 の 自 分 をし っ か りと 振 り 返 れた し 、普

段は 言 え ない 本 音 や 自分 の 意 見を 言 え る 良い 機 会 だっ た 。  

・相 手 の 良い と こ ろ を見 つ け る、 自 分 の 良い と こ ろを 見 つ け ても ら えた

こと が 自 分を 認 め て もら え た 気が し て 、 言い た い こと が 言 え るよ う にな

った 。  

・自 分 の 悩み に つ い て、 出 会 って 数 日 の メン バ ー に話 す の は 少し 恥 ずか

しか っ た けど 、 こ の メン バ ー なら 真 剣 に 話を 聞 い てく れ る と いう 信 頼と

安心 感 が あっ た か ら こそ 正 直 に話 す こ と がで き た 。  

 こ う し た感 想 文 の 内容 か ら も「 シ ェ ア リン グ 」 する こ と が キャ ン プ実

習の 活 動 や人 と の 関 わり に 何 らか の 影 響 を与 え て いた こ と が 考え ら れ る。 
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資料 １  「シ ェ ア リ ング 」（ふ り か えり ）の 実 施 方法 に つ い て  

「シェアリング」の実施方法について  

■実施 時 と 時間■ 

 2 日目 夜・3 日目 夜・4 日 目 夜 の計 3 回 。1 回 に つ き、90 分程 度 の 時間

を確 保 す る。  

 

■進め 方■ 

・ 1 日の 感 想（ 4 日 目の 夜 は 全体 の 感 想 ）  

【個 人 と して 】  

・良 か っ たこ と 、 嬉 しか っ た こと 、 上 手 くい か な かっ た こ と  

【グ ル ー プと し て 】  

・上 手 く でき た こ と 、上 手 く でき な か っ たこ と  

・明 日 へ の抱 負  

【個 人 と して 】 と 【 グル ー プ とし て 】  

・自 分 自 身の こ と  

自分 自 身 に関 す る 悩 み、 今 後 自分 を ど う 変え た い のか 、 自 分 の行 動 に納

得し て い るの か 、 将 来に 向 け て考 え て い るこ と 等 。  

 

■「ふ り か えり 」 実 施に 伴 う 注意 事 項 ■ 

・キ ャ ン パー 任 せ に せず 、 カ ウン セ ラ ー が話 し 合 いを リ ー ド する こ と。  

・ろ う そ くラ ン タ ン を使 用 し 、静 か な 雰 囲気 を 保 つこ と 。  

・「静 か に ふり か え る時 間 を 大切 に し よ う 」と い う 動機 付 け をし っ か り行

うこ と 。  

・指 名 す る、 順 番 に 話さ せ る 等、 全 員 が 話を す る よう に 進 め るこ と 。  

その 際 、 自由 に 発 言 でき る 場 もあ っ て い いが 、 特 定の 者 だ け が話 を する

よう で あ れば 、 必 要 に応 じ て カウ ン セ ラ ーが 発 言 を促 す 。  

・カ ウ ン セラ ー の 思 いを 押 し 付け な い 。  

・深 い と ころ ま で 話 が行 か な い場 合 （ 単 に楽 し か った 、 面 白 かっ た 等）

は、 必 要 に応 じ て カ ウン セ ラ ーが テ ー マ を設 定 し たり カ ウ ン セラ ー から

見た グ ル ープ に 対 す る感 想 な どを 言 っ た り、 問 題 意識 を 与 え る。  

（「 こ のグ ル ー プで 私が 足 り ない と 感 じ てい る の は… 」、「本 当に み ん なが

満足 し て いる と は 思 えな い 」 等）  

・キ ャ ン プ以 外 の こ とで 、 普 段の 自 分 自 身に つ い て語 る こ と も大 切 にし

て、 普 段 言え な い 悩 みや 不 安 など を 他 者 に吐 露 す る機 会 に な るよ う な雰

囲気 を 作 る。（ 場合 によ っ て は、 カ ウ ン セラ ー が 自分 の 悩 み を話 す ）  
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４．検査および手続き  

 

 本 研 究 では 、 キ ャ ンプ 実 習 に参 加 し た 大学 生 に 対し て 以 下 の２ つ の調

査 用 紙 を 使用 し 、 分 析を 行 っ た。 ま た 、 キャ ン プ 2 日 目 か ら 4 日 目 まで

毎日 行 わ れた 各 グ ル ープ の 「 シェ ア リ ン グ」 場 面 にお け る 参 加者 の ふり

かえ り の 発言 音 声 を ボイ ス レ コー ダ ー に 収録 し た 。内 容 及 び 手続 は 以下

の通 り で ある 。  

 

１）信頼感  

 

 キ ャ ン プ 実 習 参 加 前 後 の 信 頼 感 の 変 化 を 見 る た め に 、 天 貝 （ 1995） 3 ）

によ っ て 作成 さ れ た 24 項目 か ら なる 信頼 感 尺 度を 採 用 し た。（ 巻末 資 料

１） こ の 検査 は 対 人 的信 頼 感 を多 次 元 的 に測 定 す るた め の 尺 度で あ り、

採点 方 法 は各 項 目 に つい て 、「 非 常 によ くあ て は まる 」、「 あ ては ま る」、

「少 し あ ては ま る」、「余 り あ ては ま ら な い」、「 あ ては ま ら な い」、「 全く

あて は ま らな い 」 の 順に 6 点 、 5 点 、 4 点、 3 点 、 2 点、 1 点の 得 点 を与

えて い る 。３ つ の 因 子ご と に 項目 の 回 答 得点 を 単 純計 算 し 、 因子 得 点と

する 。 信 頼感 は 次 の 3 つの 因 子 に分 け られ る 。 1 つ 目は 「 自分 へ の 信頼

（ 6 項目 ）」因 子 で 、この 因 子 は得 点 が 高 いほ ど 自 分自 身 に 対 する 信 頼が

高い 傾 向 があ る こ と を意 味 す る。 2 つ 目 は「 他 人 への 信 頼 （ 8 項 目）」因

子で 、 こ の因 子 は 得 点が 高 い ほど 他 人 や 周り の 人 間に 対 す る 信頼 が 高い

傾向 に あ るこ と を 意 味す る 。3 つ目 は「 不信（ 10 項 目）」因 子で 、こ の因

子は 逆 転 項目 に よ り 得点 が 高 いほ ど 他 人 や周 り の 人間 に 対 し ての 不 信感

が低 い 傾 向に あ る こ とを 意 味 する 。こ の こと か ら 本研 究 で は 、「不 信（ 逆
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転）」因 子 と記 述 し てい く 。こ の 検査 を キャ ン プ 実習 参 加 前 、キ ャ ンプ 実

習参 加 直 後、 キ ャ ン プ実 習 参加 1 ヶ 月 後 の計 3 回 実施 し た 。  

 

２）自己開示性  

 

 キ ャ ン プ実 習 参 加 前後 の 自 己開 示 性 の 変化 を 見 るた め に、末永（ 1987）

2 4）が 作 成 した 自 己 開 示行 動 自 己評 価 尺 度 15 項目 を 採 用し た。（ 補足 資 料

２ ）採 点 方 法は 、「 よく あ て はま る 」、「 あて は ま る」、「 ど ち らと も い えな

い」、「 あて は ま らな い」、「 全く あ て はま らな い 」の 順 に 5 点 、4 点 、3 点、

2 点 、 1 点 の 得 点を 与え て い る（ 一 部 逆 転項 目 が 含ま れ て い る）。  

得点 が 高 いほ ど 自 己 開示 性 が 高く 、 他 人 に自 分 の こと を 開 示 しや すい

傾向 に あ るこ と を 意 味す る 。 この 検 査 を キャ ン プ 実習 参 加 前 、キ ャ ンプ

実習 参 加 直後 、 キ ャ ンプ 実 習 参加 1 ヶ 月 後の 計 3 回実 施 し た 。  

 

３）ふりかえり場面 の音声データ収集  

 

 キ ャ ン プ初 日 を 除 くキ ャ ンプ 2 日 目 、 キャ ン プ 3 日 目 、 キ ャン プ 4 日

目の 夜 に 各グ ル ー プ で行 わ れ たシ ェ ア リ ング に お ける 参 加 者 の発 言 をボ

イス レ コ ーダ ー を 用 いて 音 声 収録 し た 。 ボイ ス レ コー ダ ー は 各グ ル ープ

1 台 と し 、テ ン ト 内 の中 央 に 置く よ う に 指示 し た 。音 声 の 収 録は キ ャン

プ 2 日 目 から キ ャ ン プ 4 日 目 にか け て 各 グル ー プ 合計 3 回 実 施し た 。各

グル ー プ のシ ェ ア リ ング は 1 回 1 時 間 から 1 時間 30 分 と し、 音 声 を録

音し た 。  
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４）ふりかえり発言 チェックリスト  

 

 キ ャ ン プ参 加 者 の キャ ン プ 初日 を 除 く キャ ン プ 2 日 目 、 キ ャン プ 3 日

目、 キ ャ ンプ 4 日 目 の夜 に 各 グル ー プ で 行わ れ た シェ ア リ ン グ に お ける

参加 者 の 発言 を 収 録 した 音 声 を客 観 的 に 分析 す る ため に 「 ふ りか え り発

言チ ェ ッ クリ ス ト 」 を作 成 し 、デ ー タ の 収集 を 行 った 。  

 デ ー タ 収集 の 手 順 を以 下 に 示す 。  

 

① カ テ ゴ リー の 設 定  

 参 加 者 の発 言 内 容 を明 ら か にす る た め に、 シ ェ アリ ン グ の 音声 デ ータ

から 無 作 為に 抽 出 し た 3 回 分 の 逐語 記 録 を行 い 、 発言 の 分 類 を整 理 した

結果 、25 個の カ テ ゴ リー の 発 言パ タ ー ン を得 る こ とが で き 、チェ ッ クリ

スト を 作 成し た 。（ 巻末 資 料 ３）さら に 、全 て の音 声 デー タ をカ テ ゴ ライ

ズし た 後 に類 似 項 目 の統 合 や 出現 頻 度 が 極端 に 低 いカ テ ゴ リ ーを 削 除等

行い 、17 個 のカ テ ゴ リー を 抽 出し た。各 カテ ゴ リ ーの 内 容 を 表３ に 示 す。

さら に 、17 個 の カ テ ゴリ ー か ら類 似 項 目 を統 合 し 、大カ テ ゴ リー と して

7 個 の カ テゴ リ ー を 設定 し 、 分析 を 行 っ た。 こ の カテ ゴ リ ー の整 理 に当

たっ て は 、高橋（ 1991） 2 6）の 体育 授 業に おけ る 教 師の 言 語 行 動を 観 察 す

るた め に 作成 さ れ た ALT－ PE 観 察 法 や 九町（ 2010）2 7）の キ ャン プ 行 動ビ

デオ 分 析 チェ ッ ク リ スト 作 成 の研 究 を 参 考に し た 。  
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② 時 間 見 本法 の 設 定  

 シ ェ ア リン グ で 収 録さ れ た 音声 に 関 し て、 作 成 した カ テ ゴ リー 分 類の

チェ ッ ク リス ト に 沿 って 、 時 間見 本 法 を 用い て 発 言を 記 録 す るこ と とし

た。 時 間 見本 法 と は 、あ ら か じめ 決 め た 時間 間 隔 で区 切 っ た 聞き 取 り単

位を 設 定 し、 聞 き 取 り単 位 ご とに 分 析 対 象者 の 発 言の 生 起 を 記録 す る方

法で あ る 。  

 発 言 の チェ ッ ク を する 際 に 重要 な 聞 き 取り 単 位 の時 間 間 隔 と分 析 時間

につ い て は、 分 析 対 象者 の 発 言や 場 面 が 適し た も のを 設 定 し なけ れ ばな

らな い 。 シェ ア リ ン グ場 面 に おい て は 、 発言 す る 対象 者 に よ って 話 すス

ピー ド が 異な る た め 、聞 き 取 り単 位 の 時 間間 隔 が 短い ほ ど 正 確な 分 析に

はな る が 、あ ま り に 短い と 1 回 の発 言 中 に次 々 と 聞き 取 り 単 位を 迎 えて

しま う。本 研 究で は 、1 回 の 発言 が 複数 のカ テ ゴ リー を 含 む 場合 を 考 え、

チェ ッ ク 項目 に 記 録 が被 ら な いよ う に 5 秒間 を 分 析時 間 と し た。 5 秒間

連続 し て 分析 を 行 い 、生 起 し た発 言 を チ ェッ ク リ スト に 記 録 する と いう

作業 を 繰 り返 し 、 グ ルー プ 1 班あ たり 1 時間 か ら 1 時 間 30 分の デ ー タ

を 3 回 分 収 集し た 。 発言 し て いな い 時 間 およ び カ テゴ リ ー に 含ま れ ない

発言 は 空 白と し た 。  

 

③ 分 析 者  

 こ れ ら の発 言 分 析 には 、 キ ャン プ 中 に 班担 当 カ ウン セ ラ ー とし て シェ

アリ ン グ を行 っ た 大 学生 も し くは 大 学 院 生が 聞 き 取り を 行 い 、後 に 筆者

が聞 き 取 り確 認 を 行 った 。 聞 き取 り が 客 観的 に 行 われ る よ う 発言 分 析の

方法 と 手 順を 筆 者 が 口頭 で 説 明し 、 発 言 の分 類 を 定義 し た 各 カテ ゴ リー

の内 容 を 示し た 表 ３ を基 に 聞 き取 り を 行 うこ と と し、 記 録 の 正確 さ の検
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討を 行 っ た。  

④ デ ー タ の得 点 化  

 本 チ ェ ック リ ス ト では 、 シ ェア リ ン グ が行 わ れ た時 間 に チ ェッ ク され

たグ ル ー プご と の 記 録か ら チ ェッ ク 項 目 をカ ウ ン トし 、 個 人 およ び グル

ープ 全 体 の発 言 合 計 時間 （ 秒 ）を 算 出 し た。 グ ル ープ に よ っ てシ ェ アリ

ング の 実 施時 間 に ば らつ き が ある た め 、 全て 60 分 換 算 で示 すこ と と し、

個人 の 発 言時 間 （ 秒 ）を 算 出 した 。  

表３  各 カテ ゴ リ ー の内 容 お よび 例  

カテゴリーの説明

☆肯定的な発言

自己評価 ☆肯定的に自己を評価する発言

他者評価 ☆肯定的に他者を評価する発言

☆否定的な発言

自己評価 ☆否定的に自己を評価する発言

他者評価 ☆否定的に他者を評価する発言

☆改善や提案に関する発言

目標・方向性 ☆個人や班の目標や方向性についての発言

提案・助言 ☆自分の意見を提案したり助言したりする発言

☆肯定的な感情を表す発言

肯定感情（受容・共感） ☆受容・共感などの喜びの感情を表す発言

感謝の気持ち ☆感謝を表す発言

☆自分自身についての発言

性格 ☆自分の性格をさらけ出す発言

過去経験 ☆現在より過去の様々な経験や体験についての発言

その他（性格、過去経験以外）☆性格・過去経験に含まれない自分自身についての発言

☆日常や将来に向けての発言

今後の日常 ☆キャンプ後の日常生活の目標などに関する発言

将来展望 ☆将来の夢や未来のことについての発言

☆発問・進行・同意賛同・励ましなどの発言

発問 ☆メンバーの気づきを広げるために行う発言

進行 ☆ふりかえりが円滑に進むように手助けするような発言

同意賛同 ☆意見や求めなどに対して賛成・承諾・賛同する発言

励まし ☆元気や勇気が出るような声掛け

肯定的

評価

否定的

評価

改善

提案

肯定的

感情

カテゴリー別 例

「火起こしができた」「前向きな発言ができた」「成長できた」

「この班の〇〇がよかった」「〇〇さんが頑張っていた」

「人任せで頼り過ぎていた」「自分の意見が出せない」

「話し合いを始めるのが遅かった」「役割が被っていた」

「○○な班にしたい」「自分から動いていきたい」

「○○をやってみよう」「○○してみるといいよ」

自分自身

その他

肯定的評価

否定的評価

改善・提案

肯定的感情

その他

自分自身

日常転化

日常転化

「褒められてうれしかった」「領域を気にせず打ち解けられる」

「すぐ助けてくれてありがとう」「ありがとう」

「自分はもともと○○な性格で…」

「昔いじめにあっていた」「受験に失敗して…」

家族や恋人などについて

「人とのつながりを大切にしたい」「日常に戻っても○○したい」

将来の夢　「教師になるためにもっと色んな経験をしていきたい」

「次は○○について考えてみよう」「みんなはどう思ってる？」

「私もそう思う」「その意見良いと思うよ」

「次は○○さんが話してみよう」

「大丈夫」「協力して頑張っていこう」
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５．統計処理  

 

 本 研 究 では 課 題 を 検討 す る にあ た り 、 下記 の 統 計処 理 を 行 った 。  

 

１） 信 頼 感に つ い て は、 合 計 得点 お よ び 各因 子 得 点に お い て 、参 加 者全

体 と キ ャ ン プ 実 習 参 加 前 の 信 頼 感 合 計 得 点 に よ っ て 分 け ら れ た 群 ご

とに 分 散 分析 お よ び Fisher の 多 重比 較（ LSD） を 用 い、 キャ ン プ 実習

参加 前 、 キャ ン プ 実 習参 加 直 後、 キ ャ ン プ実 習 参加 1 ヶ 月 後 の有 意差

を検 討 し た。  

 

２） 自 己 開示 性 に つ いて は 、 合計 得 点 に おい て 、 参加 者 全 体 とキ ャ ンプ

実 習 参 加 前 の 自 己 開 示 性 得 点 に よ っ て 分 け ら れ た 群 ご と に 分 散 分 析

およ び Fisher の 多 重比 較 （ LSD） を用 い、 キ ャ ンプ 実 習 参 加前 、 キ ャ

ンプ 実 習 参加 直 後 、 キャ ン プ 実習 参 加 1 ヶ 月 後 の有 意 差 を 検討 し た。 

 

３） シ ェ アリ ン グ の 発言 内 容 につ い て は 、得 ら れ た音 声 デ ー タか ら 、参

加者 の 発 言合 計 時 間 およ び 各 カテ ゴ リ ー の平 均 値 を算 出 し た 。発 言合

計時 間 お よび 各 カ テ ゴリ ー の 平均 値 を 分 散分 析 お よ び Fisher の 多重

比 較（ LSD）を用い、キャンプ 2 日目、キャンプ 3 日目、キャンプ 4

日目の有意差を検討した。  

  ま た 、キ ャ ン プ 前後 の 自 己開 示 性 の 変化 量 に よる 発 言 合 計時 間 およ

び各 カ テ ゴリ ー の 平 均値 を 分 散分 析 お よ び多 重 比 較（ LSD）を 用い 、キ

ャン プ 2 日目 、キャ ンプ 3 日 目、キ ャン プ 4 日 目 の有 意 差 を 検討 し た 。  
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４） 上 記 の統 計 処 理 にお い て は、 IBM SPSS Statistics27 を 用い て 分析

を行 っ た 。  

 

６．倫理的配慮  

 

  参 加 者に は 調 査 で得 ら れ た情 報 は 匿 名が 保 た れる こ と 、 調査 結 果は

研究 発 表 、論 文 発 表 の形 で 公 表さ れ る が 個人 が 特 定さ れ る よ うな 情報

は提 示 さ れな い よ う 最大 限 配 慮す る こ と を口 頭 に て説 明 し 、 同意 を得

たう え で 調査 を 行 っ た。  
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第   三   章 

 

結果および考察 

 

 本 研 究 の目 的 は 、 大学 キ ャ ンプ 実 習 が 参加 者 の 信頼 感 お よ び自 己 開示

性に 及 ぼ す影 響 を 明 らか に す るこ と で あ る。 ま た 、シ ェ ア リ ング に おけ

る発 言 内 容と の 関 連 につ い て も検 討 す る 。  

 そ の た めに 、 以 下 の 5 つ の 課 題を 設 定 し、 分 析 し、 記 述 し てい く こと

とす る 。  

 

 

課題 １ ： キャ ン プ 実 習参 加 者 の信 頼 感 の 変容 に 及 ぼす 影 響 を 検討 す る。  

課題 ２ ： キャ ン プ 実 習参 加 者 の自 己 開 示 性の 変 容 に及 ぼ す 影 響を 検 討す

る。  

課題 ３ ： キャ ン プ 実 習参 加 者 の信 頼 感 と 自己 開 示 性の 関 連 を 検討 す る。  

課題 ４ ： キャ ン プ 実 習参 加 者 のシ ェ ア リ ング に お ける 発 言 内 容の 変 容を

検討 す る 。  

課題 ５ ： 大学 キ ャ ン プ実 習 参 加者 の 自 己 開示 性 と シェ ア リ ン グの 関 連を

検討 す る 。  
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１ . 信頼感の変化  

 

１）参加者全体の変 化  

 

 参 加 学 生の 信 頼 感 合計 得 点 およ び 信 頼 感因 子 別 得点 の キ ャ ンプ 実 習参

加前 、 キ ャン プ 実 習 参加 後 、 キャ ン プ 実 習参 加 1 ヶ 月後 の 変 化を 見 るた

めに 、一 元 配置 分 散 分析 お よ び多 重 比 較（ LSD）を用 い て 分 析し た 。因子

得点 に つ いて は 因 子 合計 得 点 を項 目 数 で 割っ た 値 を使 用 し て いる 。  

 信 頼 感 合計 得 点 と 各因 子 の 得点 の 変 化 を表 ４ と 図２ 、 図 ３ に示 し た。

一元 配 置 分散 分 析 の 結果 、信 頼 感 合計 得 点は 、1％水 準 の 有 意差 が み られ

た 。  

 信 頼 感 合計 得 点 は 、多重 比 較 の結 果 、キ ャン プ 前（ M=100.86 SD=13.91）

から キ ャ ンプ 直 後（ M=105.12 SD=12.41）にか け て 得点 が 向 上し 5％ 水 準

で 有 意 差 が 認 め ら れ た 。 キ ャ ン プ 前 と キ ャ ン プ 1 ヶ 月 後 （ M=106.02 

SD=13.51） の 比 較 で も、 0.1％ 水 準 で有 意差 が 認 めら れ 、 1 ヶ月 後 ま で、

その 向 上 が維 持 さ れ てい た と 考え ら れ る 。  

 信 頼 感 は次 の 3 つ の因 子 に 分け ら れ る 。 1 つ 目は 「 自分 へ の信 頼 」 因

子で 、 こ の因 子 は 得 点が 高 い ほど 自 分 自 身に 対 す る信 頼 が 高 い傾 向 があ

るこ と を 意味 す る 。 2 つ 目 は 「他 人 へ の 信頼 」 因 子で 、 こ の 因子 は 得点

が高 い ほ ど他 人 や 周 りの 人 間 に対 す る 信 頼が 高 い 傾向 に あ る こと を 意味

する 。3 つ 目 は「 不 信（ 逆 転 ）」因子 で 、こ の因 子 は 逆転 項 目に よ り 得点

が高 い ほ ど他 人 や 周 りの 人 間 に対 し て の 不信 感 が 低い 傾 向 に ある こ とを

意味 す る 。こ れ ら の 3 つ の 因 子得 点 の 変化 に つ いて 、 一 元 配置 分 散 分析

及び 多 重 比較 を 用 い て検 討 し た。 な お 、 因子 得 点は 6 点 満 点 に換 算 して
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いる 。  

 「 自 分 への 信 頼 」 因子 で は 多重 比 較 の 結果 、 キ ャン プ 直 後 にか け て有

意差 は 認 めら れ な か った が 、 キャ ン プ 前 から 1 ヶ 月 後 にか け て 5％ 水準

で有 意 差 が認 め ら れ 、得 点 の 向上 が 認 め られ た 。  

 「 他 人 への 信 頼 」 因子 で は 、多 重 比 較 の結 果 、 キャ ン プ 前 から 直 後に

かけ て 有 意な 向 上 (1%水 準 )が 認め ら れ 、 キャ ン プ 前か ら 1 ヶ 月後 に かけ

ても 有 意 な向 上 (5%水準 )が認 め ら れ、 キャ ン プ 直後 得 点 が 向上 し 、 1 ヶ

月後 に か けて そ の 向 上が 維 持 され て い る こと が 明 らか と な っ た。  

 「 不信（ 逆 転）」因 子で は 、キ ャ ンプ 直 後に か けて 10％ 水 準で 向 上（ 不

信軽 減 ）す る 傾向 が みら れ た。キ ャン プ 前か ら 1 ヶ月 後 に か けて は 、5％

水準 で 向 上（ 不 信 軽 減） し て いた 。  

 3 つ の因 子 得点 全 てで キ ャ ンプ 前 か ら 1 ヶ月 後 に かけ て 有意 な 得 点向

上が 認 め られ た こ と から キ ャ ンプ 実 習 参 加経 験 が 自分 お よ び 他人 へ の信

頼感 の 向 上に 影 響 し てい る こ とが 明 ら か とな っ た 。  

  

表４  信 頼感 合 計 得 点お よ び 因子 別 得 点 の変 化  

※因 子 得 点は 6 点 満 点に 換 算   +P<.10  *P<.05  **P<.01  ***P<.001  

 

一元配置分散分析 多重比較（LSD）

N=50 F値

他人への信頼因子 5.271** -0.26** -0.19*

不信(逆転）因子 2.919+ -0.21+ -0.26*

信頼感合計 7.514** -4.26* -5.16***

自分への信頼因子 3.003+ -0.01 -0.18*

キャンプ前
M(SD)

直後
M(SD)

1ヶ月後
M(SD)

前－直後
平均の差

前－1ヶ月後
平均の差

100.86
(13.91)

105.12
(12.41)

106.02
(13.51)

4.37
(0.69)

4.38
(0.65)

4.55
(0.67)

4.48
(0.69)

4.74
(0.60)

4.67
(0.66)

3.88
(0.73)

4.10
(0.72)

4.14
(0.96)
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図２  信 頼感 合 計 得 点の 変 化  

 

 

図３  信 頼感 の 各 因 子得 点 の 変化  
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２）信頼感合計得点 群別の変化の違い  

 

 キ ャ ン プ実 習 参 加 前の 信 頼 感合 計 得 点 が高 か っ た者 と 低 か った 者 によ

って 変 化 の違 い が あ るの か を 検討 す る た め、 キ ャ ンプ 前 に 得 られ た 信頼

感合 計 得 点を 算 出 し 、そ の 合 計得 点 に よ り 3 つ の 群 に分 け て 検討 し た。

合計 得 点 の範 囲 お よ び人 数 は 以下 の 通 り であ る （ 表５ ）。  

 

表５  各 群の 合 計 得 点の 分 布  

 

 

 

 キ ャ ン プ実 習 参 加 前の 信 頼 感の 合 計 得 点が 高 い 群を 「 上 位 群 (N=17)」、

低い 群 を「下 位 群 (N=16)」、そ の 中間 の 群を「 中 位群 (N=17)」と し た 。信

頼感 合 計 得点 群 別 に キャ ン プ 実習 参 加 前 、キ ャ ン プ実 習 参 加 直後 、 キャ

ンプ 実 習 参加 1 ヶ 月 後の 変 化 を見 る た め に、 一 元 配置 分 散 分 析お よ び多

重比 較 （ LSD） を用 いて 分 析 した 。  

信頼 感 合 計得 点 の 変 化を 表 ６ と図 ４ に 示 した 。 一 元配 置 分 散 分析 の結

果、 上 位 群は 有 意 差 が認 め ら れな か っ た が、 中 位 群と 下 位 群 で は 1％水

準で 有 意 差が 認 め ら れた 。  

N=50  N（人 ） 合計得点範囲 （点 ） 

キャンプ前得点  

上位群  
17  106～135  

キャンプ前得点  

中位群  
17  92～105  

キャンプ前得点  

下位群  
16  70～91  
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 多 重 比 較の 結 果 、 上位 群 に おい て 有 意 差は 認 め られ な か っ た。 中 位群

に お い て は キ ャ ン プ 前 (M=99.53 SD=3.88)か ら キ ャ ン プ 直 後 (M=105.53 

SD=9.22)にか け て 得 点が 向 上 し 、1％ 水 準で 有 意 差が 認 め ら れた 。さ らに

キャ ン プ 前と キ ャ ン プ 1 ヶ 月後 (M=105.82 SD=10.56)の 比 較で も 得 点の

向上 が 見 られ 、5％ 水準 で 有 意差 が 認 め られ た 。下 位 群に お いて も キ ャン

プ 前 (M=85.75 SD=5.09)か ら キャ ン プ 直 後 (M=96.31 SD=13.47)に かけ て

得点 が 向 上し 、1％ 水準 で 有 意差 が 認 め られ た 。ま た キャ ン プ前 と キ ャン

プ 1 ヶ 月後 (M=94.00 SD=10.30)の 比 較 でも 得 点 の向 上 が 見 られ 、 1％ 水

準で 有 意 差が 認 め ら れた 。  

 二 元 配 置分 散 分 析 の結 果 、 信頼 感 合 計 得点 の 変 化に は 信 頼 感群 と 時期

によ る 交 互作 用 (P<.01)が 認め ら れ、信 頼 感群 に よ る変 化 の 仕 方に 有 意な

差が あ る こと が 明 ら かと な っ た。  

 信 頼 感 合計 得 点 群 別の 信 頼 感合 計 得 点 の変 化 の 分析 か ら 中 位群 、 下位

群に お い て信 頼 感 が 向上 し 、 その 向 上 は キャ ン プ 1 ヶ月 後 ま で維 持 され

てお り 、 元々 信 頼 感 が低 か っ た者 ほ ど キ ャン プ 参 加後 に 向 上 する こ とが

明ら か と なっ た 。  
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表６  合 計得 点 群 別 の信 頼 感 合計 得 点 の 変化  

+P<.10  *P<.05  **P<.01  ***P<.001  

 

 

 

 

 

図４  合 計得 点 群 別  信 頼 感 合計 得 点 の 変化  

 

 

60

70

80

90

100

110

120

130

キャンプ前 直後 1ヶ月後

上位群 中位群 下位群

3.08+ 3.41 -1.12

6.58** -6.00** -6.29*

一元配置分散分析 多重比較（LSD）

信頼感群 F値

116.41
(8.12)

上位群
N＝17

7.11** -10.56** -8.25**
96.31

(13.47)
94.00

(10.30)

キャンプ前
M(SD)

直後
M(SD)

1ヶ月後
M(SD)

前－直後
平均の差

前－1ヶ月後
平均の差

8.99*** 45.06*** 4.83**

二元配置分散分析

時期 信頼感群
群×時期
交互作用

113.00
(8.56)

117.53
(7.91)

99.53
(3.88)

105.53
(9.22)

105.82
(10.56)

85.75
(5.09)

中位群
N＝17
下位群
N＝16
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 信 頼 感 合計 得 点 群 別の 各 因 子得 点 の 変 化に つ い て一 元 配 置 分散 分 析お

よび 多 重 比較（ LSD）を用 い て 分析 し た。その 結 果 を表 ７ ～ ９ と図 ５ ～ ７

に示 し た 。因 子 得 点 は 6 点 満 点に 換 算 し てい る 。  

 上 位 群 にお い て は 、「 自 分 への 信 頼」、「 他人 へ の 信頼 」、「 不 信（ 逆転 ）」

の全 て の 因子 で 有 意 な得 点 の 向上 は 認 め られ な か った 。  

 中 位 群 にお い て は 、「 不 信（ 逆 転）」 因 子で キ ャ ンプ 直 後 に 得点 の 向上

（不 信 の 軽減 ） が 5%水 準 で認 め ら れ、 1 ヶ 月後 ま で 維持 さ れる 傾 向 が見

られ た 。  

 下 位 群 にお い て は 、「 他 人へ の 信 頼」 因子 と 「 不信 （ 逆 転 ）」 因 子に お

いて キ ャ ンプ 前 か ら キャ ン プ 直後 に か け て有 意 な 得点 の 向 上 が認 め ら れ、

「他 人 へ の信 頼 」 因 子で は 得 点向 上 は 1 ヶ月 後 ま で維 持 さ れ てい る こと

が明 ら か とな っ た 。また 下 位 群で は「 自 分へ の 信 頼 」因 子 が キャ ン プ 前、

直後 、1 ヶ 月 後 と得 点が 向 上 し 、キャ ン プ前 と 1 ヶ月 後 の 変 化に は 5％ 水

準で 有 意 差が 認 め ら れた 。  

 元 々 信 頼感 得 点 が 低か っ た 下位 群 に 着 目す る と 、キ ャ ン プ 実習 参 加経

験が 普 段 の大 学 生 活 に戻 っ た 1 ヶ 月 後 に かけ て 、「他 人 へ の 信頼 」因 子や

「自 分 へ の信 頼 」 因 子の 向 上 に影 響 を 及 ぼし た と 考え ら れ る 。  
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表７  合 計得 点 群 別 の「 自 分 への 信 頼 」 因子 得 点 の変 化  

※因 子 得 点は 6 点 満 点に 換 算       +P<.10  *P<.05  ***P<.001               

 

 

 

 

図５  合 計得 点 群 別  「 自 分 への 信 頼 」 因子 得 点 の変 化  

 

 

3.00

3.50

4.00

4.50

5.00

5.50

キャンプ前 直後 1ヶ月後

上位群 中位群 下位群

一元配置分散分析 多重比較（LSD）

信頼感群 F値

1.69 0.25* 0.02

キャンプ前
M(SD)

直後
M(SD)

1ヶ月後
M(SD)

前－直後
平均の差

前－1ヶ月後
平均の差

1.07 -0.10 -0.17

3.30+ -0.19 -0.41*

二元配置分散分析

時期 信頼感群
群×時期
交互作用

3.20* 11.87*** 1.77

上位群
N＝17
中位群
N＝17
下位群
N＝16

4.97
(0.48)

4.73
(0.55)

4.95
(0.51)

4.22
(0.61)

4.31
(0.71)

4.38
(0.68)

3.90
(0.50)

4.08
(0.56)

4.30
(0.64)
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表８  合 計得 点 群 別 の「 他 人 への 信 頼 」 因子 得 点 の変 化  

※因 子 得 点は 6 点 満 点に 換 算       *P<.05 **P<.01 ***P<.001 

 

 

 

 

図６  合 計得 点 群 別  「 他 人 への 信 頼 」 因子 得 点 の変 化  

 

 

 

3.00

3.50

4.00

4.50

5.00

5.50

キャンプ前 直後 1ヶ月後

上位群 中位群 下位群

一元配置分散分析 多重比較（LSD）

信頼感群 F値
キャンプ前

M(SD)
直後

M(SD)
1ヶ月後
M(SD)

前－直後
平均の差

前－1ヶ月後
平均の差

0.09 -0.03 0.01

1.81 -0.23 -0.24 5.67** 24.24*** 1.83
4.82

(0.49)
4.59

(0.52)

5.14* -0.53** -0.36*
3.78

(0.44)
4.31

(0.65)

二元配置分散分析

時期 信頼感群
群×時期
交互作用

上位群
N＝17
中位群
N＝17
下位群
N＝16

5.02
(0.43)

5.05
(0.44)

5.01
(0.36)
4.82

(0.58)
4.14

(0.69)
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表９  合 計得 点 群 別 の「 不 信 （逆 転 ）」 因子 得 点 の変 化  

※因 子 得 点は 6 点 満 点に 換 算       +P<.10  *P<.05  ***P<.001 

 

 

 

 

図７  合 計得 点 群 別  「 不 信 （逆 転 ）」 因子 得 点 の変 化  
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キャンプ前 直後 1ヶ月後

上位群 中位群 下位群

一元配置分散分析 多重比較（LSD）

信頼感群 F値

3.44* 0.22 -0.14

キャンプ前
M(SD)

直後
M(SD)

1ヶ月後
M(SD)

前－直後
平均の差

前－1ヶ月後
平均の差

4.42
(0.53)

4.78
(0.66)

3.61* -0.36* -0.34+

1.83 -0.52+ -0.29

中位群
N＝17
下位群
N＝16

4.64
(0.59)

二元配置分散分析

時期 信頼感群
群×時期
交互作用

3.13* 22.31*** 2.24+

上位群
N＝17

3.75
(0.18)

4.11
(0.48)

4.09
(0.75)

3.21
(0.42)

3.73
(0.93)

3.51
(1.04)
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３）まとめ  

 

 信 頼 感 合計 得 点 は 、キ ャ ン プ前 か ら キ ャン プ 直 後に か け て 得点 が 向上

し、 キ ャ ンプ 1 ヶ 月 後ま で そ の向 上 が 維 持さ れ て いる こ と が 明ら か とな

っ た  

 ま た 、「自 分 へ の 信頼 」因 子 で はキ ャ ンプ 直 後 にか け て 有 意な 変 化 は認

めら れ な かっ た が 、 キャ ン プ 前か ら 1 ヶ 月後 に か けて 得 点 の 向上 は みら

れた 。「 他 人へ の 信 頼」因 子で は、キ ャ ンプ 前 か ら直 後 に か けて 有 意 な得

点の 向 上 が認 め ら れ 、 1 ヶ 月 後に も そ の 向上 が 維 持さ れ て い るこ と が明

らか と な った 。「不 信（ 逆 転）」 因 子に おい て も 、キ ャ ン プ 直後 に か けて

得点 が 向 上（ 不 信 軽 減） す る 傾向 が み ら れ 、 1 ヶ 月後 に も そ の 向 上 （不

信軽 減 ） が維 持 さ れ てい た 。 3 つ の因 子 得点 全 て でキ ャ ン プ 前か ら 1 ヶ

月後 に か けて 有 意 な 得点 向 上 が認 め ら れ たこ と か らキ ャ ン プ 実習 参 加経

験 が 自 分 およ び 他 人 への 信 頼 感の 向 上 に 影響 し て いる こ と が 明ら か とな

った 。  

 信 頼 感 合計 得 点 群 別の 信 頼 感合 計 得 点 の変 化 で は中 位 群 、 下位 群 にお

いて キ ャ ンプ 直 後 に 信頼 感 が 向上 し 、 そ の向 上 は キャ ン プ 1 ヶ月 後 まで

維持 さ れ るこ と が 明 らか に な った 。信頼 感の 各 因 子得 点 の 変 化で は 、元 々

信頼 感 が 高か っ た 上 位群 で は 3 つの 因 子 全て で 変 化が な く 、 中位 群 では

「不 信（ 逆転 ）」因 子、下 位 群で は「 他 人へ の 信 頼」因 子 で キャ ン プ 直後

に 得 点 が 向上 し 、 1 ヶ月 後 ま でそ の 向 上 が維 持 さ れる こ と が 明ら か とな

った 。 元 々信 頼 感 得 点が 低 か った 下 位 群 に着 目 す ると 、 キ ャ ンプ 実 習参

加経 験 が 普段 の 大 学 生活 に 戻 った 1 ヶ 月 後に か け て、「 他 人 への 信 頼 」因

子や 「 自 分へ の 信 頼 」因 子 の 向上 に 影 響 を及 ぼ し たと 考 え ら れる 。  
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２．自己開示性の変化  

 

１）参加者全体の変 化  

 

 参 加 学 生の 自 己 開 示性 得 点 のキ ャ ン プ 実習 参 加 前後 、 キ ャ ンプ 実 習参

加 1 ヶ 月 後の 変 化 を 見る た め に。一 元配 置分 散 分 析お よ び 多 重比 較（ LSD）

を用 い て 分析 し た 。  

 自 己 開 示性 得 点 の 変化 を 表 １０ と 図 ８ に示 し た 。一 元 配 置 分散 分 析の

結果 、 有 意差 は み ら れな か っ た。  

 多 重 比 較の 結 果 で も、 キ ャ ンプ 前 か ら キャ ン プ 直後 に か け て有 意 な変

化は 認 め られ な か っ た。  

 

 

表１ ０  自己 開 示 性 得点 の 変 化  

 N.S. 

 

 

 

 

 

 

多重比較（LSD）

N＝50 F値
キャンプ前

M(SD)
直後

M(SD)
1ヶ月後
M(SD)

前－直後
平均の差

前－1ヶ月後
平均の差

合計 0.912 -0.96 -0.62
50.90
(6.55)

51.86
(6.88)

51.52
(7.12)

一元配置分散分析
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図８  自 己開 示 性 得 点の 変 化  
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２）自己開示性得点 群別の変化の違い  

 

キ ャ ン プ 実 習 参 加 前 の 自 己 開 示 性 合 計 得 点 が 高 か っ た 者 と 低 か っ た

者に よ っ て変 化 の 違 いが あ る のか を 検 討 する た め に、 キ ャ ン プ前 に 得ら

れた 自 己 開示 性 得 点 を算 出 し 、そ の 合 計 得点 よ り 3 つの 群 に 分け て 検討

した 。 合 計得 点 の 範 囲お よ び 人数 は 以 下 の通 り で ある （ 表 １ １）。  

 

表１ １  各群 の 合 計 得点 の 分 布  

N=50  N（人 ） 
合計得点範囲

（点 ） 

キャンプ前得点  

上位群  
18  53～68  

キャンプ前得点  

中位群  
18  47～52  

キャンプ前得点  

下位群  
14  39～46  

 

 

 キ ャ ン プ 実 習 参 加 前 の 自 己 開 示 性 の 合 計 得 点 が 高 い 群 を 「 上 位 群

(N=18)」、 低 い 群を 「下 位 群 (N=14)」、 その 中 間 の群 を 「 中 位群 (N=18)」

とし た 。 自己 開 示 性 得点 群 別 にキ ャ ン プ 実習 参 加 前、 キ ャ ン プ実 習 参加

直後 、 キ ャン プ 実 習 参加 1 ヶ 月 後の 変 化 を見 る た めに 、 一 元 配置 分 散分

析お よ び 多重 比 較 （ LSD） を用 い て 分析 した 。  

 自 己 開 示性 得 点 の 変化 を 表 １２ と 図 ９ に示 し た 。一 元 配 置 分散 分 析の

結果 、 上 位群 と 中 位 群で は 有 意な 変 化 は 見ら れ な かっ た 。  

下位 群 では 5％ 水 準 で有 意 差 が認 め ら れ 、この 変 化 はキ ャ ン プ直 後 、1

ヶ月 後 に かけ て 得 点 が向 上 し たこ と に よ る有 意 差 であ っ た 。  
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 多 重 比 較の 結 果 、 下位 群 に おい て キ ャ ンプ 前 (M=44.00 SD=2.29)から  

キャ ン プ 直後 (M=46.57 SD=4.82)に かけ て得 点 が 向上 し 、 5％水 準 で 有意  

差が 認 め られ た 。 さ らに キ ャ ンプ 前 と キ ャン プ 1 ヶ月 後 (M=47.00 

SD=5.78)の比 較 で も 得点 の 向 上が 見 ら れ 、 5％ 水準 で 有 意差 が認 め ら れ

た 。  

 二 元 配 置分 散 分 析 の結 果 、 自己 開 示 性 得点 の 変 化に は 自 己 開示 群 と時

期に よ る 交互 作 用 に 有意 傾 向 (P<.10)が みら れ た 。  

 こ の 結 果か ら 、 自 己開 示 性 の低 か っ た 下位 群 に おい て 自 己 開示 性 が向

上し 、 そ の向 上 は キ ャン プ 1 ヶ 月後 ま で 維持 さ れ るこ と が 明 らか に なっ

た 。   

 

 

表１ ２  自己 開 示 性 得点 群 別 の自 己 開 示 性得 点 の 変化  

 +P<.10 *P<.05   

 

 

 

 

 

 

57.89
(4.71)

1.46 -1.89 -1.22

3.60* -2.57* -3.00*
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図９  自 己開 示 性 得 点群  自 己開 示 性 得 点の 変 化  
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３）まとめ  

 

 自 己 開 示性 得 点 の 変化 で は 、キ ャ ン プ 前か ら キ ャン プ 直 後 にか け て大

きな 変 化 は認 め ら れ なか っ た 。  

 自 己 開 示性 得 点 別 の自 己 開 示性 得 点 の 変化 で は 上位 群 と 中 位群 に は大

きな 変 化 は見 ら れ な かっ た 。 下位 群 に お いて は 5％ 水準 で 有 意差 が 認 め

られ 、 こ の変 化 は キ ャン プ 直 後、 1 ヶ 月 後に か け て得 点 が 向 上し た こ と

によ る 有 意差 で あ っ た。  

この こ と から 、 元 々 自己 開 示 性の 低 か っ た下 位 群 にお い て 自 己開 示

性が 向 上 し、 そ の 向 上は キ ャ ンプ 1 ヶ 月 後ま で 維 持さ れ る こ とが 明 らか

にな っ た 。   
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３．信頼感と自己開示性の関連  

 

１）信頼感得点と自 己開示性得点の相関  

 

 本 研究 で は使 用 し た２ つ の 検査 に お け る関 連 性 をみ る た め に、 自 己開

示性 、 信 頼感 の キ ャ ンプ 参 加 前に お け る それ ぞ れ の得 点 に つ いて ピ アソ

ンの 相 関 係数 を 求 め た。 表 １ ３は キ ャ ン プ参 加 前 の自 己 開 示 性と 信 頼感

の相 関 係 数で あ る 。  

 自 己 開 示性 と 信 頼 感の 関 連 にお い て は 、正 の 相 関 (r=0.343， P<.05)が

認め ら れ、自 己 開示 性の 得 点 が高 い ほ ど 信頼 感 が 高い こ と を 示し て い る。

特に 自 己 開示 性 と 信 頼感 の「不 信（逆 転 ）」因 子 に相 関（ r=0.383，P<.01）

が認 め ら れた 。た だ し 、自己 開 示性 と「 自分 へ の 信頼 」、「 他 人へ の 信 頼」

には 有 意 な 相 関 係 数 は認 め ら れず 、 自 分 や他 人 へ の信 頼 が 高 いほ ど 、自

分の こ と を他 者 に 話 す自 己 開 示性 が 高 ま ると い え ない こ と が 示唆 さ れ た。 

 

 

表１ ３  自己 開 示 性 と信 頼 感 の相 関 係 数 （キ ャ ン プ参 加 前 ）  

*P<.05  **P<.01  

 

 

 

 

N=50 信頼感 自分への信頼 他人への信頼 不信（逆転）

自己開示性 0.343* 0.111 0.275 0.383**
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 次 に キ ャン プ 参 加 前か ら キ ャン プ 参 加 直後 に か けて 、 得 点 の変 化 によ

る関 連 性 をみ る た め に、 自 己 開示 性 と 信 頼感 そ れ ぞれ の 得 点 のキ ャ ンプ

参加 前 後 の変 化 量 を 算出 し 、 ピア ソ ン の 相関 係 数 を求 め た 。 表１ ４ はキ

ャン プ 参 加前 後 の 変 化量 に お ける 自 己 開 示性 と 信 頼感 の 相 関 係数 で あ る。 

 自 己 開 示 性 の 変 化 量 と 信 頼 感 の 変 化 量 の 関 連 に お い て は 、 正 の 相 関

(P<.01)が 認 め られ 、キャ ン プ 参加 前 後 で 信頼 感 が 増加 し た 者 ほど 自 己開

示性 が 高 く変 化 し て いく こ と を示 し て い る。 自 己 開示 性 と 信 頼感 の 「自

分へ の 信 頼」 因 子、「不 信 （ 逆転 ）」因 子に 正 の 相関 が 認 め られ た 。  

 

 

表１ ４  自己 開 示 性 と信 頼 感 の相 関 （ キ ャン プ 参 加前 後 の 変 化量 ）  

*P<.05  **P<.01  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

N=50 信頼感 自分への信頼 他人への信頼 不信（逆転）

自己開示性 0.394** 0.367** 0.193 0.324*
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２）自己開示性得点 の変化群による分析  

 

キ ャ ン プ 参 加 前 か ら キ ャ ン プ 参 加 直 後 に か け て の 自 己 開 示 性 得 点 の

増加 量 が 大き か っ た 者と 小 さ かっ た 者 、 減少 し た 者に よ っ て 、信 頼 感合

計得 点 変 化の 違 い が ある の か を検 討 す る 。そ の た め、 自 己 開 示性 得 点に

対し て キ ャン プ 参 加 直後 の 得 点か ら キ ャ ンプ 参 加 前の 得 点 を 引き 、 キャ

ンプ 参 加 前後 の 変 化 量を 算 出 し、 そ の 変 化量 に より 3 つ の 群 に分 け た。

変化 量 の 得点 の 範 囲 およ び 人 数は 以 下 の 通り で あ る（ 表 １ ５ ）。  

 

 

表１ ５  自己 開 示 性 得点 の 変 化量 に よ る 群の 得 点 分布  

N=50  N（人 ） 得点の変化範囲 （点 ） 

向上大群  16  4～16  

向上小群  17  0～3 

減少群  17  -11～-1  

 

 

キ ャ ン プ 参 加 前 か ら キ ャ ン プ 参 加 直 後 に か け て 自 己 開 示 性 得 点 の 向

上が 大 き い群 を「向 上大 群 (N=16)」、向 上 が小 さ い 群を「 向上 小群 (N=17)」、

得点 が 減 少し た 群 を 「減 少 群 (N=17)」 と した 。  
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自己 開 示 性変 化 群 別 に信 頼 感 合計 得 点 の 変化 を 見 るた め に 、 分散 分析

およ び 多 重比 較（ LSD）を 用 い て分 析 し た。信 頼感 合 計得 点 の変 化 を 表１

６と 図 １ ０に 示 し た 。  

多重 比 較 の結 果 、 自 己開 示 性 得点 の 向 上 大群 に お いて 信 頼 感 合計 得点

が キ ャ ン プ 前 (M=93.75 SD=13.88) か ら キ ャ ン プ 直 後 (M=103.44 

SD=12.62)に か けて 得点 が 向 上し 、1%水 準で 有 意 差が 認 め ら れた 。さ ら に

キャ ン プ 前と キ ャ ン プ 1 ヶ 月後 (M=101.31 SD=14.31)の 比 較で も 得 点の

向上 が 見 られ 、 1%水 準で 有 意 差が 認 め ら れた 。 向 上小 群 と 減 少群 に つい

てキ ャ ン プ前 か ら キ ャン プ 直 後に か け て 有意 差 は 認め ら れ な かっ た 。  

 二 元 配 置分 散 分 析 の結 果 、 信頼 感 合 計 得点 の 変 化に は 自 己 開示 性 変化

群と 時 期 によ る 交 互 作用 が 認 めら れ 、 自 己開 示 性 の変 化 群 に よる 変 化の

仕方 に は 有意 な 差 が ある こ と が明 ら か と なっ た 。  

 

 こ の 結 果か ら 、 自 己開 示 性 の変 化 量 が 大き か っ た向 上 大 群 にお い てキ

ャン プ 後 に信 頼 感 が 向上 し 、 その 向 上 は キャ ン プ 1 ヶ月 後 ま で維 持 され

るこ と が 明ら か に な った 。  
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表１ ６  自己 開 示 性 変化 群 別 の信 頼 感 合 計得 点 の 変化  

 *P<.05  **P<.01  ***P<.001  

 

 

 

 

図１ ０  自己 開 示 性 変化 群 別  信 頼 感 合 計得 点 の 変化  
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 次 に 向 上大 群 に お ける 信 頼 感の 各 因 子 得点 の 変 化に つ い て 分散 分 析お

よび 多 重 比較（ LSD）を用 い て 分析 し た。その 結 果 を表 １ ７ ～ １９ と 図 １

１～ １ ３ に示 し た 。 因子 得 点は 6 点 満 点 に換 算 し てい る 。  

 

 

向上 大 群 にお い て は 、「自 分 へ の信 頼」、「 他人 へ の 信頼 」、「 不 信（ 逆転 ）」

の全 て の 因子 に お い てキ ャ ン プ前 か ら キ ャン プ 直 後に か け て 有意 な 得点

向上 が 認 めら れ た。「自 分 へ の信 頼 」、「 不信 （ 逆 転）」 因子 では 、 キ ャン

プ前 か ら 1 ヶ 月後 に かけ て も 有意 な 得 点 向上 が 認 めら れ 、 得 点向 上 は 1

ヶ月 後 ま で維 持 さ れ てい る こ とが 明 ら か とな っ た 。  

 向 上 小 群に お い て は「 自分 へ の 信頼 」、「他 人へ の 信 頼」、「 不信（ 逆 転 ）」

の全 て の 因子 で 有 意 な得 点 の 向上 は 認 め られ な か った 。  

減少 群 に おい て は、「 他 人へ の 信頼 」因 子で キ ャ ンプ 直 後 に 有意 に 得 点

が向 上 し（ 5％ 水 準）、「自 分 へ の信 頼」因 子で キ ャ ンプ 前 か ら 1 ヶ 月 後に

かけ て 得 点が 向 上 し てい る 。  

 こ れ ら の結 果 か ら 、向 上 大 群で は「 自 分へ の 信 頼」、「 不 信（逆 転 ）」因

子で 得 点 の向 上 が 1 ヶ月 後 ま で維 持 さ れ るこ と が 明ら か と な り、 自 己開

示性 の 向 上と 信 頼 感 の向 上 に 関連 性 が 強 いこ と が 示唆 さ れ た 。  
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表１ ７  自己 開 示 変 化群 別  「向 上 大 群 」の 各 因 子得 点 の 変 化  

※因 子 得 点は 6 点 満 点に 換 算            *P<.05 **P<.01

    

 

 

 

図１ １  自己 開 示 変 化群 別  「向 上 大 群 」の 各 因 子得 点 の 変 化  
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表１ ８  自己 開 示 変 化群 別  「向 上 小 群 」の 各 因 子得 点 の 変 化  

※因 子 得 点は 6 点 満 点に 換 算                  N.S. 

 

 

 

 

図１ ２  自己 開 示 変 化群 別  「向 上 小 群 」の 各 因 子得 点 の 変 化  
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表１ ９  自己 開 示 変 化群 別  「減 少 群 」 の各 因 子 得点 の 変 化  

※因 子 得 点は 6 点 満 点に 換 算            *P<.05  **P<.01   

 

 

 

 

図１ ３  自己 開 示 変 化群 別  「減 少 群 」 の各 因 子 得点 の 変 化  
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３）まとめ  

 

 こ こ で は、 信 頼 感 と自 己 開 示性 の 関 連 をま と め る。  

自己 開 示 性と 信 頼 感 の関 連 に おい て は 、 キャ ン プ 参加 前 後 の 両者 の得

点に 正 の 相関 (r=0.343， P<.05)が 認 め ら れ、 自 己 開示 性 の 得 点が 高 いほ

ど信 頼 感 が高 い こ と を示 し て いる 。特 に 自己 開 示 性と 信 頼 感 の「不 信（逆

転）」因 子 に 相関（ r=0.383，P<.01）が 認め ら れ た。た だし 、自 己 開示 性

と「自 分 へ の信 頼」、「 他人 へ の 信頼 」に は有 意 な 相関 係 数 は 認め ら れ ず、

自分 や 他 人へ の 信 頼 が高 い ほ ど、 自 分 の こと を 他 者に 話 す 自 己開 示 性が

高ま る と いえ な い こ とが 示 唆 され た 。  

次に キ ャ ンプ 参 加 前 後の 自 己 開示 性 の 変 化に よ る 違い で は 、 自己 開示

性の 変 化 量が 大 き か った 向 上 大群 に お い て信 頼 感 が向 上 し 、 その 向 上は

キャ ン プ 1 ヶ月 後 ま で維 持 さ れる こ と が 明ら か に なっ た 。 ま た、 向 上大

群で は「 自 分へ の 信 頼」、「 不 信（ 逆転 ）」因子 で 得 点の 向 上 が 1 ヶ 月 後ま

で維 持 さ れる こ と が 明ら か と なり 、 自 己 開示 性 の 向上 と 信 頼 感の 向 上に

関連 性 が 強い こ と が 示唆 さ れ た。  
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４．シェアリングにおける発言の分析  

 

 大 学 キ ャン プ 実 習 参加 学 生 のシ ェ ア リ ング の 発 言を 測 定 す る場 面 とし

て、 本 研 究で は 1 日 の活 動 の 終わ り に 各 班で 行 う 「シ ェ ア リ ング 」 場面

を設 定 し た。 そ の シ ェア リ ン グ場 面 に お ける キ ャ ンプ 参 加 学 生の 発 言の

変容 を 分 析し た 。  

  

 

１）音声データの収 集  

 キ ャ ン プ初 日 を 除 くキ ャ ンプ 2 日 目 、 キャ ン プ 3 日 目 、 キ ャン プ 4 日

目の 夜 に 各班 で 行 わ れた シ ェ アリ ン グ に おけ る 参 加者 の 発 言 をボ イ スレ

コー ダ ー を用 い て 音 声収 録 し た。 ボ イ ス レコ ー ダ ーは 各 班 1 台と し 、テ

ント 内 の 中央 に 置 く よう に 指 示し た 。 音 声の 収 録 はキ ャ ン プ 2 日 目 から

キャ ン プ 4 日 目 に か けて 各 班 合計 3 回 実 施し た 。 各班 の シ ェ アリ ン グは

1 回 1 時 間 から 1 時 間 30 分の 音 声 を録 音し た 。  

 

２）分析方法  

参加 者 の 発言 内 容 を 明ら か に する た め に 、 シ ェ ア リン グ の 音 声デ ー タか

ら無 作 為 に抽 出 し た 3 回 分 の逐 語 記 録 を 行 い 、 発言 の 分 類 を整 理 し た結

果 、 7 個 の カテ ゴ リ ーを 設 定 し、 ふ り か えり 発 言 チェ ッ ク リ スト を 作 成

した 。  

作成 さ れ たカ テ ゴ リ ー分 類 の チェ ッ ク リ スト に 沿 って 、 5 秒 間を 聞 き 取

り時 間 と し、 時 間 見 本法 を 用 いて 発 言 を 記録 す る こと と し た 。チ ェ ック

され た 班 ごと の 記 録 から チ ェ ック 項 目 を カウ ン ト し、 個 人 の 合計 発 言時



59 

 

間（ 秒 ） を算 出 し た 。グ ル ー プに よ っ て シェ ア リ ング の 実 施 時間 に ばら

つき が あ るた め 、 す べて 60 分 換 算 で示 すこ と と し、 個 人 の 発言 時 間

（秒 ） を 算出 し た 。  

 

  

３）発言合計時間（ 秒）の変化  

 シ ェ ア リン グ 場 面 にお け る キャ ン プ 2 日目 か ら 4 日 目 ま で の発 言 の変

容 を み る ため に 、 一 元配 置 分 散分 析 お よ び多 重 比 較（ LSD） を用 い て 分

析し た 。「 ふ り かえ り発 言 チ ェッ ク リ ス ト」 に よ って 得 ら れ た発 言 内 容

をカ テ ゴ リー 別 に 分 類し 、 そ れら の 発 言 の変 化 を 表２ ０ と 図 １４ 、 １５

に示 し た 。数 値 は キ ャン プ 2 日目 か ら 4 日目 ま で に行 わ れ た シェ ア リン

グの 平 均 発言 時 間 （ 秒） を 60 分 間 換算 で算 出 し たも の で あ る。  

  

 発 言 合 計時 間 に お いて は キ ャン プ 2 日 目（ M=206.85 SD=84.68） から

キャ ン プ 3 日 目 （ M=288.55 SD=107.96）に か け て、 発 言 時 間が 増 加

し 、 0.1％ 水 準 で有 意差 が 認 めら れ た 。 キャ ン プ 4 日 目 （ M=294.95 

SD=134.67） に もそ の発 言 時 間が 維 持 さ れて い た 。  
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表２ ０  シェ ア リ ン グの 発 言 時間 （ 秒 ） の変 化  

+P<.10  *P<.05  **P<.01  ***P<.001  

 

 

 

2日目-3日目
平均の差

2日目‐4日目
平均の差

3日目‐4日目
平均の差

206.85 (84.68) 288.55 (107.96) 294.95 (134.67) 15.05*** -81.70*** -88.11*** -6.40

72.28 (65.42) 148.54 (89.74) 108.90 (110.26) 10.10*** -76.26*** -36.62* 39.64*

自己 15.45 (14.20) 13.78 (12.27) 15.74 (18.96) 0.24 1.68 -0.29 -1.97

他者 56.82 (64.46) 134.76 (87.65) 93.16 (105.10) 10.71*** -77.94*** -36.33* 41.61*

29.96 (16.22) 32.12 (19.33) 9.93 (10.28) 41.33*** -2.16 20.03*** 22.19***

自己 20.32 (11.81) 18.91 (15.28) 6.86 (7.62) 22.74*** 1.41 13.45*** 12.05***

他者 9.65 (9.33) 11.81 (15.25) 3.07 (6.06) 10.09*** -2.16 6.57*** 8.74***

57.51 (41.87) 39.82 (38.97) 9.77 (18.62) 27.26*** 17.69** 47.74*** 30.05***

目標・方向性 40.54 (26.16) 18.37 (22.66) 4.18 (6.53) 48.38*** 22.17*** 36.36*** 14.19***

提案・助言 16.97 (28.02) 21.45 (33.55) 5.59 (17.89) 5.06** -4.48 11.38* 15.86**

6.56 (8.98) 9.47 (10.67) 13.72 (18.35) 3.98* -2.90 -7.16** -4.25

肯定感情 3.71 (5.98) 5.44 (6.77) 9.65 (17.92) 3.58* -1.73 -5.94* -4.21

感謝の気持ち 2.85 (6.02) 4.03 (6.49) 4.07 (5.36) 0.64 -1.18 -1.22 -0.04

13.73 (26.59) 34.54 (74.18) 80.01 (89.94) 10.89*** -20.81+ -66.28*** -45.47*

性格 5.44 (10.61) 4.51 (11.55) 13.53 (19.60) 5.63** 0.93 -8.09* -9.02*

過去経験 0.65 (2.84) 7.19 (24.61) 30.54 (50.87) 10.78*** -6.55+ -29.89*** -23.34**

その他 7.64 (20.96) 22.83 (49.74) 35.95 (56.41) 4.65* -15.19+ -28.30** -13.11

1.07 (2.91) 1.16 (3.26) 25.35 (27.25) 37.86*** -0.09 -24.28*** -24.19***

今後の日常 0.33 (2.36) 0.34 (1.41) 10.42 (17.02) 16.98*** -0.01 -10.09*** -10.08***

将来展望 0.74 (1.84) 0.82 (3.03) 14.93 (21.30) 21.18*** -0.08 -14.19*** -14.11***

13.67 (13.21) 16.85 (21.04) 16.64 (22.65) 0.521 -3.18 -2.98 0.21

発問 2.60 (6.91) 1.52 (3.68) 2.48 (4.82) 0.96 1.09 0.12 -0.97

進行 0.90 (3.88) 1.60 (5.23) 3.03 (8.92) 1.93 -0.70 -2.14 -1.43

同意・賛同 8.84 (7.72) 12.37 (17.63) 9.31 (13.62) 1.00 -3.53 -0.47 3.05

励まし 1.33 (3.56) 1.37 (4.89) 1.82 (3.70) 0.23 -0.04 -0.48 -0.44

キャンプ2日目
M (SD)

キャンプ3日目
M (SD)

キャンプ4日目
M (SD)

F値

その他

改善・提案因子

改善・提案

肯定的感情因子

自分自身

肯定的感情

自分自身因子

日常転化因子

日常転化

その他因子

否定的評価

発言合計

肯定的評価因子

肯定的評価

N=50

否定的評価因子

多重比較（LSD）
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図１ ４  発言 合 計 時 間（ 秒 ） の変 化  

 

 

 

図１ ５  各因 子 の 発 言時 間 （ 秒） の 変 化  
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 次 に 発 言内 容 に つ いて 、 カ テゴ リ ー 別 に分 析 し てい く 。 発 言の カ テゴ

リー は ７ 個の 各 カ テ ゴリ ー の 下に そ の 下 位カ テ ゴ リー を 下 記 に示 し た。  

 

１ ．「 肯 定 的 評 価 」 因 子  

 ・ 肯 定 的 自 己 評 価  

 ・ 肯 定 的 他 者 評 価  

 

２ ．「 否 定 的 評 価 」 因 子  

 ・ 否 定 的 自 己 評 価  

 ・ 否 定 的 他 者 評 価  

 

３ ．「 改 善 ・ 提 案 」 因 子  

 ・ 目 標 ・ 方 向 性  

 ・ 提 案 ・ 助 言  

 

４ ．「 肯 定 的 感 情 」 因 子  

 ・ 肯 定 的 感 情  

 ・ 感 謝 の 気 持 ち  

 

５ ．「 自 分 自 身 」 因 子 （ 性 格 ・ 過 去 経 験 、 そ の 他 ）  

 ・ 性 格  

 ・ 過 去 経 験  

 ・ そ の 他 （ 性 格 や 過 去 経 験 に は 含 ま れ な い 自 分 自 身 に 関 す る 発 言 ）  
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６ ．「 日 常 転 化 」 因 子 （ 今 後 の 日 常 ・ 将 来 展 望 ）  

 ・ 今 後 の 日 常  

 ・ 将 来 展 望  

 

７ ．「 そ の 他 」 因 子 （ 発 問 ・ 進 行 ・ 同 意 賛 同 ・ 励 ま し ）  

 ・ 発 問  

 ・ 進 行  

 ・ 同 意 賛 同  

 ・ 励 ま し  
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１． 肯 定 的評 価 因 子  

 「 肯 定 的評 価 」 因 子と は 、 自分 自 身 や 他者 （ グ ルー プ 全 体 を含 む ）に

対す る 肯 定的 な 評 価 を示 す 。 キャ ン プ 2 日目 か ら キャ ン プ 3 日目 に かけ

てこ の 発 言が 増 加 し 、キ ャ ンプ 4 日 目 に おい て も その 増 加 が 維持 さ れて

いる 。  

 さ ら に 細か く 分 類 した 下 位 カテ ゴ リ ー 別の 変 化 を表 ２ １ と 図１ ６ に示

した 。 自 分に 対 す る 肯定 的 な 「自 己 評 価 」で は 大 きな 変 化 は みら れ なか

った 。 自 分以 外 の 他 者（ グ ル ープ 全 体 を 含む ） に 対し て 肯 定 的に 評 価す

る「 他 者 評価 」 で は キャ ン プ 2 日 目 か ら キャ ン プ 3 日 目 （ M=134.76 

SD=87.65） に こ の 発 言が 増 加 し、 0.1％ 水準 で 有 意差 が 認 め られ た 。 キ

ャン プ 4 日目 （ M=93.16 SD=105.10）に かけ て は 、発 言 が 減 少し た も の

のキ ャ ンプ 2 日 目 の 発言 時 間 を上 回 っ て おり 、 発 言の 増 加 が 維持 さ れて

いた 。  

 こ の 結 果か ら 、 肯 定的 評 価 の発 言 は キ ャン プ 2 日目 か ら 3 日目 に かけ

てこ の 発 言が 増 加 し 、キ ャ ンプ 4 日 目 ま でそ の 増 加が 維 持 さ れて お り、

特に グ ル ープ や グ ル ープ の 他 者に 対 す る 肯定 的 他 者評 価 （ 相 手の 良 いと

ころ を 認 める ） の 発 言が 3 日 目以 降 に 増 加す る こ とが 明 ら か とな っ た。

キャ ン プ の様 々 な 体 験や 活 動 を グ ル ー プ 内の 他 者 と取 り 組 む こと に よっ

て相 手 の 良い と こ ろ を知 り 、 気持 ち を 伝 え合 え る よう に な り 発言 時 間が

増加 し た こと が 示 唆 され た 。  
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表２ １  「肯 定 的 自 己評 価 」 因子 と 「 肯 定的 他 者 評価 」 因 子 の変 化  

    *P<.05  **P<.01  ***P<.001  

 

 

 

 

 

図１ ６  「肯 定 的 自 己評 価 」 因子 と 「 肯 定的 他 者 評価 」 因 子 の変 化  
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２． 否 定 的評 価 因 子  

 「 否 定 的評 価 」 因 子と は 、 自分 自 身 や 他者 （ グ ルー プ 全 体 を含 む ）に

対す る 否 定的 な 評 価 を示 す 。 いわ ば 、 個 人や グ ル ープ の 反 省 点を 発 言す

るこ と で ある 。 キ ャ ンプ 2 日 目、 3 日 目 はこ の 発 言が 多 く 、 キャ ン プ 4

日目 に は 有意 に 減 少 して い る 。  

 さ ら に 細か く 分 類 した 下 位 カテ ゴ リ ー 別の 変 化 を表 ２ ２ と 図１ ７ に示

した 。 自 分に 対 す る 否定 的 な 「自 己 評 価 」で は キ ャン プ 2 日 目 と キ ャン

プ 3 日 目 に発 言 が 多 く、 キ ャ ンプ 4 日 目 （ M=6.86 SD=7.62） にか け て こ

の 発 言 が 有意 に 減 少 し、 0.1％ 水 準 で有 意差 が 認 めら れ た 。  

自分 以 外 の他 者 （ グ ルー プ 全 体を 含 む ） に対 し て 否定 的 に 評 価す る 「他

者評 価 」 で も 、 キ ャ ンプ 2 日 目と 3 日 目 に発 言 が 多く 、 キ ャ ンプ 4 日目

（ M=3.07 SD=6.06） にか け て この 発 言 が 有意 に 減 少し 、 0.1％水 準 で 有

意差 が 認 めら れ た 。  

 こ の 結 果か ら 、 否 定的 評 価 の発 言 は キ ャン プ 2 日目 と 3 日 目で は この  

発言 が 多 く、 キ ャ ン プ４ 日 目 にか け て こ の 発 言 が 減少 し 、 特 に自 分 に対

す る 否 定 的自 己 評 価 （ 自 分 の 反省 す る 点 ）の 発 言 がキ ャ ン プ 4 日 目 に減

少し 、 グ ルー プ や グ ルー プ の 他者 に 対 す る否 定 的 他者 評 価 （ グル ー プの

反省 や 課 題等 ） の 発 言に お い ても キ ャ ン プ 4 日 目 に減 少 す る こと が 明ら

かと な っ た。 キ ャ ン プ 2 日 目と 3 日 目 で 、出 来 な かっ た 部 分 の自 己 反省

やグ ル ー プで の 反 省 点を 多 く 述べ 合 っ て いた の は 、次 の 日 に 向け て の反

省点 の 確 認と い う 側 面が あ り 、主 な 活 動 を終 え た キャ ン プ 4 日目 の 最後

のシ ェ ア リン グ で は 反省 点 が 少な い 発 言 にな っ た こと が 発 言 時間 か ら示

され た 。  
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表２ ２  「否 定 的 自 己評 価 」 因子 と 「 否 定的 他 者 評価 」 因 子 の変 化  

 ***P<.001 

 

 

 

 

 

図１ ７  「否 定 的 自 己評 価 」 因子 と 「 否 定的 他 者 評価 」 因 子 の変 化  
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３． 改 善 ・提 案 因 子  

 「 改 善 ・提 案 」 因 子と は 、 個人 や 班 の 目標 や 方 向性 、 自 分 の意 見 や考

えを 提 案 した り 助 言 した り す る発 言 を 示 す。 キ ャ ンプ 2 日 目 （ M=57.51 

SD=41.87） に は こ の 発言 が 多 く、 キ ャ ン プ 3 日 目 、キ ャ ン プ 4 日 目 にか

けて 有 意 に減 少 し て いる 。  

 さ ら に 細か く 分 類 した 下 位 カテ ゴ リ ー 別の 変 化 を表 ２ ３ と 図１ ８ に示

した 。 個 人や 班 の 目 標や 方 向 性に つ い て の発 言 内 容を 示 す 「 目標 ・ 方向

性」 で は 、キ ャ ン プ 2 日 目 から キ ャ ン プ 3 日 目 にか け て こ の発 言 が 減少

し 、 0.1％ 水 準 で有 意差 が 認 めら れ た 。 キャ ン プ 4 日 目 （ M=4.18 

SD=6.53） に か けて も発 言 が 有意 に 減 少 する 傾 向 がみ ら れ た 。  

自分 の 意 見を 提 案 し たり 他 者 （グ ル ー プ 全体 を 含 む） に 助 言 した り する

発言 内 容 を示 す 「 提 案・ 助 言 」で は 、 キ ャン プ 2 日目 と キ ャ ンプ 3 日目

には 平 均約 20 秒こ の発 言 が され て お り 、 キ ャ ンプ 4 日 目 に 発言 が 有 意

に 減 少 す る（ 平 均 約 6 秒 ） 傾向 が み ら れた 。  

 こ の 結 果か ら 、 改 善・ 提 案 の発 言 は キ ャン プ 2 日目 か ら キ ャン プ ４日

目に か け てこ の 発 言 が減 少 し 、 特 に 個 人 やグ ル ー プの 目 標 ・ 方向 性 の発

言が キ ャ ンプ 3 日 目 以降 に 減 少し 、 提 案 ・助 言 の 発言 に お い ても キ ャン

プ 4 日 目 に減 少 す る こと が 明 らか と な っ た。 キ ャ ンプ 2 日 目 と 3 日 目で

は出 来 な かっ た 部 分 の自 己 反 省や グ ル ー プで の 反 省点 を 多 く 話し 合 われ

てい た こ とか ら 次 の 日に 向 け た課 題 改 善 の発 言 内 容も 多 く な され て いた

こと が 示 唆さ れ る 。 主な 活 動 を終 え た キ ャン プ 4 日目 の 最 後 のシ ェ アリ

ング で は 課題 改 善 に 向け た 発 言が 少 な く なっ た こ とが 発 言 時 間か ら 示さ

れた 。  
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表２ ３  「目 標 ・ 方 向性 」 因 子と 「 提 案 ・助 言 」 因子 の 変 化  

*P<.05  **P<.01  ***P<.001  

 

 

 

 

 

図１ ８  「目 標 ・ 方 向性 」 因 子と 「 提 案 ・助 言 」 因子 の 変 化  
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目標・方向性 40.54 (26.16) 18.37 (22.66) 4.18 (6.53) 48.38*** 22.17*** 36.36*** 14.19***

提案・助言 16.97 (28.02) 21.45 (33.55) 5.59 (17.89) 5.06** -4.48 11.38* 15.86**

多重比較（LSD）
N=50

改善・提案

キャンプ2日目
M (SD)

キャンプ3日目
M (SD)

キャンプ4日目
M (SD)

F値

改善・提案因子



70 

 

４． 肯 定 的感 情 因 子  

 「 肯 定 的感 情 」 因 子と は 、 受容 ・ 共 感 など の 嬉 しい 気 持 ち や他 者 に対

する 感 謝 の気 持 ち を 示す 。 キ ャン プ 2 日 目か ら キ ャン プ 3 日 目 に か けて

こ の 発 言 が多 く 、 キ ャン プ 4 日目 に は 有 意に 増 加 して い る 。  

 さ ら に 細か く 分 類 した 下 位 カテ ゴ リ ー 別の 変 化 を表 ２ ４ と 図１ ９ に示

した 。 受 容・ 共 感 な どの 喜 び の感 情 を 表 す発 言 内 容を 示 す 「 肯定 感 情」

では 、 キ ャン プ 2 日 目と キ ャ ンプ 3 日 目 では 平 均約 5 秒 こ の 発言 が され

てお り 、 キャ ン プ 4 日目 （ M=9.65 SD=17.92） に かけ て 発 言 が増 加 する

傾向 が み られ た 。  

「助 か っ たよ 」・「 あ りが と う 」な ど の 感 謝を 表 す 発言 内 容 を 示す 「 感謝

の気 持 ち 」で は 、 こ の発 言 の 変化 に 有 意 な差 は み られ な か っ た。  

 こ の 結 果か ら 、 肯 定的 感 情 の発 言 は キ ャン プ 2 日目 と 3 日 目 か ら キャ

ン プ 4 日 目に か け て この 発 言 が 増 加 し 、 特に 喜 び や嬉 し い 気 持ち な どを

表す 肯 定 的感 情 の 発 言が キ ャ ンプ 4 日 目 に増 加 す るこ と が 明 らか と なっ

た 。  
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表２ ４  「肯 定 感 情 」因 子 と 「感 謝 の 気 持ち 」 因 子の 変 化  

*P<.05  **P<.01   

 

 

 

 

 

図１ ９  「肯 定 感 情 」因 子 と 「感 謝 の 気 持ち 」 因 子の 変 化  
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５． 自 分 自身 因 子  

 「 自 分 自身 」 因 子 とは 、 自 分の 性 格 や 過去 の 経 験、 そ れ 以 外に 自 分自

身に つ い てさ ら け 出 す発 言 を 示す 。 キ ャ ンプ 2 日 目か ら キ ャ ンプ 3 日目

にか け て この 発 言 が 増加 す る 傾向 が み ら れ、 キ ャ ンプ 4 日 目 （ M=80.01 

SD=89.94） に か け て も有 意 に 増加 し 、 最 も発 言 が 多か っ た 。  

 さ ら に 細か く 分 類 した 下 位 カテ ゴ リ ー 別の 変 化 を表 ２ ５ と 図２ ０ に示

した 。 自 分の 性 格 を さら け 出 す発 言 内 容 を示 す 「 性格 」 で は 、キ ャ ンプ

2 日 目と キ ャン プ 3 日目 に 約 5 秒 こ の 発 言が さ れ てお り 、 キ ャン プ 4 日

目 （ M=13.53 SD=19.60） にか け て 発言 が増 加 し 、 5％ 水準 で有 意 差 が認

めら れ た 。  

現在 よ り 過去 の 様 々 な体 験 や 経験 に つ い ての 発 言 内容 を 示 す 「過 去 経

験」 に お いて は 、 キ ャン プ 2 日目 （ M=0.65 SD=2.84） では ほと ん ど な

かっ た こ の発 言 が キ ャン プ 3 日目 に 増 加 し、 有 意 傾向 が み ら れた 。 さら

に キ ャ ンプ 4 日 目 （ M=30.54 SD=50.87）に か け て発 言 が 有 意に 増 加 す

る傾 向 が みら れ た 。  

「性 格 」「 過 去 経験 」に は 含 まれ な い 自 分自 身 の こと に つ い ての 発 言 内

容を 示 す 「そ の 他 」 では キ ャ ンプ 2 日 目 から キ ャ ンプ 3 日 目 にか け て こ

の発 言 が 増加 し 、 さ らに キ ャ ンプ 4 日 目 にか け て 発言 が 増 加 する 傾 向が

みら れ た 。  

 こ の 結 果か ら 、 自 分自 身 の こと に つ い ての 発 言 はキ ャ ン プ 2 日 目 から

3 日 目に か けて 発 言 時間 が 増 加し 、 キ ャ ンプ 4 日 目に か け て さら に 増 加

する こ と が明 ら か と なっ た 。 特に キ ャ ン プ 2 日 目 に発 言 が ほ とん ど なか

った 自 分 の過 去 の 経 験に つ い ては キ ャ ン プ 3 日 目 以降 に こ の 発言 が 増加

し、 同 様 に性 格 や そ の他 の 自 分自 身 に 関 する 発 言 にお い て も 増加 し てい
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るこ と が 明ら か と な った 。 主 な活 動 を 終 えた キ ャ ンプ 4 日 目 の最 後 のシ

ェア リ ン グで は 、 キ ャン プ と は直 接 的 に 関係 の な い自 分 自 身 の悩 み や過

去の 経 験 など の 発 言 が多 く な った こ と が 発言 時 間 から 示 さ れ た。  

 

表２ ５  「性 格 」 因 子と 「 過 去経 験 」 因 子と 「 そ の他 」 因 子 の変 化  

*P<.05  **P<.01  ***P<.001  

 

 

 

図２ ０  「性 格 」 因 子と 「 過 去経 験 」 因 子と 「 そ の他 」 因 子 の変 化  
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６． 日 常 転化 因 子  

 「 日 常 転化 」 因 子 とは 、 キ ャン プ を 終 えて の 今 後の 日 常 や 将来 の 夢、

未来 の こ とに つ い て の発 言 を 示す 。 キ ャ ンプ 2 日 目、 3 日 目 には ほ と ん

どな か っ たこ の 発 言 が キ ャ ンプ 4 日 目 （ M=25.35 SD=27.25） にか け て 有

意 に 増 加 して い る 。  

 さ ら に 細か く 分 類 した 下 位 カテ ゴ リ ー 別の 変 化 を表 ２ ６ と 図２ １ に示

した 。 キ ャン プ 直 後 の日 常 生 活で の 目 標 につ い て の発 言 内 容 を示 す 「今

後の 日 常 」と 将 来 の 夢や 未 来 のこ と に つ いて の 発 言内 容 を 示 す「 将 来展

望」 で は 、キ ャ ン プ 2 日 目 とキ ャ ン プ 3 日 目 では ほ と ん どな か った 2 つ

の発 言 が キャ ン プ 4 日目 （ M=25.35 SD=27.25）に 有 意 に増 加 し 、 0.1％

水準 で 有 意差 が 認 め られ た 。 特に 将 来 展 望に 関 す る発 言 が 多 かっ た 。  

この 結 果 から 、 日 常 転化 の 発 言は キ ャ ン プ 2 日 目 ・ 3 日 目 で はほ と ん ど

なか っ た が 、 キ ャ ン プ 4 日 目 にこ の 発 言 が 増 加 し てお り 、 今 後の 日 常や

将来 展 望 につ い て の 発言 も 同 様に キ ャ ン プ 4 日 目 に増 加 し て いる こ とが

明ら か と なっ た 。 主 な活 動 を 終え た キ ャ ンプ 4 日 目の 最 後 の シェ ア リン

グで は 、 キャ ン プ 直 後の 日 常 や自 分 の 将 来に つ い ての 発 言 が 多く な った

こと が 発 言時 間 か ら 示さ れ た 。  
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表２ ６  「今 後 の 日 常」 因 子 と「 将 来 展 望」 因 子 の変 化  

***P<.001 

 

 

 

 

 

図２ １  「今 後 の 日 常」 因 子 と「 将 来 展 望」 因 子 の変 化  
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７． そ の 他因 子  

 「 そ の 他」 因 子 と は、 発 問 ・進 行 ・ 同 意賛 同 ・ 励ま し を 示 す。  

その 他 因 子に お い て は、 下 位 カテ ゴ リ ー 別に も 大 きな 変 化 は 見ら れ なか

った （ 表 ２７ と 図 ２ ２）。  

 こ の 結 果か ら 、 発 問・ 進 行 ・同 意 賛 同 ・励 ま し の発 言 に お いて 変 化が

ない こ と が明 ら か と なっ た 。 ただ し 、 グ ルー プ や 他者 の 意 見 など に 同意

賛同 す る 下位 カ テ ゴ リー に お いて 、 そ の 他の 下 位 カテ ゴ リ ー より も 発言

が多 い こ とが 明 ら か とな っ た 。  

 

 

 

 

表２ ７  「発 問 」・「 進行 」・「 同意 賛 同」・「 励 まし 」 因 子の 変化  

N.S. 

2日目-3日目
平均の差

2日目‐4日目
平均の差

3日目‐4日目
平均の差

13.67 (13.21) 16.85 (21.04) 16.64 (22.65) 0.521 -3.18 -2.98 0.21

発問 2.60 (6.91) 1.52 (3.68) 2.48 (4.82) 0.96 1.09 0.12 -0.97

進行 0.90 (3.88) 1.60 (5.23) 3.03 (8.92) 1.93 -0.70 -2.14 -1.43

同意・賛同 8.84 (7.72) 12.37 (17.63) 9.31 (13.62) 1.00 -3.53 -0.47 3.05

励まし 1.33 (3.56) 1.37 (4.89) 1.82 (3.70) 0.23 -0.04 -0.48 -0.44

キャンプ2日目
M (SD)

キャンプ3日目
M (SD)

キャンプ4日目
M (SD)

F値
多重比較（LSD）

その他因子

その他

N=50
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図２ ２  「発 問 」・「 進行 」・「 同意 賛 同」・「 励 まし 」 因 子の 変化  

 

 

これ ら の 結果 か ら 、 発言 合 計 時間 は キ ャ ンプ の 日 数を 追 う に つれ て 増加
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他者 評 価 」因 子 に お いて 、 発 言が 増 加 す るこ と が 明ら か と な った 。 自分

に対 す る 肯定 的 な 発 言よ り も 他者 や グ ル ープ に 対 する 肯 定 的 な発 言 が増

加す る と いう こ と は 、様 々 な 体験 や 活 動 をグ ル ー プ内 の 他 者 と取 り 組む

こと に よ って 相 手 の 良い と こ ろを 知 り 、 気持 ち を 伝え 合 え る よう に なっ

たた め だ と考 え ら れ る。     

否定 的 評 価因 子 で は 否定 的 に 自己 を 評 価 する 「 否 定的 自 己 評 価」 因 子に

おい て 、 発言 時 間 が 減少 す る 傾向 に あ る こと が 明 らか と な っ た。 キ ャン

プ 2 日 目と 3 日 目 で 、 活 動 す る中 で 出 来 なか っ た 部分 の 自 己 反省 や グル

ープ で の 反省 点 が 多 く話 し 合 われ て い た こと に は 、次 の 日 に 向け て の反

省点 の 確 認と い う 側 面が あ り 、主 な 活 動 を終 え た キャ ン プ 4 日目 の 最後

のシ ェ ア リン グ で は 反省 点 が 少な く な っ たこ と が 要因 で あ る と、 発 言時

間か ら 示 唆さ れ た 。  

改善 ・ 提 案因 子 で は 、「 目 標・ 方 向 性」 因子 、「提 案 ・ 助言 」因 子 と もに

キャ ン プ 3 日 目 以 降 にか け て この 発 言 が 減少 す る 傾向 に あ る こと が 明ら

かと な っ た。 キ ャ ン プ 2 日 目と 3 日 目 に は個 人 や グル ー プ 全 体の 課 題改

善に 向 け た発 言 が 多 く話 し 合 われ 、 キ ャ ンプ 4 日 目に は 反 省 点に 関 する

発言 が 少 なっ た こ と が課 題 改 善に 向 け た 発言 の 減 少の 要 因 で ある と 示唆

され る 。  

自分 自 身 因子 で は、「性 格 」 因子 、「過 去経 験 」 因子 、「そ の他 」 因 子と

もに キ ャ ンプ 2 日 目 から 4 日 目に か け て 発言 時 間 が増 加 し 、 日常 転 化因

子に お い ても 「 今 後 の日 常 」 因子 、「将 来展 望 」 因子 と も に 発言 時 間 が

増加 す る 傾向 に あ る こと が 明 らか と な っ た。 キ ャ ンプ 直 後 半 には 、 反省

や課 題 改 善に 向 け た 発言 内 容 から 、 自 分 自身 や 今 後に つ い て の発 言 内容

に変 化 し てい る こ と が示 唆 さ れる 。  
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３）発言割合（％） の変化  

 

シェ ア リ ング 場 面 に おけ る キ ャン プ 2 日 目か ら 4 日目 ま で の 発言 の 変容

をみ る た めに 、 一 元 配置 分 散 分析 を 用 い て分 析 し た。「 ふり かえ り 発 言

チェ ッ ク リス ト 」 に よっ て 得 られ た 発 言 をカ テ ゴ リー 別 に 分 類し た 発言

内容 の 変 化を 表 ２ １ と図 ２ ３ に示 し た 。 数値 は キ ャン プ 2 日 目か ら キャ

ン プ 4 日 目ま で に 行 われ た シ ェア リ ン グ の発 言 合 計時 間 を 100％ に 換 算

した 各 カ テゴ リ ー の 発言 割 合 であ る 。  

 

 「 肯 定 的評 価 」 因 子で は 、 キャ ン プ 3 日目 に 全 体の 半 分 以 上の 発 言割

合を 占 め てお り 、 キ ャン プ 2 日目 よ り も キャ ン プ 3 日 目 ・ 4 日目 に 肯 定

的な 発 言 内容 の 割 合 が高 く な り、 1％水 準で 有 意 差が 認 め ら れた 。 特 に

他者 （ グ ルー プ 全 体 を含 む ） を肯 定 的 に 評価 す る 「肯 定 的 他 者評 価 」因

子に お い て発 言 割 合 が高 い 傾 向が み ら れ た。  

「否 定 的 評価 」 因 子 では 、 キ ャン プ 2 日 目（ M=17.32 SD=12.26） か ら 4

日目 （ M=5.02 SD=7.30） に か けて 発 言 割 合が 減 少 し、 0.1％ 水準 で 有 意

差が 認 め られ た 。 そ の中 で も 、自 分 の 反 省点 を 述 べる 「 否 定 的自 己 評

価」 因 子 とグ ル ー プ 全体 や 他 者の 反 省 点 を述 べ る 「否 定 的 他 者評 価 」因

子の 発 言 割合 が 減 少 して い く 傾向 が み ら れた 。  

「改 善 ・ 提案 」 因 子 では 、 キ ャン プ 2 日 目で 約 30％ あ っ た 発言 割 合 が

キャ ン プ 4 日 目 に か けて 減 少 傾向 に あ り 、キ ャ ンプ 4 日 目 に は全 体 で最

も少 な い 4.05％ を 示し て い る。 特 に 反 省点 の 課 題改 善 に 向 けた 発 言 で

ある 「 目 標・ 方 向 性 」因 子 が キャ ン プ 2 日目 に 約 22％ を 占 めて い る 。  

「肯 定 的 感情 」 因 子 では 、 キ ャン プ 2 日 目・ 3 日 目 に大 き な 変化 は な い
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もの の 、 キャ ン プ 4 日目 に 全 体の 6.02％ま で 向 上し て い る 。  

「自 分 自 身」 因 子 で は、 キ ャ ンプ 2 日 目 から 4 日 目に か け て 発言 割 合が

有意 に 向 上（ P<.001）し 、 キ ャン プ 4 日 目に は 全 体の 約 30％を 占 め て

いる 。  

「日 常 転 化」 因 子 で は、 キ ャ ンプ 2 日 目 ・ 3 日目 に は発 言 が ほと ん ど 見

られ な か った が 、 キ ャン プ 4 日目 に 全 体 の 8.67％ま で 向 上 し、 0.1％ 水

準で 有 意 差が 認 め ら れた 。  

 

 こ れ ら の結 果 か ら 、シ ェ ア リン グ を 重 ねる に つ れて 、 発 言 内容 の 割合

が変 化 す るこ と が 明 らか と な った 。「肯 定的 評 価 」因 子 は 各 日程 の 全 体

の割 合 か らみ る と 発 言割 合 が 高い カ テ ゴ リー で あ るこ と が 明 らか と な

り、 中 で もキ ャ ン プ 3 日 目 の発 言 割 合 が最 も 高 く、 主 に 他 者（ グ ル ープ

全体 を 含 む） を 肯 定 的に 評 価 する 発 言 内 容が 多 く なさ れ て い るこ と が明

らか と な った 。 自 己 や他 者 （ グル ー プ 全 体を 含 む ）に 対 す る 否定 的 な発

言 の 「 否 定的 評 価 」 因子 で は キャ ン プ 2 日目 と 3 日目 の 発 言 割合 で

10％ 以 上 を占 め て お り、 4 日 目 には 発 言 割合 が 減 少し て い る こと が 明 ら

かと な っ た。 キ ャ ン プ 2 日 目と 3 日 目 は 自分 や グ ルー プ 全 体 、他 者 への

反省 点 が 多く 話 し 合 われ 、 課 題改 善 に 向 けた 「 改 善・ 提 案 」 因子 の 発言

割合 も 10％ 以 上 を 占め て い るこ と か ら 次の 日 の 活動 に 向 け た話 し 合 い

が多 く さ れて い る こ とが 示 唆 され る 。 キ ャン プ 4 日目 の 最 後 のシ ェ アリ

ング で は 反省 点 や 課 題改 善 に 関わ る 発 言 が減 少 し 、キ ャ ン プ とは 直 接的

に関 係 の ない 「 自 分 自身 」 因 子や 「 日 常 転化 」 因 子な ど の 自 分自 身 をさ

らけ 出 す 発言 が 多 く なっ た こ とが 発 言 割 合の 変 化 した 要 因 で ある と 考え

られ る 。  
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表２ １  発言 内 容 の 割合 変 化 （％ ）  

+P<.10  *P<.05  **P<.01  ***P<.001  

 

キャンプ2日目
M (SD)

キャンプ3日目
M (SD)

キャンプ4日目
M (SD)

F値

100% 100% 100%

34.98 (22.54) 53.28 (25.97) 41.55 (28.63) 5.58**

自己 8.96 (7.51) 5.22 (5.41) 7.03 (8.31) 3.11*

他者 26.03 (23.51) 48.06 (26.49) 34.52 (28.08) 7.99**

17.32 (12.26) 12.22 (8.13) 5.02 (7.30) 23.36***

自己 12.00 (9.26) 7.25 (5.39) 3.18 (4.55) 21.14***

他者 5.32 (5.17) 4.27 (5.85) 1.84 (4.62) 7.09**

29.99 (18.67) 13.88 (10.91) 4.05 (7.31) 51.19***

目標・方向性 22.37 (16.70) 7.19 (8.67) 1.96 (4.08) 53.62***

提案・助言 7.62 (10.26) 6.69 (8.37) 2.08 (6.36) 6.28**

3.54 (5.22) 3.45 (4.25) 6.02 (9.37) 2.61+

肯定感情 2.22 (4.26) 2.05 (3.03) 4.64 (9.42) 2.92+

感謝の気持ち 1.33 (2.91) 1.41 (2.32) 1.38 (1.69) 0.01

6.38 (10.17) 11.66 (22.56) 29.23 (25.28) 16.09***

性格 2.62 (4.62) 1.75 (4.48) 6.09 (9.44) 5.86**

過去経験 0.30 (1.28) 2.01 (6.20) 10.40 (15.88) 13.93***

その他 3.46 (7.89) 7.90 (16.48) 12.74 (15.61) 5.32**

0.72 (1.88) 0.33 (0.90) 8.67 (8.74) 40.49***

今後の日常 0.17 (1.23) 0.10 (0.43) 3.25 (4.96) 18.01***

将来展望 0.55 (1.49) 0.23 (0.82) 5.42 (7.79) 20.26***

7.07 (6.39) 5.18 (5.78) 5.47 (5.65) 1.58

発問 1.05 (2.89) 0.47 (1.15) 0.94 (2.05) 1.31

進行 0.38 (1.55) 0.43 (1.45) 0.75 (1.94) 0.92

同意・賛同 4.92 (4.55) 3.93 (5.05) 3.23 (4.05) 1.64

励まし 0.71 (1.75) 0.34 (1.21) 0.55 (1.16) 0.84

肯定的感情

日常転化

N=50

自分自身

肯定的評価因子

発言合計

否定的評価因子

改善・提案因子

肯定的感情因子

自分自身因子

日常転化因子

その他因子

肯定的評価

否定的評価

改善・提案

その他
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図２ ３  発言 内 容 の 割合 変 化 （％ ）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．自己開示性とシェアリングの関連  

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

キャンプ2日目

キャンプ3日目

キャンプ4日目

肯定的評価因子 否定的評価因子 改善・提案因子 肯定的感情因子

自分自身因子 日常転化因子 その他
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シェ ア リ ング に お け る発 言 は 人に 自 分 の 考え や 自 分自 身 の こ とを 話 すと

いう 行 為 が含 ま れ て いる た め 、自 己 開 示 との 関 係 性が 強 い と 考え 、 ここ

では 自 己 開示 性 と 発 言の 関 連 を検 討 し て いく こ と とし た 。  

 

 自 己 開 示性 と シ ェ アリ ン グ の発 言 の 関 連性 を み るた め に 、 キャ ン プ参

加前 か ら キャ ン プ 参 加直 後 に かけ て の 自 己開 示 性 得点 の 向 上 が大 き い群

を「 向 上 大群 (N=16)」、 向 上が 小 さ い群 を「 向 上 小群 (N=17)」、 得 点が 減

少し た 群 を「 減 少 群 (N=17)」 とし 、 シ ェ アリ ン グ の発 言 内 容 の変 化 に違

いが あ る のか を 検 討 した 。  

自己 開 示 性の 得 点 が キャ ン プ 直後 に 大 き く向 上 し た「 向 上 大 群」 の 変化

を中 心 に 発言 時 間 の 変化 と 感 想レ ポ ー ト の記 載 状 況も 合 わ せ て記 述 して

いく 。  

 

 

１）発言時間（秒） の変化  

自己 開 示 変化 群 別 に 発言 合 計 時間 の 変 化 をみ る た めに 、 分 散 分析 お よび

多重 比 較 （ LSD）を 用い て 分 析し た 。 変 化量 の 得 点の 範 囲 お よび 人 数

は、 課 題 3 の 表 １ ５ に示 す 通 りで あ る 。 発言 合 計 時間 （ 秒 ） の変 化 を表

２３ と 図 ２４ に 示 し た。  

 キ ャ ン プ直 後 に 自 己開 示 性 の得 点 が 大 きく 向 上 した 「 向 上 大群 」 は、

キャ ン プ 2 日 目 （ M=163.32 SD=68.48） の発 言 時 間が 他 群 よ り顕 著 に 少

なか っ た 。そ れ が キ ャン プ 3 日目 （ M=307． 08 SD=104.55） には 3 つの

群で 最 も 長い 発 言 時 間に 変 化 して い た 。 他群 に お いて も キ ャ ンプ 2 日目
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か ら 3 日 目に か け て 発言 時 間 は増 加 し て いる が 、「 向 上 大群 」の 増 加 率

が他 群 を 大き く 上 回 って い た 。  

 こ の キ ャン プ 3 日 目に か け て発 言 時 間 が顕 著 に 増加 し た こ とが 、 自己

開示 性 得 点の キ ャ ン プ直 後 の 向上 に つ な がっ た と 考え ら れ る 。  

 

 

 

表２ ３   自 己 開 示 変化 群 別 の発 言 合 計 時間 （ 秒 ）の 変 化  

      +P<.10  *P<.05  **P<.01  ***P<.001  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2日目-3日目
平均の差

2日目‐4日目
平均の差

3日目‐4日目
平均の差

-14.21 44.46

キャンプ2日目
M（SD）

キャンプ3日目
M（SD）

キャンプ4日目
M（SD）

163.32
(68.48)

225.95
(79.92)

228.70
(91.58)

307.08
(104.55)

272.28
(106.72)

287.38
(115.91)

307.20
(134.10)

335.46
(120.29)

242.92
(139.44)

向上大群
N＝16

向上小群
N＝17

減少群
N＝17

二元配置分散分析

時期
自己開示
変化群

0.4017.33*** 3.98**

群×時期
交互作用

F値

20.12***

5.42**

2.50+

一元配置分散分析 多重比較（LSD）

-143.76*** -143.88*** -0.11

-46.33+ -109.51** -63.18

-58.68*
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図２ ４   自 己 開 示 変化 群 別 の発 言 合 計 時間 （ 秒 ）の 変 化  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

60.00

110.00

160.00

210.00

260.00

310.00

360.00

キャンプ2日目 キャンプ3日目 キャンプ4日目

向上大群 向上小群 減少群

(秒 )  
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 次 に 、 自己 開 示 性 の得 点 が キャ ン プ 直 後に 大 き く向 上 し た 「向 上 大

群」 に お ける 各 カ テ ゴリ ー の 発言 の 変 化 につ い て 分散 分 析 お よび 多 重比

較（ 最 小 有意 義 ） を 用い て 分 析し た 。 そ の結 果 を 表２ ４ に 示 した 。 また

発言 割 合 （％ ） の 変 化を 表 ２ ５に 示 し た （巻 末 資料 B に 向 上 小群 と 減少

群の 結 果 を表 ２ ６ ～ ２７ 、 自 己開 示 変 化 群別 の 各 カテ ゴ リ ー の発 言 変化

の結 果 を 表２ ８ ～ ３ ４に 示 す）。  

 

表２ ４  自己 開 示 変 化群 別  「向 上 大 群 」の 各 カ テゴ リ ー の  

発言 時 間 （秒 ） の 変 化  

+P<.10  *P<.05  **P<.01  ***P<.001  

 

否定的評価

否定的
評価

改善・提案

肯定的感情

自分自身

日常転化

その他

他者評価

自己評価

34.74
(21.83)

8.31
(7.87)

5.79
(10.72)

53.31
(108.95)

64.96
(75.95)

16.34***

2.30

8.13
(10.83)

9.57
(10.91)

15.67
(29.38)

0.75 -1.44 -7.54 -6.10

-59.17** -11.64

2.03
(4.44)

2.79
(5.17)

23.63
(29.19)

7.60** -0.76 -21.60* -20.84*

-8.65+ 17.79** 26.44***

7.43
(6.99)

16.08
(17.40)

1.41
(3.19)

7.14** -8.65+ 6.02** 14.66**

26.10
(16.53)

-0.11

-72.09* 20.34
54.92

(54.72)
147.35
(92.60)

127.00
(120.36)

5.81** -92.43**

一元配置分散分析 多重比較（LSD）

キャンプ2日目
M（SD）

キャンプ3日目
M（SD）

キャンプ4日目
M（SD）

F値
2日目-3日目
平均の差

2日目‐4日目
平均の差

3日目‐4日目
平均の差

向上大群
N=16

発言合計時間

肯定的評価

自己評価
11.28
(7.40)

14.75
(15.05)

12.57
(15.42)

0.25 -3.47 -1.29

163.32
(68.48)

307.08
(104.55)

307.20
(134.10)

20.12*** -143.76*** -143.88***

肯定的
評価

2.18

40.23** 27.01*
49.43

(36.89)
36.21

(31.93)
9.20

(16.89)
8.09** 13.23

他者評価
43.64

(53.64)
132.60
(89.47)

114.44
(117.00)

5.47** -88.96** -70.80* 18.16

18.67
(13.27)

14.66
(14.56)

6.89
(7.58)

4.10* 4.01 11.77** 7.77+

-47.53

-13.81 -2.69
7.79

(6.94)
18.91

(22.00)
21.60

(35.10)
1.91 -11.12+
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表２ ５  自己 開 示 変 化群 別  「向 上 大 群 」の 各 カ テゴ リ ー の  

発言 割 合 （％ ） の 変 化  

+P<.10  *P<.05  **P<.01  ***P<.001  

 

 

 

 

 

 

 

否定的
評価

改善・提案

肯定的感情

自分自身

日常転化

その他 -0.70 -0.84
5.58

(6.09)
5.43

(5.96)
6.28

(7.43)
0.09 0.15

-21.13** -10.72

1.56
(2.94)

0.80
(1.40)

7.25
(7.81)

8.10** 0.76 -5.69* -6.45**

3.88
(7.05)

14.28
(27.41)

25.00
(24.15)

3.50* -10.40

26.49** 7.56*

5.04
(6.98)

3.79
(5.15)

8.40
(15.17)

0.93 1.25 -3.36 -4.61

30.92
(23.09)

11.99
(9.77)

4.43
(8.43)

13.05*** 18.93**

12.69** 2.47

他者評価
5.46

(5.43)
5.27

(5.31)
0.65

(1.67)
5.38* 0.20 4.82** 4.62**

自己評価
15.64

(14.69)
5.42

(5.36)
2.95

(3.33)
9.01** 10.22*

-16.50+ 6.74

21.10
(18.59)

12.49
(9.52)

3.60
(3.37)

9.02** 8.61+ 17.50** 8.90**

肯定的評価

肯定的
評価

他者評価
23.01

(24.41)
46.25

(27.03)
39.51

(28.76)
2.77+ -23.24*

否定的評価

自己評価
8.92

(7.74)
4.97

(5.94)
5.55

(6.83)
1.35 3.95

-13.13 6.16

3.37 -0.58

31.92
(24.10)

51.21
(26.28)

45.05
(29.28)

1.81 -19.29+

発言合計時間

一元配置分散分析 多重比較（LSD）

キャンプ2日目
M（SD）

キャンプ3日目
M（SD）

キャンプ4日目
M（SD）

F値
2日目-3日目
平均の差

2日目‐4日目
平均の差

3日目‐4日目
平均の差

向上大群
N=16

100% 100% 100%
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２）キャンプ 2 日目－ 3 日目  

 キ ャ ンプ 2 日 目 と キャ ン プ 3 日 目 の シ ェア リ ン グで は 、 個 人ま た グル

ープ と して 1 日 の 活 動を ふ り かえ り 、 良 かっ た と ころ や 反 省 点に つ いて

シェ ア リ ング が 行 わ れた 。 ま た、 そ の シ ェア リ ン グか ら 出 た 意見 を もと

に次 の 日 の活 動 に 向 けた 改 善 や目 標 に つ いて の 話 し合 い を 深 めた 。  

 キ ャ ンプ 2 日 目 か ら 3 日 目 に特 に 発 言 時間 が 変 化し た 発 言 を中 心 に

「向 上 大 群（ N=16）」に つ い ての み 記 述 して い く 。  

 

① 「 肯 定 的他 者 評 価 」因 子  

「肯 定 的 評価 」 因 子 に含 ま れ る他 者 （ グ ルー プ 全 体を 含 む ） を肯 定 的に

評価 す る 発言 を 示 す 「肯 定 的 他者 評 価 」 因子 で は キャ ン プ 2 日目 か らキ

ャン プ 3 日目 に か け て 顕 著 に この 発 言 が 多く な っ てい る 。 発 言割 合 をみ

ても 、 キ ャン プ 2 日 目（ 23％ ）か ら 3 日 目（ 46％ ）に か け て 割合 が 顕著

に増 加 し てい る こ と が明 ら か とな っ た 。  

この 結 果 から 、 キ ャ ンプ 2 日 目と 3 日 目 の様 々 な 活動 を 通 し てグ ル ープ

内の 仲 間 と協 力 し て 問題 解 決 する プ ロ グ ラム に 取 り組 む 中 で 、仲 間 の良

いと こ ろ を知 り 、 気 持ち を 伝 え合 え る よ うに な り 発言 時 間 が 増加 し たこ

とが 考 え られ る 。  

 

 

② 「 自 分 自身 」 因 子  

性格 や 過 去の 経 験 、 それ 以 外 の自 分 自 身 につ い て の発 言 内 容 を示 す 「自

分自 身 」 因子 で は キ ャン プ 2 日目 か ら 3 日目 に か けて 顕 著 に この 発 言が

多く な っ てい る 。 発 言割 合 を みる と 、 キ ャン プ 2 日目 （ 4％ ）か ら 3 日
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目 （ 14％ ）に か け て 割合 が 顕 著に 増 加 し てい る こ とが 明 ら か とな っ た。  

この 結 果 から 、 キ ャ ンプ 2 日 目に は 少 な かっ た 自 分自 身 を 表 す発 言 がキ

ャン プ 3 日目 に 増 加 して い る こと は 、 初 対面 の グ ルー プ の 仲 間と 様 々な

活動 や 話 し合 い を 重 ね、 徐 々 に自 分 自 身 の気 持 ち を 打 ち 明 け られ る 関係

性や シ ェ アリ ン グ の 雰囲 気 が 作ら れ た こ とが 要 因 であ る と 考 えら れ る。  

 

 

③ 「 否 定 的自 己 評 価 」因 子 と 「否 定 的 他 者評 価 」 因子  

「否 定 的 評価 」 因 子 に含 ま れ る自 分 の 反 省点 を 発 言す る 「 否 定的 自 己評

価」 因 子 では キ ャ ン プ 2 日 目 から 3 日 目 にか け て この 発 言 の 大き な 変化

は見 ら れ なか っ た 。 しか し 、 発言 割 合 を みる と 、 キャ ン プ 2 日目

（ 16％ ） から 3 日 目 （ 5％ ）ま で 割 合が 顕著 に 減 少し て い る こと が 明 ら

かと な っ た。  

他者 （ グ ルー プ 全 体 を含 む ） の反 省 点 を 発言 す る 「否 定 的 他 者評 価 」因

子で は キ ャン プ 2 日 目か ら 3 日目 に か け てこ の 発 言が 多 く な って い る。  

この 結 果 から 、 キ ャ ンプ 2 日 目に は グ ル ープ 全 体 や 他 者 よ り も 自 分 の反

省点 を 発 言す る 傾 向 にあ っ た が、 キ ャ ン プ 3 日 目 には 他 者 評 価が 自 己評

価を 上 回 って い る こ とが 明 ら かと な っ た 。 キ ャ ンプ 3 日 目 に グル ー プ全

体 や 他 者 の反 省 点 を 発言 す る 時間 が 増 加 して い る こと は 、 グ ルー プ とし

ての 関 係 性が 徐 々 に 深ま り 、 良く な い 点 ・改 善 す べき 点 に つ い て の シェ

アリ ン グ が行 わ れ た こと が 一 要因 で あ る と考 え ら れる 。  

３）キャンプ 4 日目（主な活動が終わっ たシェアリング）  

 キ ャ ン プ４ 日 目 の シェ ア リ ング で は 、 キャ ン プ 全体 を 通 し ての 感 想を

中心 に 行 った 。 ま た キャ ン プ とは 直 接 的 に関 係 の ない 自 分 自 身の 悩 みや
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過去 の 経 験、 将 来 の こと な ど を吐 露 す る シェ ア リ ング が 行 わ れた 。  

 キ ャ ン プ４ 日 目 に 変化 し た 発言 を 中 心 に記 述 し てい く 。  

 

① 「 自 分 自身 」 因 子  

 前 述 の キャ ン プ ２ 日目 か ら キャ ン プ ３ 日目 で 「 自分 自 身 」 因子 の 発言

が顕 著 に 増加 し た 結 果に 引 き 続き 、 キ ャ ンプ ４ 日 目に か け て もさ ら にこ

の発 言 が 多く な っ て いる 。 発 言割 合 を み ると 、 顕 著に 増 加 し た３ 日 目

（ 14％ ） から 4 日 目 （ 25％ ） にか け て 割 合が 増 加 して い る こ とが 明 らか

とな っ た 。  

この 結 果 から 、 主 な 活動 を 終 えた キ ャ ン プ 4 日 目 の最 後 の シ ェア リ ング

では 、 キ ャン プ と は 直接 的 に 関係 の な い 自分 自 身 の悩 み や 過 去の 経 験な

どの 発 言 が多 く な っ たこ と が 発言 時 間 増 加の 要 因 であ る と 考 えら れ る。  

 

 

② 「 日 常 転化 」 因 子  

 キ ャ ン プ直 後 の 日 常や 将 来 に向 け た 内 容の 発 言 をす る 「 日 常転 化 」因

子で は 、 キャ ン プ 2 日目 と 3 日目 で ほ と んど 発 言 がみ ら れ な かっ た 。た

だし 、 キ ャン プ 4 日 目に お い て、 こ の 発 言が 顕 著 に多 く な っ てい る 。発

言割 合 を みる と 、 約 2％未 満 であ っ た 「日 常 転 化」 因 子 が 4 日 目 には 全

体の 約 7％ まで 向 上 して い る こと が 明 ら かと な っ た。  

 こ の 結 果か ら 、 主 な活 動 を 終え た キ ャ ンプ 4 日 目の シ ェ ア リン グ では

キャ ン プ 全体 の シ ェ アリ ン グ が中 心 に 行 われ た た め、 今 後 の 日常 や 将来

に関 す る 内容 を 表 す 「日 常 転 化」 因 子 の 発言 時 間 が増 加 し た と 考 え られ

る 。  
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③ 「 肯 定 的感 情 」 因 子  

受容 、 共 感な ど の 嬉 しい 気 持 ちや 他 者 に 対す る 感 謝の 気 持 ち を表 す 「肯

定的 感 情 」因 子 で は 、キ ャ ンプ 4 日 目 に 発言 が 多 くな っ て い る。 発 言割

合を み る と、 キ ャ ン プ 4 日 目 には 全 体 の 約 8％を 占 める 発 言 であ る こ と

が明 ら か とな っ た 。  

 こ の 結 果か ら 、 肯 定的 感 情 因子 の 発 言 時間 が キ ャン プ 4 日 目に 増 加し

てい る こ とは 、 グ ル ープ 内 の 仲間 同 士 の 関係 が 深 まり を 増 し 、 自 分 自身

の肯 定 的 な感 情 を 他 者に 共 有 でき る よ う にな っ た こと や キ ャ ンプ 全 体の

シェ ア リ ング で グ ル ープ の 他 者に 感 謝 の 気持 ち を 伝え た こ と など が 発言

時間 増 加 の 要 因 で あ ると 考 え られ る 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

４）「向上大群」の 自己開示性の質問項 目別の変化  

 

次に 、 自 己開 示 性 の 得点 が キ ャン プ 直 後 、大 き く 向上 し た 者 （ N＝ 16）

に限 定 し て、 自 己 開 示性 の 質 問項 目 別 （ 15 項 目 ）の 得 点 が キャ ン プ 実
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習参 加 前 とキ ャ ン プ 実習 参 加 直後 で ど の よう に 変 化し た か を 見る た め

に 、 t 検 定 を用 い て 分析 し た 。そ の 結 果 を表 ２ ６ に示 し た （ 表の ☆印の

項目 は 逆 転項 目 で あ る）。  

キャ ン プ 直後 に 提 出 した 感 想 レポ ー ト の 記載 状 況 も合 わ せ て 記述 し てい

く 。  

  

 自 己 開 示性 の 得 点 がキ ャ ン プ直 後 に 大 きく 向 上 した 者 の 質 問項 目 別の

変化 で は 、キ ャ ン プ 参加 前 に 「た と え 親 しい 友 だ ちで も 、 自 分の 心 の内

を知 ら れ たく な い」（逆 転 項 目） や 「 友 だち か ら 自分 の こ と を聞 か れ て

も必 要 以 上の こ と は 話さ な い」（ 逆 転項 目） な ど 自分 自 身 の こと を 話 す

自己 開 示 が消 極 的 だ った が 、 キャ ン プ 直 後に そ の 項目 の 得 点 が向 上 する

こと が 明 らか と な っ た。  

また 、「あ ま り 他人 のこ と を 知ろ う と し ない 」（逆 転 項 目） や「 友 だ ちか

ら悩 み を 打ち 明 け ら れる の は 、好 き で な い」（ 逆転 項 目 ）な ど他 者 の 話

を聞 い た り、 相 談 に 乗っ た り する 項 目 に つ い て も 得点 の 向 上 がみ ら れ

た 。  

さら に 「 悩み ご と が ある と 、 すぐ に 人 に 相談 す る ほう だ 」 の 得点 が 向上

し、「 友だ ち と はあ たり さ わ りの な い  ‘‘ 軽 い’’ 会 話 が 楽 しい 」（逆 転

項 目 ） が より ‘‘深 い’’ 会話 が 楽 しい に変 化 し てい る こ と がわ か っ た。   

これ ら の 変化 を ま と める と 、 自分 の 内 面 を他 者 に 話す こ と 、 自分 の 悩み

を相 談 す るこ と へ の 抵抗 感 が 減少 し 、 他 人の こ と をも っ と 知 りた い 、他

人の 悩 み も聞 い て あ げた い と いう コ ミ ュ ニケ ー シ ョン の 話 す 側と 聞 く側

の両 面 に おけ る 積 極 的な 変 化 であ る と 言 える 。  

これ ら の 変化 は シ ェ アリ ン グ にお け る 発 言内 容 の 4 日 目 に か けて の 変化
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と連 動 し てい る と 考 えら れ る 。  

 

 

次に 自 己 開示 性 が 大 きく 向 上 した 16 名 のキ ャ ン プ直 後 の 感 想レ ポ ー ト

に記 述 し てあ る 文 章 の内 容 に つい て 検 討 を行 っ た 。こ の 感 想 レポ ー トは

「キ ャ ン プ実 習 で 感 じた こ と を自 由 に 書 いて 下 さ い」 と の 指 示の も とで

作成 さ れ 、書 き 方 や 量（ 文 字 数） に は 制 限の な い もの で あ っ た。  

16 名 の 感想 レ ポ ー トを 見 る と、 16 名 中 15 名に 各 グ ルー プで 夜 に 実施 さ

れた 「 シ ェア リ ン グ 活動 」 の こと が 記 述 され て い た。  

 下 記 の 内容 は 実 際 の感 想 レ ポー ト を 一 部抜 粋 し たも の で あ る。  

 

〇普 段 あ まり 感 じ る こと の な い雰 囲 気 の 中で 話 し 合う こ と は 、最 初 は恥

ずか し く て変 な 感 じ だと 思 っ てい た 。 し かし 、 2 日 目・ 3 日 目と 日 が 経

つご と に その 空 気 は 変わ っ て いき 、 話 し たい こ と が話 せ る 時 間に な っ

た 。  

〇普 通 に 生活 し て い て知 り 合 った り 、 仲 良く な っ たり す る こ とは あ り得

ない 人 た ちだ っ た け ど、 何 も 知ら な い 状 態か ら 始 まっ た か ら こそ 、 その

人に つ い てよ り 知 る こと が 出 来た 。  

〇真 剣 な 雰囲 気 だ っ たの で 、 1 日の 自 分 をし っ か りと 振 り 返 れた し 、 普

段は 言 え ない 本 音 や 自分 の 意 見を 言 え る 良い 機 会 だっ た 。  

〇相 手 の 良い と こ ろ を見 つ け る、 自 分 の 良い と こ ろを 見 つ け ても ら えた

こと が 自 分を 認 め て もら え た 気が し て 、 言い た い こと が 言 え るよ う にな

った 。  

〇活 動 す る度 に そ れ ぞれ の 良 いと こ ろ を 知る こ と がで き 、 各 自の 悩 んで



94 

 

るこ と を 相談 し 合 い 、そ の こ とに つ い て 真剣 に 話 し合 え る ほ どの 仲 にな

った 。  

〇自 分 の 悩み に つ い て、 出 会 って 数 日 の メン バ ー に話 す の は 少し 恥 ずか

しか っ た けど 、 こ の メン バ ー なら 真 剣 に 話を 聞 い てく れ る と いう 信 頼と

安心 感 が あっ た か ら こそ 正 直 に話 す こ と がで き た 。  

 

これ ら の こと か ら 、 シェ ア リ ング が 行 わ れた 夜 の ‘‘ シ ェア リン グ 活

動’’ を通 し て 、元 々自 己 開 示の 消 極 的 だっ た 者 がグ ル ー プ 内の メ ン バ

ーと 様 々 な活 動 に 向 けた 話 し 合い を 繰 り 返し た こ とで 、 他 者 の意 見 を受

け入 れ た り自 分 か ら 発信 し た りす る こ と が顕 著 な 発言 の 増 加 につ な が

り、 キ ャ ンプ 直 後 の 自己 開 示 性得 点 の 向 上に つ な がっ た と 考 えら れ る。  

 

 

 

 

 

 

 

 

表２ ６  自己 開 示 性 の質 問 項 目別 （ 15 項目 ） の 変化  
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（キ ャ ン プ参 加 前 と キャ ン プ 参加 直 後 の 変化 ）  

※項 目 得 点は ５ 点 満 点           +P<.10  *P<.05  **P<.01  

※ ☆印 は逆 転 項 目  

 

６．考察  

　１４．悩みごとがあると、すぐに人に相談するほうだ
2.94

(0.85)
3.50

(0.89)
-0.56*

　１５．友だちに悩みを打ち明けられることがよくある
3.13

(0.96)
3.56

(1.09)
-0.44*

☆１２．あまり他の人のことを知ろうとは思わない
3.81

(0.75)
4.44

(0.63)
-0.63**

☆１３．自分のことについて聞かれると、さりげなく
　　　　話題をそらす

3.56
(0.96)

4.06
(0.68)

-0.50*

　１０．自分のことを友だちにいろいろ話すことが好きだ
3.36

(0.72)
4.00

(0.89)
-0.38+

☆１１．たとえ親しい友だちでも、自分の心の内を
　　　　知られたくない

3.06
(0.77)

3.81
(0.83)

-0.75**

☆８．悩みがあっても、人に相談せず
　　　一人で解決しようとする

3.31
(0.79)

3.50
(0.89)

-0.19

☆９．友だちとは、あたりさわりのない「軽い」会話を
　　　するのが楽しい

2.50
(1.10)

3.06
(1.12)

-0.56*

☆６．友だちから自分のことを聞かれても
　　　必要以上のことは話さない

3.00
(1.03)

3.63
(0.89)

-0.63*

☆７．友だちに悩みを打ち明けて、
　　　非常に恥ずかしい思いをしたことがある

3.38
(1.31)

3.56
(1.21)

-0.19

3.44
(0.96)

0.00

☆５．自分の考えや気持ちを友だちに話すとき、結局、
　　　表面的なことがらを話して終わることが多い

3.00
(0.97)

3.38
(0.72)

-0.38+

☆２．友だちから悩みを打ち明けられるのは、好きでない
3.88

(0.96)
4.31

(0.60)
-0.44*

☆４．友だちと将来のことを話すときなどに、どちらかと
　　　いうと聞き役にまわることが多い

2.50
(1.03)

2.81
(1.17)

-0.31

　３．人に尋ねられなくても、自分のことを積極的に
　　　話すほうだ

3.44
(1.03)

キャンプ前
M(SD)

直後
M(SD)

ｔ値
向上大群

N=16

☆１．友だちと会話するとき、あまり自分のことを話さない
3.56

(1.09)
3.69

(0.95)
-0.13
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 本 研 究 の目 的 は 、 大学 キ ャ ンプ 実 習 に おけ る 参 加者 の 信 頼 感お よ び自

己開 示 性 に及 ぼ す 影 響を 明 ら かに し 、 シ ェア リ ン グに お け る 発言 と の関

連に つ い て検 討 す る こと で あ る。  

 本 節 で は設 定 し た 5 つ の 課 題に 沿 っ て、 得 ら れた 結 果 を それ ぞ れ 述べ

たう え で 、過 去 の 研 究を 踏 ま え総 合 的 に 考察 し て いく 。  

 

 

 

課 題 １  キ ャ ン プ 実 習 参 加 者 の 信 頼 感 の 変 容 に 及 ぼ す 影 響 を 検 討 す る 。 

 

 本 研 究 の結 果 か ら 、大 学 キ ャン プ 実 習 を経 験 す るこ と で 参 加者 全 体の

信頼 感 が 向上 す る こ とが 明 ら かと な っ た 。特 に 信 頼感 を 構 成 する 3 つの

因子 の う ち、「 他 人 への 信 頼 」因 子に お いて キ ャ ンプ 直 後 に かけ て 顕 著な

影響 が あ るこ と が 明 らか と な った 。  

 キ ャ ン プ実 習 参 加 前の 信 頼 感合 計 得 点 群別 に お ける 変 化 の 違い で は、

中位 群 、 下位 群 に お いて 信 頼 感が 向 上 し 、そ の 向 上は キ ャ ン プ 1 ヶ 月後

まで 維 持 され る こ と が明 ら か とな っ た 。 特に キ ャ ンプ 前 に 信 頼感 の 得点

が最 も 低 かっ た 下 位 群の 得 点 の向 上 率 が 高く 、「 他人 へ の 信 頼 」だけ でな

く「 自 分 への 信 頼 」 も向 上 し 、キ ャ ン プ 1 ヶ 月 後 まで そ の 向上 が 維 持さ

れて い る こと が 明 ら かと な っ た。  

 

 

課 題 ２  キ ャ ン プ 実 習 参 加 者 の 自 己 開 示 性 の 変 容 に 及 ぼ す 影 響 を 検 討
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する 。  

 

 本 研 究 の結 果 か ら 、大 学 キ ャン プ 実 習 に参 加 す るこ と に よ る、 参 加者

全体 の 自 己開 示 性 に 大き な 変 化は 見 ら れ なか っ た 。  

 キ ャ ン プ実 習 参 加 前の 自 己 開示 性 合 計 得点 群 別 にお け る 変 化の 違 いで  

は、 下 位 群に お い て キャ ン プ 直後 に 有 意 な得 点 向 上が 認 め ら れ、 1 ヶ月

後に も そ の向 上 は 維 持さ れ 、 キャ ン プ 参 加前 に 自 己開 示 性 が 低か っ た者

が、キ ャン プ 参 加を 通し て 自 己開 示 性 が 向上 す る こと が 明 ら かと な っ た。 

 

 

課 題 ３  キ ャ ン プ 実 習 参 加 者 の 信 頼 感 と 自 己 開 示 性 の 関 連 を 検 討 す る 。 

 

本研 究 の 結果 か ら 、 自己 開 示 性得 点 が キ ャン プ 直 後に か け て 大き く 向上

した 「 向 上大 群 」 に おい て 信 頼感 得 点 が 向上 し 、 1 ヶ 月 後 ま でそ の 向上

が維 持 さ れる こ と が 明ら か と なっ た 。 向 上大 群 に おい て は 「 自分 へ の信

頼」、「 不 信（逆 転）」因子 で 得 点の 向 上 が見 ら れ 、1 ヶ月 後 まで そ の 向上

が維 持 さ れる こ と が 明ら か と なり 、 自 己 開示 性 の 向上 と 信 頼 感の 向 上に

関連 性 が 強い こ と が 示唆 さ れ た。  

 

 

 

 

 

課 題 ４  キ ャ ン プ 実 習 参 加 者 の シ ェ ア リ ン グ に お け る 発 言 内 容 の 変 容
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を検 討 す る。  

 

本研 究 の 結果 か ら 、 シェ ア リ ング の 発 言 合計 時 間 はキ ャ ン プ の日 数 を追

う に つ れ て増 加 す る こと が 明 らか と な っ た。 発 言 内容 の 全 体 的傾 向 とし

て、 キ ャ ンプ 前 半 に は個 人 や 班を 振 り 返 り、 上 手 くい っ た こ とや 上 手く

いか な か った こ と に つい て 発 言す る 「 肯 定的 評 価」・「 否 定 的 評価 」 因子

や、 さ ら にそ れ ら の 反省 を 改 善す る た め の「 改 善 ・提 案 」 因 子等 の 発言

時間 が 多 いこ と が 明 らか と な った 。 キ ャ ンプ 後 半 には 自 分 自 身を さ らけ

出す 発 言 を示 す 「 自 分自 身 」 因子 や 「 日 常転 化 」 因子 で あ る 自分 の 今後

に向 け て の発 言 や 将 来に 関 す る発 言 内 容 に変 化 し てい く 傾 向 にあ る こと

が明 ら か とな っ た 。  

 

 

課 題 ５  大 学 キ ャ ン プ 実 習 参 加 者 の 自 己 開 示 性 と シ ェ ア リ ン グ の 関 連

を検 討 す る。  

 

 本 研 究 の結 果 か ら 、シ ェ ア リン グ に お ける 発 言 合計 時 間 の 変化 は キャ  

ンプ 後 に 自己 開 示 性 得点 が 大 きく 向 上 し た「 向 上 大群 」 に お いて 、 発言  

時間 が 他 群よ り 顕 著 に少 な か った キ ャ ン プ 2 日 目 から キ ャ ン プ 3 日 目に  

かけ て 発 言時 間 が 顕 著に 増 加 し、 増 加 率 が他 群 を 大き く 上 回 り、 キ ャン  

プ 4 日 目 にも そ の 増 加が 維 持 され る こ と が明 ら か とな っ た 。  

カテ ゴ リ ー別 の 発 言 の変 化 で は「 向 上 大 群」 に お いて 、 キ ャ ンプ 3 日目

に「 肯 定 的評 価 」 因 子の 発 言 時間 が 増 加 する 傾 向 がみ ら れ 、 特に 他 者を

肯定 的 に 評価 す る 発 言が 増 加 し て い る。キャ ン プ 4 日 目 に は「自 分 自身 」、
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「日 常 転 化」、「 肯 定 的感 情 」 因子 の 発 言 時間 が 増 加す る こ と が明 ら かと

なっ た 。  

「向 上 大 群」 に お け る自 己 開 示性 の 質 問 項目 別 の 変化 で は 、 キャ ン プ参

加直 後 に 自分 の 内 面 を他 者 に 話す こ と 、 悩み を 相 談す る こ と 等の 項 目と

他人 の こ とを も っ と 知り た い 、悩 み を 聞 いて あ げ たい と い う 項目 の 得点

が向 上 し てい る こ と が明 ら か とな っ た 。  

また 、 自 己開 示 性 が 向上 し た 16 名 の キ ャン プ 直 後の 感 想 レ ポー ト の内

容を 分 析 した 結 果 、 夜の 「 シ ェア リ ン グ 」活 動 に 関す る 肯 定 的な 記 述が

多い こ と が認 め ら れ 、自 己 開示 性 が 向上 した 者 の 多く は 、「 シ ェア リ ン グ」

の影 響 を 強く 受 け て いた こ と が示 唆 さ れ た。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 こ こ か らは 本 研 究 の課 題 １ －５ に 沿 っ た結 果 と 先行 研 究 を 交え て 総合
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的に 考 察 して い く こ とと す る 。  

 

 本 研 究 では 信 頼 感 およ び 自 己開 示 性 に 及ぼ す 影 響を 明 ら か にし 、 シェ

アリ ン グ にお け る 発 言と の 関 連に つ い て 検討 し て きた 。  

 本 研 究 の結 果 か ら は、 キ ャ ンプ 実 習 参 加の 経 験 を通 し て 参 加者 の 信頼

感が 向 上 し、 特 に 「 他人 へ の 信頼 」 に お いて 顕 著 な向 上 が み られ た 。自

己開 示 性 にお い て は 、参 加 者 全体 で 変 化 はな か っ たも の の 、 元々 そ れの

低い 者 に おい て 自 己 開示 性 が 向上 し た 。 また 、 自 己開 示 性 の 向上 と 信頼

感の 向 上 には 強 い 関 連性 が あ るこ と が 示 され た 。 さら に シ ェ アリ ン グに

おけ る 発 言と の 関 連 では 、 キ ャン プ 直 後 に自 己 開 示性 得 点 の 向上 が 大き

かっ た 者 にお い て キ ャン プ 前 半か ら 後 半 にか け て 発言 時 間 が 顕著 に 増加

して お り 、キ ャ ン プ 直後 の 自 己開 示 性 の 質問 項 目 別の 変 化 か ら、 話 す側

と聞 く 側 の両 面 に お ける 積 極 的な 変 化 が 示さ れ た 。こ れ ら の こと か ら、

特に 自 己 開示 性 が キ ャン プ 直 後に 大 き く 向上 し た 者に お い て 「シ ェ アリ

ング 」 活 動の 有 効 性 がよ り 顕 著で あ る こ とが 明 ら かと な っ た 。  

 本 研 究 で取 り 上 げ た信 頼 感 を含 む「 対 人関 係 性 」に関 し て 前田（ 2013）

2 8）は「キ ャ ン プ経 験 によ り あ りの ま ま の 自分 を 生 きよ う と し 、相 手 を受

け入 れ ら れる 傾 向 と なり 、1 ヶ 月 後 も維 持さ れ る こと が 明 ら かと な っ た」

と述 べ て いる 。本研 究に お け るキ ャ ン プ 実習 に お いて も 、「 他 人へ の 信 頼」

が顕 著 に 向上 し た こ とか ら 、 様々 な 活 動 や話 し 合 い、 キ ャ ン プ期 間 中に

毎日 実 施 され た 「 シ ェア リ ン グ」 活 動 を 通し て 仲 間を 信 頼 し 、受 け 入れ

られ る よ うに な っ た こと が 信 頼の 向 上 に つな が っ たと 考 え ら れる 。  

また 永 井 ら（ 2007） 2 9）は「 教 育 的な 目 的 を持 っ て 実施 さ れ る 組織 キ ャン

プは 自 然 の中 で の 共 同生 活 や 課題 に 取 り 組み 達 成 して い く プ ログ ラ ムを
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行う こ と で通 常 の 学 校生 活 で の交 流 よ り も深 い 交 互作 用 が 生 まれ 信 頼感

に影 響 を 与え る 」 と 述べ て お り、 青 年 期 の信 頼 感 の向 上 に つ なが る こと

を示 唆 し てい る 。さ らに 、正 親 ら (2016) 1 5）は「 組 織 キャ ン プ 中に 仲 間 と

寝食 を と もに し 、 グ ルー プ で 協力 を し な けれ ば 解 決で き な い 課題 や 、身

の安 全 を 仲 間 に 委 ね なけ れ ば でき な い 活 動を 通 し 、他 人 と の 関わ り を実

体験 と し て学 ん だ こ とが 信 頼 感の 変 容 に つな が っ た」 と 述 べ てい る 。本

研究 の 大 学キ ャ ン プ 実習 で も グル ー プ の 仲間 と 寝 食を 共 に し 、様 々 な活

動や 話 し 合い を 重 ね るシ ェ ア リン グ を 重 視し た プ ログ ラ ム を 実施 し た。  

 本 研 究 にお い て 信 頼感 が 元 々低 か っ た 下位 群 に おい て 、「 自 分へ の 信 頼」

が向 上 し たこ と か ら 、キ ャ ン プ実 習 の 活 動に お け る話 し 合 い や協 力 し合

う活 動 、 シェ ア リ ン グ活 動 を 通し て 、 自 分自 身 に 対し て 自 信 を持 ち 、信

頼で き る よう に な っ たこ と で「 自 分 への 信頼 」が向 上 し たと 考え ら れ る。  

 ま た 、杉 浦（ 2014） 3 0）は 冒 険教 育 プロ グラ ム 体 験に お け る 大学 生 の 自

己開 示 は 向上 す る こ とを 報 告 して お り 、 それ は 「 冒険 教 育 プ ログ ラ ム中

で互 い に コミ ュ ニ ケ ーシ ョ ン をと り 、課 題を 解 決 した こ と が 要因 で あ る」

と述 べ て いる 。 自 然 体験 活 動 にお い て 様 々な 課 題 を達 成 す る ため に は、

グル ー プ の仲 間 と の コミ ュ ニ ケー シ ョ ン が必 要 な 場面 が 多 く あり 、 そう

した 場 面 でグ ル ー プ 内の 仲 間 に自 己 開 示 する こ と は必 要 で あ ると 考 え る。 

さら に 栗 栖 (2011) 3 1）はキ ャ ン プ実 習 に お ける シ ェ アリ ン グ に より「 自己

表現 ・ 対 人的 積 極 性 」が キ ャ ンプ 直 後 に 有意 に 向 上す る こ と を報 告 して

いる 。     

本研 究 で は、 参 加 者 全体 の 自 己開 示 性 の 向上 は 見 られ な か っ たも の の、

元々 自 己 開示 性 が 低 かっ た 者 にお い て 、 キャ ン プ 直後 に 自 己 開示 性 が向

上し 、 そ の向 上 が キ ャン プ 1 ヶ 月後 に も 維持 さ れ てい た 。 つ まり 、 元々
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自己 開 示 が苦 手 だ っ た者 が キ ャン プ 実 習 に参 加 し 、活 動 中 の 話し 合 いを

通し て 課 題を 解 決 し たり 、 シ ェア リ ン グ 活動 に お いて 自 分 の 意見 を 言っ

たり す る 機会 を 得 た こと が 自 己開 示 の 向 上に 影 響 した と 考 え られ る 。  

 ま た 、 自己 開 示 性 得点 が キ ャン プ 直 後 に大 き く 向上 し た 者 にお い て信

頼感 が 向 上し 、 1 ヶ 月後 ま で その 向 上 が 維持 さ れ た。 特 に 「 自分 へ の信

頼」、「 不 信（ 逆転 ）」因子 が 向 上し 、キ ャ ンプ 1 ヶ 月後 ま で 向 上が 維 持さ

れる こ と が明 ら か と なっ た 。 この こ と か ら、 自 己 開示 性 の 向 上と 信 頼感

の向 上 に は強 い 関 連 性が あ る こと が 示 唆 され た 。山田（ 2010） 4） は「 信

頼感 は 自 己開 示 と 関 連し て 、 自分 の こ と を他 者 に 伝え る た め には 欠 かせ

ない 要 素 であ る 」と 述べ て お り 、ま た「 自分 へ の 信頼 で も い える よ う に、

自分 自 身 を受 容 で き てい る と 、自 分 の 成 功や 喜 び だけ で は な く、 失 敗も

相手 と 分 かち 合 え る ので あ る 。こ の よ う に自 己 の 受容 か ら 自 分が 感 じた

こと な ど を相 手 と 分 かち 合 う こと が 出 来 れば 、 自 己を 開 示 し てい く こと

がで き る よう に な る ので あ る 。ま た 、 人 は個 人 的 な情 報 を 明 かさ れ るこ

とに よ り 、相 手 か ら 信頼 さ れ 、尊 重 さ れ てい る と 感じ 、 相 手 に対 し てよ

り信 頼 感 を抱 く よ う にな る の であ る 」 と 述べ て い る。  

この こ と から も 人 は 誰し も 他 人か ら 信 頼 され て い ると 感 じ ら れな け れば

自分 か ら 個人 的 な 情 報を 話 す こと は 難 し いと 言 え る。 参 加 者 がキ ャ ンプ

を通 し て グル ー プ の 仲間 と 多 くの 同 じ 時 間を 共 有 し、 喜 び や 悲し み など

の感 情 を シェ ア リ ン グし 、 自 分と 他 者 に 対し て ど のよ う な 影 響が あ るの

かを 身 を もっ て 体 験 する こ と は 非 常 に 貴 重な 体 験 であ る と 言 える 。  

 次 に 本 研究 で 行 っ たシ ェ ア リン グ に お ける 発 言 の変 容 に つ いて 考 察す

る 。 田 中 (2009) 1 8） は 、「 ふ り か え り と は 活 動 か ら の 気 づ き や 学 び を 整 理

し、 次 へ の活 動 や 日 常生 活 へ つな ぐ パ イ プ的 な 役 割を す る も ので あ り、
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活動 を 振 り返 る こ と で、 そ の 活動 を 単 に ‘‘ 体 験し た’’ と い う経 験 で終

わら せ る ので は な く 、活 動 を 共に し た 仲 間と 活 動 中の 出 来 事 につ い て思

い出 し 、意 味づ け を する こ と で‘‘ 体験 か らの 学 び’’を 得る 機 会で あ る 」

と述 べ て いる 。  

また 栗 栖 (2011) 3 1）は 、大学 キ ャ ンプ 実 習 で参 加 者 に対 し て ふ りか え り活

動を 行 わ せる こ と は 、自 己 肯 定意 識 の 「 自己 受 容」、「 自 己 実 現的 態 度」、

「充 実 感」、「 自 己 表 明・ 対 人 的積 極 性 」 の 4 因 子 が 向上 す る こと を 明ら

かに し 、「ふ り か え りを 導 入 した 大 学 キ ャン プ 実 習は 、参 加 者の 自 己 肯定

意識 を ふ りか え り を 導入 し な かっ た 場 合 より も 向 上さ せ る 」 と述 べ てい

る 。  

野外 教 育 では 、 こ の よう な ふ りか え り の 中で お 互 いの 気 づ き を分 か ち合

う時 間 を 大切 に し て おり 、 同 じ体 験 を し た仲 間 と 気づ き や 考 えを シ ェア

する こ と で気 づ き に 広が り や 深ま り を 持 たせ る こ とが 出 来 る と考 え られ

てい る 。  

本研 究 で は、 シ ェ ア リン グ 場 面で 参 加 者 が実 際 に 発言 し た 発 言時 間 と発

言内 容 を 検討 し 、 キ ャン プ の 日数 を 追 う につ れ て 発言 合 計 時 間が 増 加す

るこ と が 明ら か と な った 。全 体 的な 傾 向 とし て は 、キャ ン プ 2 日 目・3 日

目に は 個 人や グ ル ー プを 振 り 返り 、 上 手 くい っ た こと や 上 手 くい か なか

った こ と につ い て 発 言す る 「 肯定 的 評 価 」・「 否 定 的評 価 」 因 子や 、 さら

にそ れ ら の反 省 を 改 善す る た めの 「 改 善 ・提 案 」 因子 等 の 発 言時 間 が多

い傾 向 が みら れ た 。 キャ ン プ 4 日目 に は 自分 自 身 をさ ら け 出 す発 言 を示

す「 自 分 自身 」 因 子 や「 日 常 転化 」 因 子 であ る 自 分の 今 後 の 日常 に 向け

た 発 言 や 将来 に 関 す る内 容 の 発言 へ と 変 化し て い く傾 向 に あ るこ と が明

らか と な った 。 参 加 者は 毎 日 様々 な 体 験 に取 り 組 み、 1 日 の 終わ り にシ
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ェア リ ン グを 行 う 中 で、 キ ャ ンプ 前 半 は 自分 た ち の活 動 や 行 動を 改 めて

見つ め 直 し、 欠 点 に 気づ き 、 改善 に 向 け た提 案 や 目標 を 掲 げ てい た 。さ

らに キ ャ ンプ 直 後 半 にな る と 話し 合 い は 深ま り を 増し 、 自 分 自身 の 過去

の経 験 や 将来 に つ い て自 分 が どの よ う に 物事 に 取 り組 ん で い きた い か等

の発 言 内 容に 広 が り をみ せ た 。グ ル ー プ 内の 仲 間 とと も に 過 ごす 時 間が

長く な る こと で 、 自 分自 身 の こと に つ い て、 発 言 しや す い 雰 囲気 が 生ま

れ、「 話し て み よう かな 」 と 感じ る 人 が 出て き た ので は な い かと 考 え る。 

村 井 (2017) 3 2）は「 知 らな か っ た者 同 士 が 自然 の 中 でお 互 い を 認め 合 いな

がら 、 グ ルー プ と し て成 長 を 成し 遂 げ ら れた こ と も大 き な 成 果の 一 つで

あ る 」 と 述 べ て い る 。 さ ら に 杉 浦 (2014) 3 0） は 、「 大 学 生 は 状 況 に 応 じ た

自己 開 示 をし な が ら 互い に コ ミュ ニ ケ ー ショ ン を 取り 、 課 題 を解 決 して

いっ た た め自 己 開 示 を向 上 さ せ、 そ れ は 日常 に お ける 自 己 開 示に も 影響

し、 特 に 初対 面 の 人 に対 す る 自己 開 示 を 向上 さ せ た」 と 述 べ てい る 。  

本研 究 の 結果 か ら 、 キャ ン プ 参加 前 か ら キャ ン プ 参加 直 後 に かけ て の自

己開 示 性 得点 の 向 上 が大 き か った 者 に お いて 、 発 言時 間 が 他 群よ り 顕著

に少 な か った キ ャ ン プ 2 日 目 から 、 発 言 時間 が キ ャン プ 3 日 目に か けて

顕著 に 増 加し た 。 さ らに 、 増 加率 が 他 群 を大 き く 上回 り 、 キ ャン プ 4 日

目に も そ の増 加 が 維 持さ れ る こと が 明 ら かと な っ た。 特 に キ ャン プ 2 日

目 で 少 な かっ た 自 分 自身 を 表 す発 言 が キ ャン プ 3 日 目に 顕 著 に 増 加 して

おり 、 初 対面 の グ ル ープ の 仲 間と 様 々 な 活動 や 話 し合 い を 重 ね、 徐 々に

自分 自 身 の気 持 ち を 打ち 明 け られ る 関 係 性や シ ェ アリ ン グ の 雰囲 気 が作

られ た こ と が 発 言 時 間 増 加 の 一要 因 に な った と 考 えら れ る 。  

荒木 ら（ 2011） 3 1）は キャ ン プ 参加 者 は 班 員・ス タッ フ（ こ こ では 班 担 当

カウ ン セ ラー ） も し くは 班 員 とい る と き の方 が 一 人で い る と きよ り もふ
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りか え り 体験 が 起 こ って い る こと を 明 ら かに し て おり 、 特 に 「変 化 への

気づ き 」・「他 者 理 解 」・「 関 係 性の 理 解 」 の 3 つ の 因 子に お い て班 員 ・ス

タッ フ と いる と き に より 高 ま るこ と を 報 告し て い る。 さ ら に 「 1 日 の中

で夕 方 か ら夜 に か け ての 時 間 帯に ふ り か えり 体 験 が起 こ り や すい 」 とも

報告 し て いる 。 本 研 究に お け る「 シ ェ ア リン グ 」 活動 も 1 日 の活 動 の最

後と な る 夜に 各 グ ル ープ で 静 かな 雰 囲 気 で行 わ れ るこ と を 大 切に し て実

施し た 。  

キャ ン プ 参加 直 後 に 自己 開 示 性得 点 の 向 上が 大 き かっ た 者 の 自己 開 示質

問項 目 別 の変 化 の 結 果か ら 、 自分 の 内 面 を他 者 に 話す こ と 、 自分 の 悩み

を相 談 す るこ と へ の 抵抗 感 が 減少 し 、 他 人の こ と をも っ と 知 りた い 、他

人の 悩 み も聞 い て あ げた い と いう コ ミ ュ ニケ ー シ ョン の 話 す 側と 聞 く側

の両 面 に おけ る 積 極 的な 変 化 が示 さ れ た 。  

実際 に 自 己開 示 性 の 向上 が 大 きか っ た 者 の感 想 レ ポー ト に は 、夜 の 「シ

ェア リ ン グ」 活 動 に つい て 多 く記 述 さ れ てお り 、 活動 を 通 し て、 元 々自

己開 示 の 消極 的 だ っ た者 が グ ルー プ 内 の メン バ ー と様 々 な 活 動に 向 けた

話し 合 い を繰 り 返 し たこ と で 、他 者 の 意 見を 受 け 入れ た り 自 分か ら 発信

した り す るこ と が 顕 著な 発 言 の増 加 に つ なが り 、 キャ ン プ 直 後の 自 己開

示性 得 点 の向 上 に つ なが っ た と考 え ら れ る。  
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第   四   章  

 

結  論  

 

 

 本 研 究 の目 的 は 、 大学 キ ャ ンプ 実 習 が 参加 者 の 信頼 感 お よ び自 己 開示

性に 及 ぼ す影 響 を 明 らか に し 、シ ェ ア リ ング に お ける 発 言 内 容と の 関連

につ い て 検討 す る こ とで あ っ た。  

その た め 、本 研 究 で は、 キ ャ ンプ 実 習 参 加者 に 信 頼感 お よ び 自己 開示

性に 関 す る調 査 を キ ャン プ 参 加前 後 と 1 ヶ月 後 に 実施 す る と とも に 、夜

の「 シ ェ アリ ン グ 」 活動 に お ける 参 加 者 の発 言 に つい て 分 析 し、 検 討し

てい く こ とと し た 。  

 本 研 究 では 、 以 上 のこ と を 明ら か に す るた め に 、下 記 の 課 題を 設 定し

た 。  

 

課題 １ ： キャ ン プ 実 習参 加 者 の信 頼 感 の 変容 に 及 ぼす 影 響 を 検討 す る。  

課題 ２ ： キャ ン プ 実 習参 加 者 の自 己 開 示 性の 変 容 に及 ぼ す 影 響を 検 討す

る。  

課題 ３ ： キャ ン プ 実 習参 加 者 の信 頼 感 と 自己 開 示 性の 関 連 を 検討 す る。  

課題 ４ ： キャ ン プ 実 習参 加 者 のシ ェ ア リ ング に お ける 発 言 内 容の 変 容を

検討 す る 。  

課題 ５ ： 大学 キ ャ ン プ実 習 参 加者 の 自 己 開示 性 と シェ ア リ ン グの 関 連を

検討 す る 。  
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 2019 年 9 月 2 日 か ら 9 月 6 日ま で の 4 泊 5 日 で実 施 さ れた 京 都 教育

大学 正 課 授業 で あ る 大学 キ ャ ンプ 実 習 に 参加 し た 大学 生 53 名（ 男 子 19

名  女 子 34 名）の うち 、す べ ての 検 査 が回 収・分 析さ れ た 計 50 名（ 男

子 18 名  女子 32 名 ）［ 回 収率 ： 94 .3％ ］を 分 析 対象 と し た 。  

 キ ャ ン プで は 6～ 8 名の 小 グル ー プ で の活 動 を 中心 に 、 テ ント 泊 、全

食自 炊 の キャ ン プ 活 動を 基 本 とし て い る 。各 グ ル ープ に は 、 1 名の 班担

当指 導 者 （カ ウ ン セ ラー ） を 配置 し た 。  

 キ ャ ン プ実 習 の 主 な活 動 は 、自然 体 験 ゲー ム 、森 の芸 術 展 、遊 び作 り・

遊び の 体 験、 森 の お 祭り で あ り、 い ず れ もグ ル ー プ内 で の 話 し合 い や共

同作 業 を 重視 し た 活 動で あ っ た。  

 ま た、キ ャ ンプ 期 間中（ 2 日 目・ 3 日 目・ 4 日目 ）の 就 寝 前に 各 グ ルー

プで 行 う 「シ ェ ア リ ング 」 活 動を 取 り 入 れた 。 こ こで は 、 メ ンバ ー がど

のよ う な 体験 を し た か、 そ の 体験 か ら ど のよ う な こと を 考 え たか な ど、

お互 い の 気づ き を 分 かち 合 う 時間 を 大 切 にし て い る。こ の「 わ かち あ い」

は、「 シ ェ アリ ン グ」とも 呼 ば れて お り、個人 の 気 づき や 学 び を同 じ 体 験

をし た グ ルー プ の メ ンバ ー と 報告 し 合 い 共有 す る こと で 、 気 づき に 広が

りや 深 ま りを も た せ るこ と が でき る と 考 えら れ て いる 。  

「シ ェ ア リン グ 」 活 動と は 、 個人 ま た グ ルー プ と し て 1 日 の活 動 （ 4

日目 に 関 して は 、 キ ャン プ 全 体の 感 想 ） をふ り か える こ と だ が、 そ のふ

りか え り を通 し て 自 分自 身 の 内面 に 目 を 向け て い くよ う な 構 造で 行 われ

た。 本 研 究で は 、 静 かに ふ り かえ る こ と の出 来 る 雰囲 気 を 大 切し た いと

考え 、 ろ うそ く ラ ン タン を 用 いて グ ル ー プご と に テン ト に て 実施 し た。  

 「 シ ェ アリ ン グ 」 活動 の 一 定の 質 を 確 保す る た めに 、「『 シ ェア リ ング

（ふ り か えり ）』の 実施 方 法 につ い て 」 をカ ウ ン セラ ー に 事 前に 配 布 し、 
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・静 か な 雰囲 気 の な かで シ ェ アリ ン グ を 進め る こ と  

・カ ウ ン セラ ー が リ ード し 、 全員 が 話 を する よ う に進 め る こ と  

・普 段 言 えな い 悩 み や不 安 な どを 他 者 に 吐露 す る 機会 に な る よう な 雰囲

気を 作 る こと  

とい っ た 実施 に 伴 う 注意 事 項 につ い て 、 事前 に 説 明を 行 い 、 カウ ン セラ

ーが 共 通 認識 し 、 各 グル ー プ で行 わ れ た 。  

 

 本 研 究 では 、 キ ャ ンプ 実 習 参加 者 の 信 頼感 お よ び自 己 開 示 性の 変 容を

明ら か に する た め に 、天 貝（ 1995） 3 ） が 作成 し た「 信 頼 感尺 度」と 末永

（ 1987）2 4 ）が 作成 した「 自 己 開示 行 動 自己 評 価 尺度 」を キ ャン プ 前 、直

後 、 1 ヶ 月 後の 計 3 回実 施 し た。  

また 、キ ャン プ 2 日 目か ら キ ャン プ 4 日 目ま で に 行わ れ た 夜 の「シェ

アリ ン グ 」活 動 で 発 言さ れ る 参加 者 の 発 言の 変 容 を検 討 す る ため に 音声

を収 録 し 、得 ら れ た デー タ を 基に 作 成 し た「 ふ り かえ り 発 言 チェ ッ クリ

スト 」 を 用い て 、 カ テゴ リ ー に分 類 し た 。  

それ ら の 得ら れ た デ ータ は、相 関 係数 や 分散 分 析、多 重比 較 、t 検 定 な

どを 用 い て、 統 計 処 理を 行 っ た。  
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本研 究 で は以 下 の こ とが 明 ら かと な っ た 。  

 

1 . 大学 キ ャ ンプ 実 習を 経 験 する こ と で 、参加 者 全 体の 信 頼 感が 向 上 し、

この 向 上は 1 ヶ 月 後 まで 維 持 され る こ と が明 ら か とな っ た。特に「他

人へ の 信 頼」 因 子 に おい て キ ャン プ 直 後 にか け て 顕著 な 影 響 があ るこ

とが 明 ら かと な っ た 。ま た 元 々信 頼 感 の 低か っ た 者に お い て その 向上

は顕 著 で あっ た 。  

 

2 . 大 学 キ ャ ン プ 実 習 を 経 験 す る こ と に よ る 参 加 者 全 体 の 自 己 開 示 性 の

変化 は 認 めら れ な か った 。 た だし 、 キ ャ ンプ 参 加 前に 自 己 開 示性 が低

かっ た 者 はキ ャ ン プ 直後 に 自 己開 示 性 が 向上 し 、 1 ヶ 月 後 ま でそ の向

上が 維 持 され る こ と が明 ら か とな っ た 。  

 

3 . 自 己 開 示 性 が キ ャ ン プ 直 後 に か け て 大 き く 向 上 し た 者 に お い て は 信

頼感 が 向 上し 、 1 ヶ 月後 ま で その 向 上 が 維持 さ れ るこ と が 明 らか とな

った 。特 に「 自 分へ の信 頼 」、「不 信（逆 転）」因 子 に おい て キャ ン プ 直

後に そ れ らが 向 上 し 、 1 ヶ 月 後ま で そ の 向上 が 維 持さ れ る こ とが 明ら

かと な り 、自 己 開 示 性の 向 上 と信 頼 感 の 向上 に 強 い関 連 性 が 示さ れ た。 

  

4 . ふ り か え り の 発 言 合 計 時 間 は キ ャ ン プ の 日 数 を 追 う に つ れ て 増 加 す

るこ と が 明ら か と な った 。 発 言内 容 の 全 体的 傾 向 とし て 、 キ ャン プ前

半に は 個 人や 班 を 振 り返 り 、 上手 く い っ たこ と や 上手 く い か なか った

こと に つ いて 発 言 す る「 肯 定 的評 価 」・「 否定 的 評 価」 因 子 や 、さ らに

それ ら の 反省 を 改 善 する た め の「 改 善 ・ 提案 」 因 子等 の 発 言 時間 が多
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いこ と が 明ら か と な った 。 キ ャン プ 後 半 には 自 分 自身 を さ ら け出 す発

言を 示 す 「自 分 自 身 」因 子 や 「日 常 転 化 」因 子 で ある 自 分 の 今後 に向

け て の 発 言 や 将 来 に 関 す る 発 言 内 容 に 変 化 し て い く 傾 向 に あ る こ と

が明 ら か とな っ た 。  

 

5 . 自 己 開 示 性 が キ ャ ン プ 直 後 に か け て 向 上 し た 者 に お い て キ ャ ン プ 2

日目 か ら 3 日 目 に か けて 発 言 合計 時 間 が 顕著 に 増 加し 、 キ ャ ンプ 4 日

目に も そ の増 加 が 維 持さ れ て いる こ と が 明ら か と なっ た 。 発 言内 容に

おい て は 、特 に 「 肯 定的 評 価 」因 子 の 発 言が 有 意 に増 加 し 、 自分 自身

を表 す 「 自分 自 身 」 因子 に お いて も 発 言 の増 加 が みら れ た 。  

  ま た 、自 己 開 示 が向 上 し た 16 名 の キャ ン プ 直後 の 感 想 レポ ー トの

内容 に 夜 の「シ ェ ア リン グ 」活 動に 関 す る肯 定 的 な記 述 が 多 くみ ら れ、

この 活 動 の影 響 を 強 く受 け て いた と い え る。  

 

本研 究 の 結果 か ら 、 キャ ン プ 実習 を 経 験 する こ と で参 加 者 の 信頼 感を

向上 さ せ 、元 々 自 己 開示 性 が 低い 者 に お いて 自 己 開示 性 が 向 上し 、 キャ

ン プ 1 ヶ 月後 ま で そ の効 果 を 維持 す る こ とが 明 ら かと な っ た 。  

「ふ り か えり 」 は 体 験学 習 法 にお け る 体 験の 内 省 から 仮 説 化 まで の過

程、 つ ま り指 摘 （ 体 験の 内 省 と観 察 に よ る気 づ き ）と 分 析 （ 概念 化 と一

般化 ） で ある と い わ れて い る 。体 験 を 形 式的 に 理 解す る の で はな く 、本

質的 に 理 解し 、 普 段 の生 活 に おい て も 活 かす こ と ので き る も のに 変 えて

いく 手 続 きが 「 ふ り かえ り 」 の中 で な さ れる の で あり 、 本 研 究 で 設 定し

た「 シ ェ アリ ン グ 」 活動 に お いて も 、 こ の手 続 き がな さ れ た こと が キャ

ンプ 直 後 の効 果 を 普 段の 生 活 に戻 っ た 一 ヶ月 後 に まで 維 持 し た理 由 であ
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ると 考 え られ る 。  

また 、 シ ェア リ ン グ にお け る 参加 者 の 発 言と の 関 連か ら 、 自 己開 示性

が向 上 し た者 の 多 く は、「 シ ェア リ ン グ 」活動 の 実 施に よ る 影 響を 受 けて

いた こ と が示 唆 さ れ た。  

以上 の 内 容か ら 、 大 学生 年 代 のコ ミ ュ ニ ケー シ ョ ン能 力 の 低 下が 問題

視さ れ て いる 現 代 に おい て 、 他人 へ の 信 頼感 や 自 分へ の 信 頼 感が 低 く、

自己 開 示 の苦 手 な 者 にお い て 、シ ェ ア リ ング を 重 視し た 大 学 キャ ン プ実

習の 治 療 的効 果 を 示 唆し て い る。  

 

 

 

 今 後 の 課題 は 以 下 の通 り で ある 。  

 

１．「 シェ ア リ ング 」活動 場 面 とし て 、より 統 制 され た 場 面 の設 定 や 、そ

の分 析 の 方法 を 検 討 する 必 要 があ る 。  

 

２．「 シ ェア リ ン グ 」活動 を 実 施す る 際 に ファ シ リ テー タ ー と して の 役割

を担 う カ ウン セ ラ ー にお い て 、参 加 者 に 対す る 効 果的 な 支 援 方法 につ

いて 検 討 して い く 必 要が あ る 。  
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信頼感尺度                                検査日   月    日 

 
 学籍番号            ※かならず記入すること  

          

＊次のアンケートは、あなたの信頼に関する考えをたずねるものです。以下の文章を読んであてはまるところに○をつ

けてください。  

 

 

 

 

 

 

 

１． 私は、自分自身を、ある程度は信頼できる。        1      2     3      4      5   6 

２．  私は自分の人生に対し、何とかやっていけそうな気がする。 1      2     3      4      5     6                

３． 私は、自分自身が、信頼に値する人間だと思う。      1      2     3      4      5     6 

４． 自分自身について、今は実現していないことでも、 

いつかこうなるだろうと信じられることは多い。      1      2     3      4      5     6 

５． 私は、自分自身の行動をある程度は、  

コントロールすることができるという確信をもっている。  1      2     3      4      5     6 

６． 私は私で、決して他人にはとってかわることの出来ない 

存在であると思う。                                     1      2     3      4      5     6 

７． これまでに出会ったほとんどの人は私によくしてくれた   1      2     3      4      5     6 

８． 一般的に、人間は信頼できるものだと思う。        1      2     3      4      5     6 

９． これまでの経験から、他人もある程度は信頼できると感じる。1      2     3      4      5     6 

１０．状況が許せば、たいてい人間はお互いに正直に、 

かつ誠実に関わりあいたいと思っているだろう。      1      2     3      4      5     6 

１１．私は多少のことがあっても、今の信頼関係を保っていける 

と思う。                                         1      2      3      4      5     6 

１２．周りのほとんどの人は私を信頼してくれているだろう。   1      2      3      4      5     6 

１３．私は現実に信頼できる特定の他人がいる。         1      2      3      4      5     6 

１４．無理をしなくてもこの先の人生でも、私は信頼できる人と 

出会えるような気がする。                          1      2      3      4      5     6 

１５．今心から頼れる人にもいつか裏切られるかもしれないと思う。1      2      3      4      5     6 

１６．所詮（しょせん）、周りは敵ばかりだと感じる。       1      2      3      4      5     6 

１７．自分で自分をしっかり守っていないと、壊れてしまいそうな 

気がする。                          1      2      3      4      5     6 

１８．過去に、誰かに裏切られたりだまされたりしたので、 

信じるのが怖くなっている。                   1      2      3      4      5     6 

１９．気をつけていないと、人は私の弱みにつけ込もうと 

するだろう。                      1      2      3      4      5     6 

２０．私はなぜか人に対して疑（うたぐ）り深くなってしまう。  1      2      3      4      5     6 

 

２１．今は何かと話せても、他人など全く当てにならないもので 

ある。                                                1      2      3      4      5      6 

２２．人は自分のためなら簡単に相手を裏切ることができるだろう。 1      2      3      4      5      6 

２３．相手が自分を大切にしてくれるのは、そうすることによって 

相手に利益のあるときだ。                        1      2      3      4      5      6 

２４．私の地位や立場が変われば、私自身も今とは全く違う人間に  

なるだろう。                                             1      2      3      4      5      6 
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自己開示行動自己評価尺度                         検査日   月    日 

 

 
 学籍番号            ※かならず記入すること  

          

＊次のアンケートは、ふだんの他者とのかかわりをたずねるものです。以下の文章を読んであてはまるところに○をつ

けてください。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１． 友達と会話するとき、あまり自分のことを話さない。        1      2     3      4      5    

 

２．  友達から悩みを打ち明けられるのは、好きでない。         1      2     3      4      5        

              

３． 人に尋ねられなくても、自分のことを積極的に話すほうだ。     1      2     3      4      5     

  

４． 友達と将来のことを話すときなど、どちらかというと  

聞き役にまわることが多い。                   1      2     3      4      5      

 

５． 自分の考えや気持ちを友達に話すとき、結局、 

表面的な事がらだけを話して終わることが多い。          1      2     3      4      5      

 

６． 友達から自分のことを聞かれても、必要以上のことは話さない。    1      2     3      4      5     

  

７． 友達に悩みを打ち明けて、非常にはずかしい思いをしたことがある。 1      2     3      4      5      

 

８． 悩みがあっても、人に相談せず、一人で解決しようとする。     1      2     3      4      5      

 

９． 友達とは、あたりさわりのない「軽い」会話をするのが楽しい。   1      2     3      4      5      

 

１０．自分のことを友達にいろいろと話すことが好きだ。         1      2     3      4      5      

 

１１．たとえ親しい友達でも、自分の心の内を知られたくない。      1      2      3     4      5      

 

１２．あまり他の人のことを知ろうとは思わない。            1      2      3     4      5      

 

１３．自分のことについて聞かれると、さりげなく話題をそらす。     1      2      3     4      5      

 

１４．悩みごとがあると、すぐに人に相談するほうだ。          1      2      3     4      5      

 

１５．友達に悩みを打ち明けられることがよくある。           1      2      3     4      5      
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巻末資料B （統計補足資料） 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

表２６ 自己開示変化群別 「向上小群」の各カテゴリーの 

発言時間(秒)の変化 

 

表２７ 自己開示変化群別 「減少群」の各カテゴリーの 

発言時間(秒)の変化 

 

 

 

 

 

肯定的
評価

否定的評価

否定的
評価

改善・提案

肯定的感情

自分自身

日常転化

その他

他者評価

他者評価

一元配置分散分析

46.57
(35.45)

159.99
(92.20)

113.37
(113.55)

7.42** -113.43*** -66.80* 46.63

自己評価
22.66
(13.83)

17.79
(12.94)

5.32
(6.09)

12.60*** 4.87 17.34*** 12.47**

24.24*** 24.49***

自己評価
18.58
(21.01)

16.15
(12.42)

19.59
(25.87)

0.12 2.42 -1.02 -3.44

多重比較（最小有意差）

キャンプ2日目
M（SD）

キャンプ3日目
M（SD）

キャンプ4日目
M（SD）

F値
2日目-3日目
平均の差

2日目‐4日目
平均の差

3日目‐4日目
平均の差

向上小群
N=17

176.15
(92.42)

132.96
(123.70)

6.72** -111.01*** -67.82* 43.19

225.95
(79.92)

272.28
(106.72)

335.46
(120.29)

5.42** -46.33+発言合計時間

肯定的評価

-109.51** -63.18

65.14
(45.23)

66.99
(39.30)

32.59
(22.73)

15.45
(26.13)

11.52*** 34.40** 51.54** 17.14

32.32
(16.18)

32.58
(19.62)

8.08
(10.26)

21.58*** -0.25

9.66
(8.86)

9.91
(15.45)

2.76
(7.17)

4.18* -0.25 6.90** 7.15*

-10.32** -4.29

23.63
(39.75)

4.98
(6.47)

86.23
(91.11)

9.84*** 18.65+ -62.61* -81.26**

5.39
(8.09)

11.43
(13.94)

15.71
(10.41)

4.14* -6.04

-32.62*** -33.33***

16.12
(12.79)

13.08
(17.11)

19.45
(14.19)

1.12 3.04 -3.33 -6.37

0.93
(2.07)

0.22
(0.90)

33.55
(29.49)

21.57*** 0.71

肯定的
評価

否定的評価

否定的
評価

改善・提案

肯定的感情

自分自身

日常転化

その他

他者評価

減少群
N=17

発言合計時間

肯定的評価

自己評価

11.71
(11.54)

9.68
(12.76)

4.94
(6.71)

1.82 2.03 6.77+ 4.74

自己評価
16.26
(9.85)

10.49
(8.72)

14.89
(13.50)

1.49 5.78+ 1.38 -4.40

他者評価
79.48
(89.10)

111.56
(79.18)

52.91
(74.10)

2.29 32.08 26.57 58.65*

17.92**

一元配置分散分析 多重比較（最小有意差）

キャンプ2日目
M（SD）

キャンプ3日目
M（SD）

キャンプ4日目
M（SD）

F値
2日目-3日目
平均の差

2日目‐4日目
平均の差

3日目‐4日目
平均の差

15.65**

-14.21 44.46

95.75
(85.53)

122.05
(80.79)

67.80
(74.91)

2.05 -26.31 27.95 54.26*

228.70
(91.58)

287.38
(115.91)

242.92
(139.44)

2.50+ -58.68*

6.27
(8.21)

7.41
(5.87)

9.90
(9.49)

0.98 -1.14

15.89**

55.62
(48.83)

50.45
(54.68)

4.62
(6.98)

10.26*** 5.17 50.99*** 45.83**

31.23
(16.29)

29.20
(17.21)

13.31
(11.90)

7.97** 2.03

19.52
(7.85)

24.02
(17.38)

8.37
(9.06)

9.99*** -4.50 11.15**

-18.46** -18.20**

16.75
(16.57)

18.69
(24.21)

9.17
(11.06)

1.56 -1.93 7.58+ 9.52

0.31
(1.28)

0.57
(1.65)

18.77
(22.04)

11.40*** -0.26

-3.63 -2.49

11.32
(17.44)

46.44
(65.19)

87.97
(103.59)

4.36* -35.12+ -76.65** -41.53



表２８ 自己開示変化群別 肯定的評価因子の発言時間(秒)の変化 

 

 

 

表２９ 自己開示変化群別 否定的評価因子の発言時間(秒)の変化 

 

 

表３０ 自己開示変化群別 改善・提案因子の発言時間(秒)の変化 

 

 

表３１ 自己開示変化群別 肯定的感情因子の発言時間(秒)の変化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2日目-3日目
平均の差

2日目‐4日目
平均の差

3日目‐4日目
平均の差

多重比較（最小有意差）

-92.43** -72.09* 20.34

-111.01*** -67.82* 43.19

時期
自己開示
変化群

キャンプ2日目
M（SD）

キャンプ3日目
M（SD）

キャンプ4日目
M（SD）

54.92
(54.72)

65.14
(45.23)

95.75
(85.53)

147.35
(92.60)

176.15
(92.42)

122.05
(80.79)

127.00
(120.36)

132.96
(123.70)

67.80
(74.91)

向上大群
N＝16

向上小群
N＝17

減少群
N＝17

一元配置分散分析

1.11 2.24+

二元配置分散分析

群×時期
交互作用

10.69***

F値

5.81**

6.72**

-26.31 27.95 54.26*2.05

2日目-3日目
平均の差

2日目‐4日目
平均の差

3日目‐4日目
平均の差

31.23
(16.29)

34.74
(21.83)

32.58
(19.62)

29.20
(17.21)

8.31
(7.87)

8.08
(10.26)

13.31
(11.90)

キャンプ2日目
M（SD）

キャンプ3日目
M（SD）

キャンプ4日目
M（SD）

向上大群
N＝16

向上小群
N＝17

減少群
N＝17

多重比較（最小有意差）

-8.65+ 17.79** 26.44***

-0.25 24.24*** 24.49***

F値

一元配置分散分析

時期
自己開示
変化群

群×時期
交互作用

41.72*** 0.08 1.18

二元配置分散分析

16.34***

21.58***

26.10
(16.53)

32.32
(16.18)

2.03 17.92** 15.89**7.97**

4.62
(6.98)

49.43
(36.89)

66.99
(39.30)

36.21
(31.93)

32.59
(22.73)

9.20
(16.89)

15.45
(26.13)

キャンプ2日目
M（SD）

キャンプ3日目
M（SD）

キャンプ4日目
M（SD）

55.62
(48.83)

一元配置分散分析

10.26***

F値

8.09**

11.52***

向上大群
N＝16

向上小群
N＝17

減少群
N＝17

50.45
(54.68)

二元配置分散分析

27.39*** 0.41 1.28

時期
自己開示
変化群

群×時期
交互作用

34.40** 51.54** 17.14

5.17 50.99***

多重比較（最小有意差）

13.23 40.23** 27.01*

2日目-3日目
平均の差

2日目‐4日目
平均の差

3日目‐4日目
平均の差

45.83**

8.13
(10.83)

5.39
(8.09)

6.27
(8.21)

減少群
N＝17

11.43
(13.94)

7.41
(5.87)

15.67
(29.38)

15.71
(10.41)

9.90
(9.49)

キャンプ2日目
M（SD）

キャンプ3日目
M（SD）

キャンプ4日目
M（SD）

F値

0.75

4.14*

0.98

一元配置分散分析

向上大群
N＝16

向上小群
N＝17

自己開示
変化群

群×時期
交互作用

3.88* 0.80 0.37

時期

-1.14 -3.63

9.57
(10.91)

二元配置分散分析多重比較（最小有意差）

-1.44 -7.54 -6.10

-6.04 -10.32** -4.29

2日目-3日目
平均の差

2日目‐4日目
平均の差

3日目‐4日目
平均の差

-2.49



表３２ 自己開示変化群別 自分自身因子の発言時間(秒)の変化 

 

 

表３３ 自己開示変化群別 日常転化因子の発言時間(秒)の変化 

 

 

表３４ 自己開示変化群別 その他因子の発言時間(秒)の変化 

 

 

 

 

 

向上大群
N＝16

向上小群
N＝17

減少群
N＝17

87.97
(103.59)

キャンプ2日目
M（SD）

キャンプ3日目
M（SD）

キャンプ4日目
M（SD）

4.36*

二元配置分散分析一元配置分散分析

時期
自己開示
変化群

群×時期
交互作用

10.95*** 0.37 1.36

F値

2.30

9.84***

5.79
(10.72)

23.63
(39.75)

11.32
(17.44)

53.31
(108.95)

4.98
(6.47)

46.44
(65.19)

64.96
(75.95)

86.23
(91.11)

多重比較（最小有意差）

-47.53 -59.17** -11.64

18.65+ -62.61* -81.26**

-35.12+ -76.65** -41.53

2日目-3日目
平均の差

2日目‐4日目
平均の差

3日目‐4日目
平均の差

向上大群
N＝16

向上小群
N＝17

2.03
(4.44)

0.93
(2.07)

減少群
N＝17

F値

7.60**

21.57***

二元配置分散分析

時期
自己開示
変化群

群×時期
交互作用

キャンプ2日目
M（SD）

キャンプ3日目
M（SD）

キャンプ4日目
M（SD）

一元配置分散分析

11.40***

38.17*** 1.34 1.34

-20.84*

0.71 -32.62*** -33.33***

2日目-3日目
平均の差

2日目‐4日目
平均の差

3日目‐4日目
平均の差

-0.26 -18.46** -18.20**

多重比較（最小有意差）

-0.76 -21.60*

0.31
(1.28)

2.79
(5.17)

0.22
(0.90)

0.57
(1.65)

23.63
(29.19)

33.55
(29.49)

18.77
(22.04)

2日目-3日目
平均の差

2日目‐4日目
平均の差

3日目‐4日目
平均の差

向上大群
N＝16

向上小群
N＝17

1.56

F値

1.91

1.12

一元配置分散分析

減少群
N＝17

キャンプ2日目
M（SD）

キャンプ3日目
M（SD）

キャンプ4日目
M（SD）

二元配置分散分析

時期
自己開示
変化群

群×時期
交互作用

0.61 0.05 2.25+

-1.93 7.58+ 9.52

多重比較（最小有意差）

-11.12+ -13.81 -2.69

3.04 -3.33 -6.37

16.75
(16.57)

18.91
(22.00)

13.08
(17.11)

18.69
(24.21)

21.60
(35.10)

19.45
(14.19)

9.17
(11.06)

7.79
(6.94)

16.12
(12.79)


